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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　封止されたバイアルと結合するように構成されたアダプタであって、
　収納装置であって、
　　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに、前記封止されたバイア
ルの中への流体の導入を可能にするように構成された遠位アクセス開口；
　　アクセス流路の少なくとも一部；及び
　　前記収納装置を通過する調節器流路の少なくとも一部
を含む収納装置と、
　調節器エンクロージャであって、前記調節器エンクロージャが前記調節器流路と流体的
に連通し、前記調節器エンクロージャが、
　　前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に折り畳まれている
、第１の配向と、
　　流体が前記封止されたバイアルの中へ前記アクセス流路を介して導入されるときに、
前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に展開される、第２の配
向と、
の間を移動するように構成されている、調節器エンクロージャと、
　前記調節器エンクロージャが前記第１の配向にあるときに前記収納装置と前記調節器エ
ンクロージャとの間に配置されている逆止弁と、
を備えるアダプタにおいて、
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　前記アダプタが前記バイアルと結合されるときに、前記逆止弁のクラッキング圧を超え
る前記バイアルの内側と外側との間の圧力差に応じて、前記逆止弁が開くとともに周囲空
気が前記アダプタを介して前記バイアルに進入するのを可能にし、それによって前記バイ
アルの外側の圧力に対して前記バイアルの内側の圧力を実質的に等しくするように構成さ
れ、
　硬質ハウジングが、前記第２の配向にある前記調節器エンクロージャを完全には含まな
い、アダプタ。
【請求項２】
　前記調節器エンクロージャは、第１の側部および前記第１の側部に対向する第２の側部
を備え、前記第１の側部および前記第２の側部のそれぞれは、前記封止されたバイアルの
中に流体が導入されるにつれて展開されるように構成されていることを特徴とする請求項
１に記載のアダプタ。
【請求項３】
　前記第１の側部は、前記調節器エンクロージャの内側の一部を形成する内面と、前記調
節器エンクロージャの外側の一部を形成する外面と、を備え、前記第１の側部の前記外面
は、収納装置に向かって配向されていることを特徴とする請求項２に記載のアダプタ。
【請求項４】
　前記調節器エンクロージャと、前記アダプタが前記バイアルと結合されたときに、調節
器流体が前記調節器エンクロージャと前記バイアルとの間を流れることを可能にするよう
に構成されている遠位調節器開口と、の間に配設された疎水性フィルターをさらに備える
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項５】
　前記アダプタは、前記調節器流路と流体的に連通する近位調節器開口をさらに備え、
　前記疎水性フィルターの断面積は、前記近位調節器開口の断面積より少なくとも５倍大
きいことを特徴とする請求項４に記載のアダプタ。
【請求項６】
　前記逆止弁は、ダイアフラム逆止弁を備えることを特徴とする請求項１に記載のアダプ
タ。
【請求項７】
　前記調節器エンクロージャが第１の配向から第２の配向へ移動する間に、前記調節器エ
ンクロージャの一部が前記硬質ハウジングから外へ出るように拡張し、それによって前記
調節器エンクロージャの幾らかの部分が前記硬質ハウジングの内部空間内にないことを特
徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項８】
　前記調節器エンクロージャは、前記調節器エンクロージャが第１の配向から第２の配向
へ移動するにつれて外側に広がるようにさらに構成されていることを特徴とする請求項１
～７のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項９】
　前記調節器エンクロージャは、第１の配置において、前記収納装置から分離するととも
に前記収納装置から離間し、第２の配置において、前記収納装置に接続されることを特徴
とする請求項１～８のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項１０】
　前記アダプタが穿孔部材をさらに備え、前記穿孔部材は、該穿孔部材が前記バイアルの
隔膜に対して押し付けられたときに封止されたバイアルの隔膜を穿孔することができ、前
記穿孔部材は前記アクセス流路及び前記調節器流路の少なくとも幾らかを備えることを特
徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項１１】
　前記アダプタは、無針コネクタと結合するようにさらに構成されていることを特徴とす
る請求項１～１０のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項１２】
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　前記調節器エンクロージャが袋をさらに備えることを特徴とする請求項１～１１のいず
れか一項に記載のアダプタ。
【請求項１３】
　前記調節器エンクロージャが金属化２軸配向ポリエチレンテレフタレートをさらに備え
ることを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項１４】
　封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルアダプタを製造する方法であ
って、
　圧力調節バイアルアダプタモジュールを用意するステップであって、前記圧力調節バイ
アルアダプタモジュールが、
　　前記バイアルアダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに、前記封止され
たバイアルの中への流体の導入を可能にするように構成された遠位アクセス開口を含む収
納装置であって、前記収納装置が、アクセス流路の少なくとも一部と調節器流路の少なく
とも一部とを含む収納装置と、
　　前記調節器流路と流体的に連通する近位調節器開口であって、前記近位調節器開口は
、前記圧力調節バイアルアダプタモジュールが前記封止されたバイアルと結合され、かつ
流体が前記バイアルの中に導入されるときに、調節器流体の前記近位調節器開口を通じた
移動を可能にするように構成されている、近位調節器開口と、
を備える、圧力調節バイアルアダプタモジュールを用意するステップ；
　調節器流体モジュールを用意するステップであって、前記調節器流体モジュールが、
　　調節器エンクロージャであって、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少な
くとも部分的に折り畳まれている第１の配向と、流体が前記バイアル中に導入されるとき
に前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に展開されている第２
の配向と、の間を移動するように構成された、調節器エンクロージャ
を備え、
　　前記調節器エンクロージャは、第１の側部および前記第１の側部に対向する第２の側
部を備え、前記第１の側部は周囲を有する可撓性材料から成る第１のシートを備え、前記
第２の側部は周囲を有する可撓性材料から成る第２のシートを備え、前記第１の側部及び
前記第２の側部は前記第１のシートの前記周囲及び前記第２のシートの前記周囲の周りで
接合され、前記第１の側部及び前記第２の側部のそれぞれは、前記バイアルの中に流体が
導入されるにつれて展開されるように構成されており、
　　前記バイアルアダプタは、前記調節器エンクロージャが第１の配向から第２の配向へ
移動する間に、前記調節器エンクロージャの一部が硬質ハウジングから外へ出るように拡
張し、それによって前記調節器エンクロージャの幾らかの部分が前記硬質ハウジングの内
部空間内になくなるように構成されている、調節器流体モジュールを用意するステップ；
及び
　前記調節器エンクロージャを前記調節器流路と流体連通する状態で配置するステップ
を備える、方法。
【請求項１５】
　前記調節器エンクロージャのエンクロージャ開口部を前記圧力調節バイアルアダプタモ
ジュールの前記近位調節器開口と位置合わせするステップと、
　前記調節器流体モジュールを前記圧力調節バイアルアダプタモジュールに固定するステ
ップと、
をさらに備えることを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記調節器流体モジュールを前記圧力調節バイアルアダプタモジュールに固定するステ
ップの前に、前記調節器流体モジュールが前記圧力調節バイアルアダプタモジュールから
分離され、離間されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　圧力調節バイアルアダプタであって、
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　封止されたバイアルと接続するように構成されたコネクタユニットであって、
　　前記封止されたバイアルの隔膜を穿孔するように構成された穿孔部材；
　　前記コネクタユニットが前記封止されたバイアルに接続されたときに、前記封止され
たバイアルの中への流体の導入を可能にするように構成されたアクセス流路；及び
　　調節器流路であって、流体が前記封止されたバイアルの中に導入されるときに、前記
調節器流路を通じた流体の流れを可能にするように構成された、前記調節器流路
を備える前記コネクタユニットと、
　前記コネクタユニットの半径方向側の貯蔵槽アセンブリであって、該貯蔵槽アセンブリ
が、
　　逆止弁；及び
　　前記調節器流路からの前記流体の流れを受け取るように構成された貯蔵槽であって、
前記貯蔵槽が、第１の横方向側部および前記第１の横方向側部に対向する第２の横方向側
部を備え、前記第１の横方向側部および前記第２の横方向側部のそれぞれは、流体が前記
バイアルの中に導入されるときに移動するように構成され、前記第１の横方向側部及び前
記第２の横方向側部は、流体が前記バイアルの中に導入されるときに流体を前記第１の横
方向側部と前記第２の横方向側部との間に受け取るように構成された貯蔵槽において、
　　前記貯蔵槽が、
　　　前記貯蔵槽の少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小されている第１の状態と、
　　　流体が前記アクセス流路を介して前記封止されたバイアルの中に導入されるときに
、前記貯蔵槽の少なくとも一部が少なくとも部分的に拡張されている第２の状態と、
の間で移動するように構成されている、貯蔵層；
を備える貯蔵槽アセンブリと、
　前記コネクタユニットに接続された硬質ハウジングであって、内部空間を備える硬質ハ
ウジングと、
を備え、
　前記圧力調節バイアルアダプタは、前記貯蔵槽が前記第１の状態から前記第２の状態へ
移動するときに、前記貯蔵槽の一部が前記硬質ハウジングから外へ拡張し、それによって
前記貯蔵槽の幾らかが前記硬質ハウジングの内部空間の外側に位置するように構成されて
おり、
　前記逆止弁は、前記圧力調節バイアルアダプタが前記バイアルと結合したときに、前記
逆止弁のクラッキング圧を超える前記バイアルの内側と外側との間の圧力差に応じて、開
くとともに周囲空気が前記圧力調節バイアルアダプタを介して前記バイアルに進入するの
を可能にし、それによって前記バイアルの外側の圧力に対して前記バイアルの内側の圧力
を実質的に等しくするように構成されている、アダプタ。
【請求項１８】
　前記第１の状態において、前記貯蔵槽全体が前記硬質ハウジングの前記内部空間の内側
に位置することを特徴とする請求項１７に記載のアダプタ。
【請求項１９】
　前記第１の横方向側部及び前記第２の横方向側部のそれぞれは、流体が前記封止された
バイアルの中に導入されるにつれて展開するように構成されていることを特徴とする請求
項１７または１８に記載のアダプタ。
【請求項２０】
　前記調節器流路の中に配置された疎水性フィルターをさらに備えることを特徴とする請
求項１７～１９のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項２１】
　前記調節器流路が近位調節器開口と、遠位調節器開口と、を備え、前記遠位調節器開口
は、前記コネクタユニットが前記封止されたバイアルに接続されているときには前記封止
されたバイアルの内側に位置し、
　前記疎水性フィルターの断面積は、前記近位調節器開口の断面積より少なくとも５倍大
きいことを特徴とする請求項２０に記載のアダプタ。
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【請求項２２】
　前記逆止弁は、ダイアフラム逆止弁を備えることを特徴とする請求項１７～２１のいず
れか一項に記載のアダプタ。
【請求項２３】
　前記貯蔵槽は、前記貯蔵槽が前記第１の状態から前記第２の状態へ移動するときに、外
側に広がるようにさらに構成されていることを特徴とする請求項１７～２２のいずれか一
項に記載のアダプタ。
【請求項２４】
　前記アダプタは、ただ１つの穿孔部材を備えることを特徴とする請求項１７～２３のい
ずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項２５】
　前記コネクタユニットは、無針コネクタに取り付けられるように構成された医療用コネ
クタインターフェースをさらに備えることを特徴とする請求項１７～２４のいずれか一項
に記載のアダプタ。
【請求項２６】
　前記貯蔵槽は袋をさらに備えることを特徴とする請求項１７～２５のいずれか一項に記
載のアダプタ。
【請求項２７】
　前記貯蔵槽が金属化２軸配向ポリエチレンテレフタレートをさらに備えることを特徴と
する請求項１７～２６のいずれか一項に記載のアダプタ。
【請求項２８】
　封止されたバイアルと結合するように構成されたアダプタであって、
　収納装置であって、
　　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに、前記封止されたバイア
ルから流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位アクセス開口；
　　アクセス流路の少なくとも一部；及び
　　前記収納装置を通過する調節器流路の少なくとも一部
を含む収納装置と、
　前記調節器流路と流体的に連通する調節器エンクロージャであって、前記調節器エンク
ロージャが、複数のプライを有する第１の層と、複数のプライを有する第２の層と、を備
え、前記第２の層は前記第１の層と接続され、前記第１の層及び前記第２の層は、前記第
１の層と前記第２の層との間に調節流体を受け取るように構成された、前記調節器エンク
ロージャにおいて、
　前記調節器エンクロージャは、流体が前記封止されたバイアルから前記アクセス流路を
介して引き出されるのに応答して展開された構成から折り畳まれた構成へ移動するように
構成されている、調節器エンクロージャと、
　前記収納装置に接続された硬質ハウジングであって、前記展開された構成では前記調節
器エンクロージャを完全には含んでいない、硬質ハウジングと、
を備えるアダプタ。
【請求項２９】
　封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルアダプタであって、前記バイ
アルアダプタが、
　　前記バイアルアダプタが前記封止されたバイアルと結合されているときに、無針の医
療用装置と前記封止されたバイアルとの間で医療流体の移送を容易にするアクセス流路を
備える収納ユニットと、
　拡張し、収縮するように構成された調節器ユニットであって、前記調節器ユニットが可
撓性を有する第１の側部と、前記第１の側部に対向する可撓性を有する第２の側部と、を
備え、前記第１の側部が、
　　調節器ユニットの内部の一部を形成する内側表面；
　　調節器ユニットの外部の一部を形成する外側表面であって、前前記第１の側部の前記
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外側表面が前記収納ユニットに向かって配向されている、外側表面；及び
　　前記調節器ユニットの内部と流体的に連通する開口
を備える、調節器ユニットと、
　前記調節器ユニットに隣接して配置された逆止弁であって、前記バイアルアダプタがバ
イアルに結合したとき、かつ前記バイアルの内側と外側との間の圧力差が、前記逆止弁の
クラッキング圧力を越えたときに、前記逆止弁が、開くとともに周囲空気が前記バイアル
アダプタを介して前記バイアルに進入するのを可能にし、それによって前記バイアルの内
側の圧力を前記バイアルの外側の圧力に対して実質的に等しくするように構成された、逆
止弁と、
を備え、
　医療流体が前記アクセス流路を介して前記封止されたバイアルの中に導入されるときに
、調節流体が前記封止されたバイアルから第１の流体流路を介して前記調節器ユニットの
中へ流れ、それによって、少なくとも前記調節器ユニットの前記第１の側部及び前記第２
の側部が前記収納ユニットに対して移動するように前記調節器ユニットを拡張させ、
　前記調節器ユニットが完全に拡張したときに、前記調節器ユニットの実質的にすべてが
前記バイアルアダプタの硬質エンクロージャ部分内に含まれない、バイアルアダプタ。
【請求項３０】
　流体が前記封止されたバイアルの中に追加されるときに、前記第２の側部は、前記収納
ユニットに対して、前記収納ユニットから離れるように移動することを特徴とする請求項
２９に記載のバイアルアダプタ。
【請求項３１】
　前記収納ユニットは、前記調節器ユニットを、前記バイアルの底部より上に所定の距離
で維持するように、前記調節器ユニットを支持することを特徴とする請求項２９に記載の
バイアルアダプタ。
【請求項３２】
　前記収納ユニットは、前記アクセス流路の一部と、調節器流路の一部と、を備える穿孔
部材をさらに備え、前記第１の流体流路の一部及び第２の流体流との一部が前記調節器流
路を通じて延在することを特徴とする請求項２９に記載のバイアルアダプタ。
【請求項３３】
　前記バイアルアダプタは前記無針の医療用装置と結合するようにさらに構成されている
ことを特徴とする請求項３１に記載のバイアルアダプタ。
【請求項３４】
　医療流体が前記アクセス流路を介して前記封止されたバイアルの中に導入されるときに
、前記調節器ユニットは前記硬質エンクロージャ部分から外へ拡張することを特徴とする
請求項２９に記載のバイアルアダプタ。
【請求項３５】
　前記調節器ユニットが前記硬質エンクロージャ部分から外へ拡張する前に、前記調節器
ユニットは折り畳まれることを特徴とする請求項３４に記載のバイアルアダプタ。
【請求項３６】
　前記調節器ユニットは、展開されることによって拡張することを特徴とする請求項２９
に記載のバイアルアダプタ。
【請求項３７】
　医療流体が前記アクセス流路を介して前記封止されたバイアルから取り除かれるときに
、調節流体は、前記調節器ユニットから第２の流体流路を介して前記封止されたバイアル
の中に流れ、それによって、前記調節器ユニットを収縮させることを特徴とする請求項２
９に記載のバイアルアダプタ。
【請求項３８】
　前記逆止弁はダイアフラム弁を備えることを特徴とする請求項２９に記載のバイアルア
ダプタ。
【請求項３９】
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　前記調節器ユニットは袋を備えることを特徴とする請求項２９に記載のバイアルアダプ
タ。
【請求項４０】
　前記アダプタが前記バイアルに結合されるときに、第１の流体流路が前記調節器エンク
ロージャと前記バイアルの内側との間に存在し、第２の流体流路が前記逆止弁と前記バイ
アルの前記内側との間に存在し、前記第１の流体流路及び前記第２の流体流路は、前記バ
イアルの外側で合流して、統合された流路を形成し、前記統合された流路は実質的に前記
第２の流体流路の全長であることを特徴とする請求項１に記載のアダプタ。
【請求項４１】
　前記第１の流体流路及び第２の流体流路は、９０°以下の角度で合流することを特徴と
する請求項４０に記載のアダプタ。
【請求項４２】
　前記貯蔵槽は、前記コネクタユニットが前記封止されたバイアルと接続されるときに、
前記封止されたバイアルの内側と流体的に連通した状態にあることを特徴とする請求項１
７に記載のアダプタ。
【請求項４３】
　前記第１の層の周囲は前記第２の層の周囲に接続されていることを特徴とする請求項２
８に記載のアダプタ。
【請求項４４】
　前記第１の層及び前記第２の層のそれぞれは、金属化されたプライ及びポリマプライを
備えることを特徴とする請求項２８に記載のアダプタ。
【請求項４５】
　前記バイアルアダプタが前記バイアルと結合されているとき、第１の流体流路は調節器
エンクロージャと前記バイアルの前記内側との間に延在し、第２の流体流路は前記逆止弁
と前記バイアルの前記内側との間に延在し、前記第１の流体流路及び前記第２の流体流路
は前記バイアルアダプタ内で合流することを特徴とする請求項２９に記載のバイアルアダ
プタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、２０１１年８月１８日に出願した米国仮出願第６１／５２５，１２６号、名
称「ＰＲＥＳＳＵＲＥ－ＲＥＧＵＬＡＴＩＮＧ　ＶＩＡＬ　ＡＤＡＰＴＯＲＳ」および２
０１２年３月２２日に出願した米国仮出願第６１／６１４，２５０号、名称「ＰＲＥＳＳ
ＵＲＥ－ＲＥＧＵＬＡＴＩＮＧ　ＶＩＡＬ　ＡＤＡＰＴＯＲＳ」の利益を主張するもので
ある。上記の特許出願それぞれの内容全体が、参照により本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本明細書で開示されているいくつかの実施形態は、薬剤バイアルと結合するためのアダ
プタ、およびそのコンポーネント、ならびに、蒸気を収容する、および／または薬剤バイ
アル内の圧力を調節するのを補助する方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　薬剤または他の医療関係流体をバイアルまたは他の容器に貯蔵することは一般的に行わ
れている。いくつかの場合において、こうして貯蔵されている薬剤または流体は、血流中
に注入された場合には治療効果を有するが、吸入した場合、または皮膚露出部に接触した
場合には有害である。潜在的に有害な薬剤をバイアルから抽出するためのいくつかの知ら
れているシステムは、さまざまな欠点を抱えている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】米国特許第５，６８５，８６６号明細書
【特許文献２】米国特許第７，５４７，３００号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１０／００４９１５７号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２００９／０２１６２１２号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　いくつかの実施形態では、アダプタは、封止されたバイアルと結合するように構成され
、収納装置を備える。いくつかの場合において、収納装置は、アダプタが封止されたバイ
アルに結合されたときに、封止されたバイアルから流体を引き出すことを可能にするよう
に構成された遠位抽出器開口（ｄｉｓｔａｌ　ｅｘｔｒａｃｔｏｒ　ａｐｅｒｔｕｒｅ）
を備える。いくつかの場合において、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なく
とも一部は収納装置内を貫通する。アダプタは調節器流路と流体的に連通する、調節器エ
ンクロージャなどの、エンクロージャを備えることもできる。いくつかの構成では、調節
器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡げられているか、または展開
されている、第１の配向と、調節器エンクロージャは、流体が抽出器流路を介して封止さ
れたバイアルから引き出されるときに、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なく
とも部分的に縮小されている（ｕｎｅｘｐａｎｄｅｄ）か、または折り畳まれている、第
２の配向との間を移動するように構成される。さらに、アダプタは、調節器エンクロージ
ャ内に配設される充填材などの容積構成体（ｖｏｌｕｍｅ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）を備え
ることができる。充填材は、エンクロージャ全体を充填する必要はない。いくつかの実施
形態では、充填材によって占有されるか、または包含される容積は、エンクロージャの内
部容積の大部分より少なくすることができ、またはエンクロージャの内部容積の少なくと
も大部分であるか、またはエンクロージャの内部容積の実質的にすべてとすることができ
る。いくつかの場合において、充填材は、調節器エンクロージャ内の調節器流体の初期体
積を確保するように構成され、それにより、流体を封止されたバイアルから抽出器開口を
介して引き出すときに、アダプタが調節器流体を調節器エンクロージャから封止されたバ
イアルに供給することができる。
【０００６】
　いくつかの構成において、アダプタは、アダプタが封止されたバイアルと結合されたと
きに調節器エンクロージャが封止されたバイアルの外側にあるように構成される。いくつ
かの場合において、調節器エンクロージャの容積の少なくとも大部分が、硬質ハウジング
内にないか、または調節器エンクロージャの少なくとも実質的部分が、硬質ハウジング内
にない。
【０００７】
　いくつかの場合において、収納装置は、抽出器流路と流体的に連通する医療用コネクタ
インターフェース（ｍｅｄｉｃａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｏｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を備え
、筒内の流体の画定された体積を保持するように構成された注射器と結合するように構成
される。いくつかのそのような場合において、充填材は、調節器流体の初期体積が流体の
画定された体積以上であることを確実にするように構成される。そのような場合のうちの
いくつかにおいて、調節器エンクロージャ内の調節器流体の初期体積は、約６０ｍＬ以上
である。いくつかの実施形態では、調節器エンクロージャは、調節器エンクロージャが完
全に拡げられるか、または展開されたときに調節器流体の最大体積を保持するように構成
され、その最大体積は約１８０ｍＬ以上である。
【０００８】
　いくつかの実施形態では、調節器エンクロージャは、ポリエチレンテレフタレートフィ
ルムなどの、フィルムを含む材料系から作製される。いくつかの場合において、フィルム
は、金属化コーティングまたは金属成分を含む。例えば、いくつかの場合において、金属
化コーティングはアルミニウムを含む。
【０００９】
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　いくつかの実施形態では、圧力調節バイアルアダプタは、収納装置に接続された穿孔部
材を備え、エンクロージャは、穿孔部材内に少なくとも部分的に配設される。いくつかの
構成では、封止されたバイアル内の圧力は、薬剤流体が封止されたバイアルから引き出さ
れるときに調節器エンクロージャを収縮させるか、または折り畳んで調節器エンクロージ
ャの反対側の圧力を実質的に平衡状態にすることによって調節される。いくつかの場合に
おいて、調節器エンクロージャは、バイアル内に配設された薬剤流体に対して実質的に不
透過性である層を備え、これにより、調節器エンクロージャの外面と内面との間の薬剤流
体の通過を阻止する。
【００１０】
　さまざまな実施形態において、アダプタは、調節器エンクロージャと遠位調節器開口と
の間に配設された疎水性フィルターをさらに備える。疎水性フィルターは、アダプタがバ
イアルと結合されたときに調節器エンクロージャとバイアルとの間に調節器流体を流せる
ように構成されうる。いくつかの配置構成では、疎水性フィルターは調節器流路内に配設
され、調節器流路は、それ自体遠位調節器開口と調節器エンクロージャとの間に配設され
る。フィルターは、例えば、発泡材料とすることができる。例えば、いくつかの構成では
、充填材は、ポリウレタンエーテル発泡体から作られる。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、封止されたバイアルから流体を引き出す方法は、圧力調節バ
イアルアダプタを、封止されたバイアルに接続するステップと、圧力調節バイアルアダプ
タを通じて、封止されたバイアルから流体を引き出すステップとを含む。いくつかの態様
において、圧力調節バイアルアダプタは、遠位抽出器開口を備える収納装置を具備する。
いくつかの場合において、遠位抽出器開口は、アダプタが、封止されたバイアルに結合さ
れたときに、封止されたバイアルから流体を引き出すことを可能にするように構成される
。いくつかの場合において、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部
とは、収納装置内を貫通する。
【００１２】
　いくつかの構成において、圧力調節バイアルアダプタは、調節器流路と流体的に連通す
る調節器エンクロージャをも備える。いくつかの場合において、調節器エンクロージャは
、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡げられるか、または展
開されている、第１の配向と、流体が抽出器流路を介して、封止されたバイアルから引き
出されるときに、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小され
るか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動するように構成される。
【００１３】
　いくつかの実施形態では、圧力調節バイアルアダプタは、調節器エンクロージャ内に配
設された充填材をさらに備える。充填材は、調節器エンクロージャ内に調節器流体の初期
体積を設けるように構成され、それにより、流体が抽出器開口を介して、封止されたバイ
アルから引き出されるときに、アダプタが調節器エンクロージャから封止されたバイアル
に調節器流体を供給することができる。
【００１４】
　さまざまな実施形態において、封止されたバイアルと結合するためのアダプタを製造す
る方法は、遠位抽出器開口を備える収納装置を用意するステップを含む。いくつかの場合
において、遠位抽出器開口は、アダプタが、封止されたバイアルに結合されたときに、封
止されたバイアルから流体を引き出すことを可能にするように構成される。いくつかの場
合において、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部とは、収納装置
内を貫通する。
【００１５】
　この方法は、調節器エンクロージャ内に充填材を配設するステップをも含むことができ
る。充填材は、調節器エンクロージャ内に調節器流体の初期体積を確保するように構成さ
れ、それにより、流体が抽出器開口を介して、封止されたバイアルから引き出されるとき
に、アダプタが調節器エンクロージャから封止されたバイアルに調節器流体を供給するこ
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とができる。
【００１６】
　いくつかの構成において、この方法は、調節器流路と流体的に連通する調節器エンクロ
ージャを配置するステップをさらに含み、その際に、調節器エンクロージャは、調節器エ
ンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡げられるか、または展開されてい
る、第１の配向と、流体が抽出器流路を介して、封止されたバイアルから引き出されると
きに、調節器エンクロージャの少なくとも一部があまり拡げられていないか、または実質
的にもしくは全体的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動
するように構成される。
【００１７】
　この方法のいくつかの実施形態では、充填材を調節器エンクロージャ内に配設するステ
ップは、充填材をその中に通せるように構成された調節器エンクロージャ内の充填開口部
を形成するか、または設けるステップと、充填開口部を通じて調節器エンクロージャに充
填材を充填するステップと、充填開口部を閉じるステップとを含む。この方法のいくつか
の実施形態では、調節器流路と流体的に連通する調節器エンクロージャを配置するステッ
プは、調節器エンクロージャ内のエンクロージャ開口部を収納装置の近位調節器開口に位
置合わせするステップと、調節器エンクロージャを収納装置に留めるステップとを含む。
【００１８】
　さまざまな実施形態において、封止されたバイアルと結合するように構成されたアダプ
タは、封止されたバイアルにアダプタが結合されたときに、封止されたバイアルから流体
を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置を備える
。いくつかの場合において、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部
とは収納装置内を貫通する。また、アダプタは、調節器流路と流体的に連通する調節器エ
ンクロージャを備えることができる。いくつかの場合において、調節器エンクロージャは
、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡張されるか、または展
開されている、第１の配向と、流体が抽出器流路を介して封止されたバイアルから引き出
されるときに、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小される
か、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動するように構成される。いくつか
の実施形態では、硬質ハウジングは、調節器エンクロージャの実質的容積を含まない。
【００１９】
　いくつかの実施形態では、調節器エンクロージャは、第１の側部およびこの第１の側部
に対向する第２の側部を備える。いくつかの場合において、第１の側部および第２の側部
のそれぞれは、調節器流路と調節器エンクロージャとの間に調節器流体が流れるときに拡
げられるか、収縮するか、折り畳まれるか、または展開されるように構成される。いくつ
かの場合において、第２の側部は、調節器流体が調節器流路を通過するときに収納装置か
ら遠ざかるように、または収納装置の方へ移動するように構成される。いくつかの場合に
おいて、第１の側部は、調節器エンクロージャの内側の一部を形成する内面と、調節器エ
ンクロージャの外側の一部を形成する外面とを備える。そのような場合のうちのいくつか
において、第１の側部の外面は、収納装置の方へ配向される。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、封止されたバイアル内の圧力は、薬剤流体が封止されたバイ
アルから引き出されるときに調節器エンクロージャを収縮させるか、または折り畳み、調
節器エンクロージャの反対側の圧力を実質的に平衡状態にすることによって、調節される
。いくつかの実施形態では、調節器エンクロージャは、バイアル内に配設された薬剤流体
に対して実質的に不透過性である層を備え、これにより、エンクロージャの外面と内面と
の間の薬剤流体の通過を阻止する。
【００２１】
　アダプタは、調節器エンクロージャと遠位調節器開口との間に配設された疎水性フィル
ターをさらに備えることができる。疎水性フィルターは、アダプタがバイアルと結合され
たときに調節器エンクロージャとバイアルとの間に調節器流体を流せるように構成されう
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る。
【００２２】
　また、アダプタは調節器エンクロージャ内に配設された充填材を備えることができる。
充填材は、調節器エンクロージャ内に調節器流体の初期体積を確保するように構成され、
それにより、抽出器開口を介して流体が封止されたバイアルから引き出されるときに、ア
ダプタが調節器エンクロージャから封止されたバイアルに調節器流体を供給することがで
きる。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルア
ダプタは、アダプタが、封止されたバイアルに結合されたときに、封止されたバイアルか
ら流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置を
備える。いくつかの場合において、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくと
も一部とは収納装置内を通過する。いくつかの実施形態では、バイアルアダプタは、調節
器流路と流体的に連通する調節器エンクロージャをさらに備える。いくつかの場合におい
て、調節器エンクロージャは、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分
的に拡げられるか、または展開されている、第１の配向と、流体が抽出器流路を介して封
止されたバイアルから引き出されるときに、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少
なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動する
ように構成される。
【００２４】
　バイアルアダプタのいくつかの実施形態では、調節器エンクロージャは、第１の側部お
よび一般的に第１の側部に対向する第２の側部を有する。第１の側部は、調節器エンクロ
ージャの内側の一部を形成する内面と、調節器エンクロージャの外側の一部を形成する外
面とを備えることができる。第１の側部の外面は、収納装置の方へ配向されうる。いくつ
かの場合において、第１の側部および第２の側部のそれぞれは、空気、ガス、または蒸気
などの調節器流体が調節器流路を通過するときに拡げられるか、収縮するか、折り畳まれ
るか、または展開されるように構成される。いくつかの構成において、第２の側部は、調
節器流体が調節器流路を通過するときに収納装置から遠ざかるように、または収納装置の
方へ移動するように構成される。多くの場合において、調節器エンクロージャは、硬質ハ
ウジング内に完全には入りきらない。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルア
ダプタは、アダプタが、封止されたバイアルに結合されたときに、封止されたバイアルか
ら流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置を
備える。さまざまな構成において、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくと
も一部とは、収納装置内を貫通する。いくつかの実施形態では、バイアルアダプタは、調
節器流路と流体的に連通し、調節器流体の体積を受け入れるように構成された調節器エン
クロージャを備える。調節器エンクロージャは、調節器エンクロージャの少なくとも一部
が少なくとも部分的に拡げられるか、または展開されている、第１の配向と、抽出器流路
を介して封止されたバイアルから流体が引き出されるときに、調節器エンクロージャの少
なくとも一部が少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向
との間を移動するように構成されうる。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、調節器エンクロージャは、第１の層に対向する第２の層に接
続されている第１の層を有する。第１の層および第２の層は、その間にある調節流体の体
積を受け入れるように構成されうる。いくつかの構成において、第１の側部および第２の
側部のそれぞれは、調節器流体が調節器流路を通過するときに拡げられるか、収縮するか
、折り畳まれるか、または展開されるように構成される。いくつかの場合において、第２
の側部は、調節器流体が調節器流路を通過するときに収納装置から遠ざかるように、また
は収納装置の方へ移動するように構成される。いくつかの場合において、調節器エンクロ
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ージャは、硬質ハウジング内に完全には入りきらない。
【００２７】
　いくつかの構成において、第１の層は、材料の第１のシートから作られ、第２の層は、
材料の第２のシートから作られる。いくつかの場合において、第１の層および第２の層は
、第１の層および第２の層の周囲に接続される。いくつかの場合において、第１の層およ
び第２の層は、それぞれ、中心部分を備え、第１の層および第２の層は、中心部分では接
続されない。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、封止されたバイアルと結合するように構成されたモジュール
式バイアルアダプタは、圧力調節バイアルアダプタモジュールと調節器流体モジュールと
を備える。いくつかの場合において、圧力調節バイアルアダプタモジュールは、封止され
たバイアルにアダプタが結合されたときに、封止されたバイアルから流体を引き出すこと
を可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置を備える。いくつかの場
合において、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部とは、収納装置
内を通過する。
【００２９】
　圧力調節バイアルアダプタモジュールは、調節器流路と流体的に連通する近位調節器開
口を備えることができる。いくつかの構成では、近位調節器開口は、バイアルアダプタモ
ジュールが封止されたバイアルと結合され、流体がバイアルから引き出されるときに調節
器流体がその中を通って流入または流出できるように構成される。
【００３０】
　いくつかの場合において、調節器流体モジュールは、近位調節器開口と結合するように
構成され、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡げられるか、
または展開されている、第１の配向と、調節器流体が調節器エンクロージャ内のエンクロ
ージャ開口部を通過するときに、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部
分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動するように構成
された調節器エンクロージャを備える。
【００３１】
　調節器流体モジュールは、調節器エンクロージャを近位調節器開口に結合するように構
成された留め具を備えることができる。いくつかの場合において、調節器エンクロージャ
は、硬質ハウジング内に完全には入りきらない。いくつかの場合において、留め具は、接
着剤でコーティングされた第１の表面および第２の表面を有する固着部材を備える。いく
つかのそのような場合において、固着部材は、弾性材料を含む材料系から作製される。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルア
ダプタを製造する方法は、圧力調節バイアルアダプタモジュールを設けるステップと、調
節器流体モジュールを設けるステップとを含む。圧力調節バイアルアダプタモジュールは
、収納装置を備えることができる。収納装置は、封止されたバイアルにアダプタが結合さ
れたときに、封止されたバイアルから流体を引き出すことを可能にするように構成された
遠位抽出器開口を備えることができる。いくつかの場合において、抽出器流路の少なくと
も一部と調節器流路の少なくとも一部とは、収納装置内を通過する。
【００３３】
　圧力調節バイアルアダプタモジュールは、調節器流路と流体的に連通する近位調節器開
口を備えることができる。近位調節器開口は、バイアルアダプタモジュールが封止された
バイアルと結合され、流体がバイアルから引き出されるときに調節器流体がその中を通っ
て流入または流出できるように構成されうる。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、調節器流体モジュールは、調節器エンクロージャを備える。
調節器エンクロージャは、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に
拡げられるか、または展開されている、第１の配向と、調節器流体が調節器エンクロージ
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ャ内のエンクロージャ開口部を通過するときに、調節器エンクロージャの少なくとも一部
が少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動
するように構成されうる。調節器流体モジュールは、調節器エンクロージャを近位調節器
開口と結合するように構成された留め具を備えることができる。いくつかの場合において
、調節器エンクロージャは、硬質ハウジング内に完全には入りきらない。
【００３５】
　この方法は、調節器エンクロージャのエンクロージャ開口部を圧力調整バイアルアダプ
タモジュールの近位調節器開口に位置合わせするステップをさらに含むことができる。い
くつかの実施形態では、この方法は、調節器流体モジュールを圧力調整バイアルアダプタ
モジュールに留めるステップも含む。
【００３６】
　いくつかの場合において、留め具は、接着剤でコーティングされた第１の表面および第
２の表面を有する固着部材を備える。いくつかのそのような場合において、固着部材は、
弾性材料を含む材料系から作製される。いくつかの場合において、固着部材は、約０．０
１インチ以上、約０．０３インチ以下の厚さを有する。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、調節器流体モジュールは、圧力調節バイアルアダプタモジュ
ールに留めて、封止されたバイアルとの結合のためバイアルアダプタを形成するように構
成される。圧力調節バイアルアダプタモジュールは、封止されたバイアルにアダプタが結
合されたときに、封止されたバイアルから流体を引き出すことを可能にするように構成さ
れた遠位抽出器開口を備える収納装置を備えることができる。いくつかの場合において、
抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部とは、収納装置内を通過する
。いくつかの場合において、収納装置は、調節器流路と流体的に連通する近位調節器開口
をも備える。近位調節器開口は、封止されたバイアルにバイアルアダプタモジュールが結
合され、流体がバイアルから引き出されるときに調節器流体がその中を通って流入または
流出できるように構成されうる。
【００３８】
　調節器流体モジュールは、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的
に拡げられるか、または展開されている、第１の配向と、調節器流体が調節器エンクロー
ジャ内のエンクロージャ開口部を通過するときに、調節器エンクロージャの少なくとも一
部が少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移
動するように構成された調節器エンクロージャを備えることができる。
【００３９】
　調節器流体モジュールは、調節器エンクロージャ内に充填材を備えることができる。充
填材は、調節器エンクロージャ内に調節器流体の初期体積を供給するように構成され、そ
れにより、流体が抽出器開口を介して封止されたバイアルから引き出されるときに、アダ
プタが調節器エンクロージャから封止されたバイアルに調節器流体を供給することができ
る。
【００４０】
　さまざまな実施形態において、調節器流体モジュールは、調節器流体モジュールがルー
チン操作時に留め具が裂けるか、破れるか、または他の何からの形で損傷を受けることな
く圧力調節バイアルアダプタモジュールに関してわずかな距離だけ移動することを許容さ
れるように、調節器エンクロージャを近位調節器開口に結合するように構成された留め具
を備える。いくつかの場合において、調節器エンクロージャは、硬質ハウジング内に完全
には入りきらない。いくつかの構成において、留め具は、調節器エンクロージャと近位調
節器開口とを実質的に結合し気密状態を保つ。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、封止されたバイアルと結合し、封止されたバイアル内の圧力
を調節するためのモジュール式アダプタを製造する方法は、遠位アクセス開口を備える収
納装置を形成するステップを含む。遠位アクセス開口は、封止されたバイアルにアダプタ
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が結合されたときに、医療用デバイスと封止されたバイアルとの間の流体の移送を可能に
するように構成されうる。いくつかの場合において、アクセス流路の少なくとも一部と調
節器流路の少なくとも一部とは、収納装置内を貫通する。調節器流路は、封止されたバイ
アルにアダプタが結合されたときに、封止されたバイアルと流体的に連通するものとして
よい。
【００４２】
　この方法は、結合アセンブリを、この結合アセンブリが調節器流路と流体的に連通する
ように接続するステップを含みうる。結合アセンブリは、膜とカバーとを備えることがで
き、膜とカバーとはそれはそれで開口を備えることができる。結合アセンブリは、開口と
調節器流路との間の調節流体の流れを可能にするように構成されうる。いくつかの場合に
おいて、調節流体の流れは膜を通過する。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、この方法は、開口と流体的に連通する位置に置かれるよ
うに構成された調節器エンクロージャを設けるステップを含み、これにより、調節器エン
クロージャは、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡げられる
か、または展開されている、第１の配向と、調節器流体が調節器エンクロージャ内の開口
部を通過するときに、調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小
されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動するように構成される。
【００４４】
　多くの場合、この方法は、調節器エンクロージャをさまざまなサイズの調節器エンクロ
ージャから選択するステップをさらに含む。いくつかの実施形態では、この選択は、封止
されたバイアルから引き出される薬剤流体の体積に基づくものとしてよい。いくつかの場
合において、調節流体の流れは、アクセス流路を介して封止されたバイアルから薬剤流体
が引き出されるときに、開口と封止されたバイアルとの間を通過する。いくつかの場合に
おいて、開口は、調節器エンクロージャが開口と流体的に連通する位置に置かれのに先立
って外気（ａｍｂｉｅｎｔ　ａｉｒ）と流体的に連通する。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、バイアルアダプタは、バイアルと結合するように構成された
ハウジングと、アクセス流路と、調節器流路と、調節器アセンブリとを備える。アクセス
流路は、アダプタがバイアルに結合されたときにバイアルから流体を引き出すことを円滑
にするように構成される。調節器流路は、調節器アセンブリからの調節流体の流れを円滑
にし、バイアル内の薬剤流体の体積の変化を補償するように構成される。いくつかの実施
形態では、調節器アセンブリは、バイアル内の薬剤流体の体積の変化に応じて拡張および
収縮を行うように構成された可撓性部材を備える。いくつかの実施形態では、可撓性部材
は、実質的に自由に拡大および収縮を行うことができる。いくつかの実施形態では、可撓
性部材は、部分的にも完全にも硬質エンクロージャ内に配置されることはない。いくつか
の実施形態では、可撓性部材の少なくとも大部分は、硬質エンクロージャ内に配置される
。いくつかの実施形態では、調節器アセンブリは、調節器流路内にフィルターを備える。
いくつかの実施形態では、調節器流体アセンブリは、調節器流路内のフィルターとバイア
ルとの間の液体による連通を妨げることができる逆止弁を備える。いくつかの実施形態で
は、逆止弁は、バイアルと調節器流路の端部上の可撓性部材との間の液体による連通を妨
げることができる。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、バイアルアダプタは、軸上に中心線を有し、床を有する所定
の領域内で使用されるように構成される。バイアルアダプタは、封止されたバイアルと結
合するように構成されうる。バイアルアダプタは、穿孔部材と抽出器流路とを有すること
ができ、抽出器流路は近位抽出器開口と遠位抽出器開口との間に延在し、封止されたバイ
アルにバイアルアダプタが結合されたときに、封止されたバイアルから流体を引き出すこ
とを可能にするように構成される。いくつかの変更形態において、抽出器流路の少なくと
も一部は、穿孔部材の少なくとも一部を通過する。バイアルアダプタは、近位調節器開口
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と遠位調節器開口との間に延在する調節器流路を備えることができる。いくつかの実施形
態では、調節器流路の少なくとも一部は、穿孔部材の少なくとも一部を通過する。
【００４７】
　閉塞器弁を調節器流路内に収納することができ、また直立位置と逆立位置との間の回転
軸の周りのバイアルアダプタの回転に応答して、閉じられた構成と開かれた構成との間で
遷移するように構成されうる。いくつかの構成では、近位抽出器開口は、バイアルアダプ
タが直立位置にあるときに、遠位開口よりも床から遠くにあり、近位抽出器開口は、バイ
アルアダプタが逆立位置にあるときに遠位抽出器開口よりも床の近くにある。さらに、閉
塞器弁は、この閉塞器弁が閉じられた構成をとっている場合に、流体が閉塞器弁を通過し
て近位調節器開口の方へ進むのを抑制することができる。回転軸は、バイアルアダプタの
軸上の中心線に対して垂直であるものとしてよく、閉塞器弁が閉じられた構成と開かれた
構成との間で遷移する方法は、バイアルを回転させる回転軸とは実質的に無関係であるも
のとしてよい。
【００４８】
　いくつかの場合において、閉塞器弁は、バイアルアダプタを逆立位置まで回転させたと
きに閉じられた構成に遷移する。さらに、いくつかの特定の場合において、閉塞器弁は、
バイアルアダプタが直立位置まで回転したときに開かれた構成に遷移する。閉塞器弁は、
一般的に円筒形の形状をとり、軸上に中心線を有することができる。いくつかの実施形態
では、閉塞器弁は、調節器流路に対して閉塞器弁の軸上の中心線の周りで回転可能である
。
【００４９】
　バイアルアダプタは、調節器流路に流体的に連通する弁室と、弁室内の閉塞部材と、弁
座とを備えることができる。いくつかの実施形態では、閉塞器弁は、閉塞部材と弁座とが
係合した後に閉じられた構成に遷移するように構成され、また閉塞部材が弁座から係脱し
た後に開かれた構成に遷移するように構成される。いくつかの場合において、閉塞部材は
、重力の影響下で弁室内において移動する。閉塞部材は、球形のボールでありうるか、ま
たはテーパー付きの端部を持つ円筒形本体部を有するか、または楕円体の形状を有するか
、または軸上に中心線を持つ一般的に円筒形の形状を有することができるか、または他の
何らかの好適な形状もしくは形状の組み合わせを有するものとすることができる。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、バイアルアダプタはフィルターを備える。フィルターは、閉
塞器弁と近位調節器開口との間の調節器流路内に位置決めされうる。いくつかの実施形態
では、フィルターは疎水性フィルターである。
【００５１】
　いくつかの特定の実施形態では、バイアルアダプタは、軸上に中心線を有し、封止され
たバイアルと結合するように構成される。バイアルアダプタは、穿孔部材と抽出器流路と
を備えることができる。抽出器流路の少なくとも一部は、穿孔部材の少なくとも一部を通
過することができる。いくつかの実施形態では、バイアルアダプタは、近位調節器開口と
遠位調節器開口との間に延在しうる調節器流路を備え、調節器流路の少なくとも一部は、
穿孔部材の少なくとも一部を通過する。
【００５２】
　バイアルアダプタは、設置経路を介して調節器流路の少なくとも一部の中に設置される
ように構成された閉塞器弁を備えることができる。閉塞器弁は、閉じられた構成と開かれ
た構成との間で遷移するようにさらに構成されうる。いくつかの実施形態では、閉塞器弁
は、調節器流路と流体的に連通する弁室を備える。弁室は、閉塞部材、閉塞部材のための
移動経路、および弁座を有することができる。いくつかの実施形態では、閉塞器弁は、弁
室および調節器流路と流体的に連通する弁流路を備え、弁流路は流れ経路を有する。閉塞
器弁は、閉塞部材が弁座と係合したときに閉じられた構成に遷移するように構成されうる
。いくつかの実施形態では、閉塞器弁は、閉塞部材が弁座から係脱したときに開かれた構
成に遷移するように構成される。閉塞部材の移動経路と閉塞器弁の設置経路とが成す角度
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は、０°より大きく、１８０°より小さいものとしてよい。いくつかの実施形態では、閉
塞部材に対する移動経路は、閉塞器弁の設置経路に実質的に平行ではない。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、閉塞部材は、球形のボールでありうるか、または一方にテー
パー付きの端部を持つ円筒形の形状を有するか、または楕円体の形状を有するか、または
他の適切な形状もしくは形状の組み合わせを有するものとすることができる。いくつかの
実施形態では、閉塞部材の移動経路と閉塞器弁の設置経路とが成す角度は、約４５°より
大きく、約１３５°より小さい。いくつかの実施形態では、移動経路と設置経路とが成す
角度は、約９０°である。移動経路と設置経路とが成す角度は、バイアルアダプタの軸上
の中心線と設置経路とが成す角度と実質的に同じであってよい。いくつかの実施形態では
、バイアルアダプタは、閉塞器弁と近位調節器開口との間の調節器流路内にフィルターを
備える。フィルターは、疎水性フィルターであってよい。
【００５４】
　封止されたバイアルと結合するように構成されたモジュール式バイアルアダプタを製造
する方法は、軸上に中心線を有するコネクタインターフェースを選択するステップを含む
ことができる。コネクタインターフェースは、穿孔部材と抽出器流路とを有することがで
き、抽出器流路は、穿孔部材の少なくとも一部を通過する。いくつかの実施形態では、コ
ネクタインターフェースは、近位調節器開口と遠位調節器開口との間に延在する調節器流
路を有し、調節器流路の少なくとも一部は、穿孔部材の少なくとも一部を貫通する。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、製造する方法は、調節器アセンブリをコネクタインターフェ
ースの近位調節器開口と結合するステップを含むことができる。調節器アセンブリは、調
節器アセンブリがコネクタインターフェースと結合するときに調節器流路と流体的に連通
するように構成された調節器経路を備えることができる。いくつかの実施形態では、調節
器は、設置経路を介して調節器流路および調節器経路のうちの１つまたは複数の中に少な
くとも部分的に設置された閉塞器弁を備える。閉塞器弁は、閉じられた構成と開かれた構
成との間で遷移するように構成されうる。いくつかの実施形態では、閉塞器弁は、調節器
流路および調節器経路のうちの１つまたは複数と流体的に連通する弁室を備える。弁室は
、閉塞部材、閉塞部材のための移動経路、および弁座を有することができる。いくつかの
実施形態では、閉塞器弁は、弁室および調節器流路ならびに調節器経路および調節器経路
のうちの１つまたは複数と流体的に連通する弁流路を有することができる。さらに、弁流
路は流れ経路を有することができる。
【００５６】
　閉塞器弁は、閉塞部材が弁座と係合したときに閉じられた構成に遷移するように構成さ
れうる。いくつかの実施形態では、閉塞器弁は、閉塞部材が弁座から係脱したときに開か
れた構成に遷移するように構成される。閉塞部材の移動経路と閉塞器弁の設置経路とが成
す角度は、０°より大きく、１８０°より小さいものとしてよい。
【００５７】
　モジュール式バイアルアダプタを製造する方法は、設置経路を介して調節器流路および
調節器経路のうちの１つまたは複数の中に少なくとも部分的に閉塞器弁を設置するステッ
プを含むことも可能である。いくつかの実施形態では、この方法は、閉塞器弁内の移動経
路と閉塞器弁の設置経路とが成す角度が結合インターフェースの設置経路と軸上の中心線
とが成す角度と実質的に同じである閉塞器弁を選択するステップを含む。この方法は、調
節器アセンブリの突起部をコネクタインターフェースの近位調節器開口と合わせるステッ
プを含むことができ、突起部および近位調節器開口はキー溝付きである。いくつかの実施
形態では、この方法は、閉塞器弁上の位置合わせ特徴を調節器流路の位置合わせ特徴と合
わせるステップを含む。閉塞器弁の位置合わせ機構を調節器流路の位置合わせ機構と合わ
せるステップにより、調節器アセンブリがコネクタインターフェースに結合され、閉塞器
弁が調節器流路および調節器経路のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に設置され
たときに移動経路がコネクタインターフェースの軸上の中心線に実質的に平行になるよう
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に閉塞器弁を配向することができる。
【００５８】
　さまざまな実施形態が、例示することを目的として添付図面に示されているが、決して
実施形態の範囲を制限するものとして解釈すべきでない。それに加えて、異なる開示され
ている実施形態のさまざまな特徴を組み合わせることで、本開示の一部となる、追加の実
施形態を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】流体をバイアルから取り出し、および／または流体をバイアル内に注入するため
のシステムの概略を示す図である。
【図２】流体をバイアルから取り出し、および／または流体をバイアル内に注入するため
の別のシステムの概略を示す図である。
【図２Ａ】流体をバイアルから取り出し、および／または流体をバイアル内に注入するた
めの別のシステムの概略を示す図である。
【図３】流体をバイアルから取り出し、および／または流体をバイアル内に注入するため
の別のシステムを示す図である。
【図４】バイアルアダプタおよびバイアルの斜視図である。
【図５】高容量段階の、バイアルと結合されている、図４のバイアルアダプタの部分断面
図である。
【図６】拡大段階の、バイアルと結合されている、図４のバイアルアダプタの部分断面図
である。
【図７】バイアルアダプタの分解斜視図である。
【図７Ａ】図７の線７Ａ－７Ａで切り取った部分断面図を含む、図７のバイアルアダプタ
の組み立てられた状態の斜視図である。
【図８】図７のバイアルアダプタの一部の分解斜視図である。
【図９】図８のバイアルアダプタの一部の組み立てられた状態の斜視図である。
【図１０】図７のバイアルアダプタの結合部の基部およびカバーの分解斜視図である。
【図１１】図１０の結合部の上面図である。
【図１２】図１１の線１２－１２で切り取った、図１１の結合部の断面図である。
【図１３】初期段階の、バイアルと結合されているバイアルアダプタの部分断面図である
。
【図１４】拡大または高容量段階のバイアルと結合されている図１３のバイアルアダプタ
の部分断面図である。
【図１５】萎んだ段階または低容量段階のバイアルと結合されている図１３のバイアルア
ダプタの部分断面図である。
【図１６】バイアルと結合されているバイアルアダプタの部分断面図である。
【図１７】バイアルと結合されている、内部構造を備えるバイアルアダプタの部分断面図
である。
【図１８】バイアルと結合されている、複数の調節器アセンブリを備えるバイアルアダプ
タの部分断面図である。
【図１９】バイアルと結合されている、釣合いおもりを備えるバイアルアダプタの部分断
面図である。
【図２０Ａ】図１９の線２０－２０で切り取った、図１９のバイアルアダプタのキー溝付
き結合部の断面図である。
【図２０Ｂ】図１９の線２０－２０で切り取った、図１９のバイアルアダプタのキー溝付
き結合部の断面図である。
【図２０Ｃ】図１９の線２０－２０で切り取った、図１９のバイアルアダプタのキー溝付
き結合部の断面図である。
【図２０Ｄ】図１９の線２０－２０で切り取った、図１９のバイアルアダプタのキー溝付
き結合部の断面図である。
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【図２０Ｅ】図１９の線２０－２０で切り取った、図１９のバイアルアダプタのキー溝付
き結合部の断面図である。
【図２０Ｆ】図１９の線２０－２０で切り取った、図１９のバイアルアダプタのキー溝付
き結合部の断面図である。
【図２１】バイアルと結合されている、逆止弁を備えるバイアルアダプタの部分断面図で
ある。
【図２２】バイアルと結合されている、複数の逆止弁を備えるバイアルアダプタの部分断
面図である。
【図２３】実質的に軸方向中心に揃えられたバイアルアダプタの部分断面図である。
【図２４】バイアルと結合されている、環状袋を備えるバイアルアダプタの部分断面図で
ある。
【図２５Ａ】袋および硬質エンクロージャを備える、貯蔵槽の部分断面図である。
【図２５Ｂ】可撓性環状リングを伴う部分的に硬質のエンクロージャを備える、別の貯蔵
槽の部分断面図である。
【図２５Ｃ】硬質環状リングを伴う部分的に硬質のエンクロージャを備える、別の貯蔵槽
の部分断面図である。
【図２５Ｄ】一連の硬質リングおよび可撓性リングを備える、別の貯蔵槽の部分断面図で
ある。
【図２５Ｅ】図２５Ｄに示されている貯蔵槽の側面図である。
【図２６Ａ】バイアルアダプタの断面図である。
【図２６Ｂ】バイアルと結合されている、弁を備えるバイアルアダプタの部分断面図であ
る。
【図２６Ｃ】弁を備える図７のバイアルアダプタの組み立てられた状態の斜視図である。
【図２７Ａ】ボール逆止弁を備える、反転されたバイアルアダプタの一部の部分断面図で
ある。
【図２７Ｂ】図２７Ａのボール逆止弁の拡大断面図である。
【図２７Ｃ】図２７Ａのボール逆止弁の斜視断面図である。
【図２８】ボール逆止弁を備える、別のバイアルアダプタの一部の部分断面図である。
【図２９】ドーム形弁の拡大断面図である。
【図３０Ａ】シャワーヘッドドーム形弁の拡大断面図である。
【図３０Ｂ】図３０Ａの線Ｂ－Ｂで切り取ったシャワーヘッドドーム形弁の立面図である
。
【図３１Ａ】フラップ逆止弁の拡大断面図である。
【図３１Ｂ】図３１Ａのフラップ逆止弁の斜視断面図である。
【図３２】アダプタの穿孔部材内のボール逆止弁の拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
　本明細書には特定の実施形態および例が開示されているが、本発明の発明対象は、具体
的に開示された実施形態における例を超えて、他の代替的実施形態および／または用途、
ならびにその修正形態および等価物に拡大適用される。そこで、付属の請求項の範囲は、
以下に説明されている特定の実施形態のどれにも制限されない。例えば、本明細書で開示
されている方法またはプロセスにおいて、この方法またはプロセスの作動または動作は、
好適な順序で実行されるものとしてよく、必ずしも特定の開示されている順序に制限され
ない。さまざまな動作は、次いでいくつかの実施形態の理解に役立ちうる形で、複数の離
散的な動作として記述することができるが、記述の順序は、これらの動作が順序に依存す
ることを意味すると解釈すべきでない。それに加えて、本明細書で説明されている構造、
システム、および／またはデバイスは、一体型コンポーネントとして、または個別のコン
ポーネントとして具現化されうる。さまざまな実施形態を比較することを目的として、こ
れらの実施形態のいくつかの態様および利点が説明される。必ずしもそのようなすべての
態様または利点が特定の実施形態によって達成されるとは限らない。したがって、例えば
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、さまざまな実施形態は、本明細書でも教示または示唆されうるような他の態様または利
点を必ずしも達成することなく本明細書で教示されているような１つの利点または複数の
利点の群を達成または最適化する形で実施されうる。
【００６１】
　いくつかの実施形態を示している図面は、半線図的であり、正確な縮尺で記載されてい
ない。特に、寸法のいくつかはわかりやすくするためのものであり、図面中で大きく誇張
されて示されている。
【００６２】
　説明を目的として、本明細書で使用されている「水平」という用語は、その向きに関係
なく、説明されているデバイスが使用されるか、または説明されている方法が実行される
領域の床の平面または表面に対して平行な平面として定義される。「床」という用語は、
「地面」という用語と交換することができる。「垂直」という用語は、上述に定義された
ばかりの水平に対して直角の方向を指す。「より上」、「より下」、「底」、「頂」、「
側」、「より高い」、「下側」、「上側」、「真上」、および「真下」などの表現は、水
平な平面に関して定義される。
【００６３】
　多数の薬剤および他の治療流体は、さまざまな形状およびサイズの薬剤バイアルまたは
他の容器内に貯蔵されて分配される。これらのバイアルは、貯蔵されている流体の汚染ま
たは漏出を防ぐため気密封止されている。封止されたバイアルの内側と、流体が後から取
り除かれる特定の大気圧との間の圧力差は、さまざまな問題を引き起こすことが多く、ま
た潜在的に有害な蒸気の放出にもつながる。
【００６４】
　例えば、バイアルの隔膜を通してバイアルアダプタの穿孔部材を導入すると、バイアル
内の圧力が上昇する可能性がある。この圧力上昇は、流体がバイアルから隔膜と穿孔部材
の接合面またはアダプタと注射器などの医療デバイスの取り付け接合面のところで漏出す
る事態を引き起こしうる。また、空の注射器、または医療器具を使用して封止されたバイ
アルから正確な量の流体を引き出すことが困難な場合があるが、それは、注射器プランジ
ャが外されると流体が自然に付勢されてバイアル内に戻ることがあるからである。さらに
、注射器がバイアルから結合を外されたときに、圧力差によって一定量の流体が注射器ま
たはバイアルから吹き出すことも多い。
【００６５】
　さらに、いくつかの場合において、流体をバイアル内に導入すると、バイアル内の圧力
が高まりうる。例えば、いくつかの場合において、溶媒（無菌食塩水など）をバイアル内
に導入して、例えば、バイアル内の凍結乾燥された医薬品を戻すことが望ましい場合があ
る。このように流体をバイアル内に導入すると、バイアル内の圧力が周囲環境の圧力より
高くなることがあり、その結果、流体がバイアルから隔膜と穿孔部材の接合面またはアダ
プタと注射器などの医療デバイスの取り付け接合面のところで漏出する可能性がある。さ
らに、バイアル内の圧力が増大すると、注射器、または他の医療器具を使って、正確な量
の流体をバイアル内に導入することが困難になる可能性がある。また、バイアルの内側の
圧力が周囲圧力（例えば、大気圧）より大きいときに注射器がバイアルから外された場合
、圧力勾配によって流体の一部がバイアルから吹き出すことがある。
【００６６】
　それに加えて、多くの場合において、流体がバイアルから引き出されるときに気泡が注
射器内に引き込まれる。そのような気泡は、患者に注射される場合に結果としてこれらが
塞栓を引き起こす可能性があるため一般的に望ましくない。バイアルから取り外した後に
注射器から気泡を取り除くため、医療専門家は、多くの場合、注射器を軽く振って、すべ
ての気泡を注射器の開口部の近くに集め、その後、気泡を押し出す。そうする際に、少量
の液体が、通常は、注射器から追い出されるということにもなる。医療関係者は、一般的
に、気泡および流体を追い出す前に注射器をバイアルと再結合する特別な処置を実施しな
い。いくつかの場合において、これは、法律と規制法によって禁止すらされていることも
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ある。このような法律および規制法は、いくつかの場合においてバイアルの外側の所定位
置で引き込みすぎた流体を追い出すことを義務付けている場合もある。さらに、バイアル
内に余分な空気または流体を再挿入しようとした場合に、圧力差がときには引き込まれた
流体の不正確な測定を生じさせることがある。
【００６７】
　圧力差によって引き起こされるこれらの問題を解消するために、医療専門家は、頻繁に
、バイアルから引き込むことを意図している流体の体積に対応する正確な体積の外気を空
の注射器に事前に充填する。次いで、医療専門家は、バイアルを穿孔し、この外気をバイ
アル内に追い込み、バイアル内の圧力を一時的に高める。所望の体積の流体が後に引き出
されるときに、注射器の内側とバイアルの内側との間の圧力差は、一般的に平衡状態に近
い。次いで、注射器内の流体体積をわずかに調整することで、バイアルと注射器との間の
実証可能な圧力差を結果としてもたらすことなく気泡を取り除くことができる。しかし、
このアプローチには、特に病院環境においては、外気がさまざまな空気中に浮遊するウイ
ルス、細菌、ほこり、胞子、かび、および他の不衛生で有害な汚染物質を収容しうるとい
う著しい不利点がある。注射器内の事前充填された外気は、これらの有害な物質の１つま
たは複数を含んでいる可能性があり、その後、バイアル内の薬剤または他の治療流体と混
じり合う可能性がある。この汚染された流体が、患者の血流中に直接注入された場合、空
気中に浮遊する病原菌が、これら空気中に浮遊する病原菌に対する身体の自然防御機構の
多くを避けてしまうので特に危険でありうる。さらに、薬剤および他の治療流体を必要と
する患者は、感染と戦う能力の低下を被っている可能性が高い。
【００６８】
　腫瘍薬およびいくつかの他の薬物の絡みで、前記の問題のすべてが特に重大なものとな
りうる。このような薬物は、患者の血流中に注入されたときに有益ではあるけれども、吸
入するか、または触れた場合に極端に有害なものとなる可能性がある。したがって、この
ような薬物は、圧力差によってバイアルから不意に吹き出ることを許した場合に危険であ
りうる。さらに、これらの薬物は、多くの場合、揮発性であり、外気に曝されたときに瞬
時にエアロゾル化する可能性がある。したがって、たとえ制御されながらであっても注射
器から気泡または過剰な流体を取り除くために少量のそのような薬物を追い出すことは、
一般的に、特にそのような動作を日に何回も繰り返すことのある医療従事者にとって実現
可能な選択肢ではない。
【００６９】
　いくつかのデバイスでは、硬質エンクロージャを使用して、容器内の圧力を調節する作
業を補助するための容積変化コンポーネントまたは領域のすべてもしくは一部を囲む。こ
のようなエンクロージャは剛性を付与しうるけれども、一般的には、デバイスをかさばり
、バランスの悪いものにする。このようなデバイスをバイアルと結合すると、一般的に、
頂部が重い不安定なシステムができあがり、転倒し、場合によっては、デバイスおよび／
またはバイアルの内容物をこぼしてしまいがちである。
【００７０】
　実際、このような結合デバイスのいくつかは、片持ち梁状であるか、またはデバイスの
軸上の中心から一定距離のところに他の何らかの形で配設される、比較的大きく、および
／または重い、硬質コンポーネントを備え、そのため、デバイスが転倒する傾向を悪化さ
せる。
【００７１】
　それに加えて、このような硬質エンクロージャは、デバイスのサイズを増大させること
があり、それにより、デバイスを形成するために材料を増やす必要が生じ、またデバイス
の製造、輸送、および／または保管に関わるコストも他の何らかの形で増加しうる。さら
に、そのような硬質エンクロージャは、調節流体をバイアルに送出するためにデバイスが
拡張または縮小する能力をも妨げてしまう場合がある。本明細書で開示されているいかな
る機能、構造、またはステップも本質的でなく、また不可欠でもない。
【００７２】
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　図１は、アクセス機構２０および調節器３０と結合されうる、薬剤バイアルなどの、容
器１０の概略図である。いくつかの配置構成では、調節器３０は、容器１０内の圧力の著
しい変化を引き起こすことなくアクセス機構２０を介して容器１０の内容物の一部または
全部を取り出すことを可能にする。
【００７３】
　一般に、容器１０は、無菌環境において容器１０の内容物を保存するために気密封止さ
れる。容器１０は、封止後に、空気を抜かれるか、または加圧されうる。いくつかの場合
において、容器１０は、薬物または他の医療流体などの、液体を部分的に、または完全に
充填される。このような場合、１つまたは複数の種類のガスも容器１０内に封止されうる
。いくつかの場合において、凍結乾燥医薬品などの、固体または粉末状物質が、容器１０
内に配設される。
【００７４】
　アクセス機構２０は一般的に、内容物が取り除かれるか、または追加されうるように容
器１０の内容物へのアクセス手段を提供するものである。いくつかの配置構成では、アク
セス機構２０は、容器１０の内側と外側との間に開口部を備える。アクセス機構２０は、
容器１０の内側と外側との間に通路をさらに備えることができる。いくつかの構成では、
アクセス機構２０の通路は、選択的に開閉することができる。いくつかの配置構成では、
アクセス機構２０は、容器１０の表面を貫通する導管を備える。アクセス機構２０は、封
止の前に容器１０と一体形成されるか、または容器１０が封止された後に容器１０に導入
されてもよい。
【００７５】
　いくつかの構成では、アクセス機構２０は、矢印２１によって示されているように、容
器１０と流体的に連通している。これらの構成のうちのいくつかにおいて、容器１０の内
側の圧力が、周囲環境の圧力から変化した場合、アクセス機構２０を容器１０に導入する
とアクセス機構２０を通じて伝達が生じる。例えば、いくつかの配置構成では、容器１０
を囲む環境の圧力は容器１０内の圧力を超え、これにより、アクセス機構２０を容器中に
挿入した後に外気が環境からアクセス機構２０を通って流入しうる。他の配置構成では、
容器１０の内側の圧力が、周囲環境の圧力を超え、これにより容器１０の内容物はアクセ
ス機構２０を通って流出する。
【００７６】
　いくつかの構成では、アクセス機構２０は交換デバイス４０と結合される。いくつかの
場合において、アクセス機構２０および交換デバイス４０は分離可能である。いくつかの
場合において、アクセス機構２０および交換デバイス４０は一体形成される。交換デバイ
ス４０は、アクセス機構２０を介して容器１０から流体および／またはガスを受け入れる
か、アクセス機構２０を介して容器１０に流体および／またはガスを導入するか、または
これら２つの操作の何らかの組み合わせを実行するように構成される。いくつかの配置構
成では、交換デバイス４０は、矢印２４によって示されているように、アクセス機構２０
と流体的に連通している。いくつかの構成において、交換デバイス４０は、注射器などの
医療器具を備える。
【００７７】
　いくつかの場合において、交換デバイス４０は、アクセス機構２０を介して容器１０の
内容物の一部または全部を取り出すように構成される。いくつかの配置構成では、交換デ
バイス４０は、容器１０の内側と周囲環境との間に圧力差があること、または圧力差がな
いことに関係なく内容物を取り出すことができる。例えば、容器１０の外側の圧力が容器
１０内の圧力を超える場合、注射器を備える交換デバイス４０は、注射器からプランジャ
を抜き取る十分な力が加えられた場合に容器１０の内容物を取り出すことができる。交換
デバイス４０は、容器１０の内側と周囲環境との間の圧力差に関係なく容器１０に流体お
よび／またはガスを同様に導入することができる。
【００７８】
　いくつかの構成において、調節器３０は容器１０に結合されている。調節器３０は一般
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的に、容器１０内の圧力を調節する。本明細書で使用されているように、「調節する」と
いう語、またはその派生語は、普通の意味で使用される広義語であり、別に断りのない限
り、能動的な、肯定的な、もしくはポジティブな動作、または変化をもたらす傾向を有す
る受動的な、反応する、応答する、適応する、または補償する任意の動作を含む。いくつ
かの場合において、調節器３０は、容器１０の内側と周囲環境との間で、圧力差、または
平衡状態を実質的に維持する。本明細書で使用されているように、「維持する」という語
、またはその派生語は、普通の意味で使用される広義語であり、状況において適切である
限り小さな、ある程度の変化を許容して一定期間、元の状態を保持する傾向を含む。いく
つかの場合において、調節器３０は、容器１０内で実質的に一定の圧力を維持する。いく
つかの場合において、容器１０内の圧力の変化は、約１ｐｓｉ以下、約２ｐｓｉ以下、約
３ｐｓｉ以下、約４ｐｓｉ以下、または約５ｐｓｉ以下である。さらなる例において、調
節器３０は、容器１０の内容物にかかる圧力を均等にする。本明細書で使用されているよ
うに、「均等にする」という語、またはその派生語は、普通の意味で使用される広義語で
あり、状況において適切である限り小さな、ある程度の変化を許容して量を同じにするか
、または同じ量に近づける傾向を含む。いくつかの構成において、調節器３０は、容器１
０の内側と、容器１０を囲む環境または交換デバイス４０内の環境などの、他の何らかの
環境との間の圧力差を均等にすることを可能にするか、または均等にすることを促すよう
に容器１０に結合される。いくつかの配置構成では、単一のデバイスは、調節器３０およ
びアクセス機構２０を備える。他の配置構成では、調節器３０およびアクセス機構２０は
個別ユニットである。
【００７９】
　調節器３０は、一般的に、矢印３１によって示されているように容器１０と、さらに別
の矢印３５によって示されているように貯蔵槽５０と、流体的に連通している。いくつか
の構成では、貯蔵槽５０は、容器１０を囲む環境の少なくとも一部を含む。いくつかの構
成において、貯蔵槽５０は、容器、キャニスター、袋、または調節器３０専用の他のホル
ダーを備える。本明細書で使用されているように、「袋」という語、またはその派生語は
、普通の意味で使用される広義語であり、例えば、可撓性の、柔軟な、曲げやすい、弾力
性のある、伸縮性のある、および／または膨脹性の材料を含む構造を備える、サック、バ
ルーン、ブラダー、レセプタクル、エンクロージャ、ダイアフラム、または拡張および／
または縮小可能な膜を含む。いくつかの実施形態では、貯蔵槽５０には、気体および／ま
たは液体が入る。本明細書で使用されているように、「可撓性」という語、またはその派
生語は、普通の意味で使用される広義語であり、例えば、流体が（例えば、アクセス機構
２０を介して）容器１０に流れ込むか、または流れ出すときに、コンポーネントが曲がる
か、拡張するか、収縮するか、折り畳まれるか、展開されるか、または他の何らかの形で
実質的に変形または形状を変える能力を表現する。また、本明細書で使用されているよう
に、「硬質」という語、またはその派生語は、普通の意味で使用される広義語であり、例
えば、流体が（例えば、アクセス機構２０を介して）容器１０に流れ込むか、または流れ
出すときに、コンポーネントが一般的に通常の使用で実質的変形を回避する能力を記述す
る。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、調節器３０は、容器１０と貯蔵槽５０との間に流体的連通を
もたらす。そのような実施形態のうちのいくつかにおいて、貯蔵槽５０内の流体は、容器
１０の液体内容物を感知できるほどに希釈することのないように主にガスを含む。いくつ
かの配置構成では、調節器３０は、容器１０に入るガスまたは液体を精製するか、または
汚染物質を除去するためのフィルターを備え、これにより、容器１０の内容物を汚染する
危険性を低減する。いくつかの配置構成では、フィルターを、空気は容器１０に入ること
ができるが、流体はそこから漏出できないように疎水性とする。いくつかの構成では、調
節器３０は、容器１０とフィルターとの間の流体的連通を選択的に抑制する向きで作動す
るか、またはその向きに敏感な逆止弁を備える。いくつかの構成では、調節器３０は逆止
弁を備え、調節器３０が調節器３０より上に（例えば、調節器３０からよりも床から遠く
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に）保持されるように配向されたときに、弁および／または容器１０が容器１０とフィル
ターとの間の流体的連通を選択的に抑制する。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、調節器３０は、容器１０と貯蔵槽５０との間の流体的連通を
妨げる。そのような実施形態のうちのいくつかにおいて、調節器３０は、容器１０と貯蔵
槽５０との間のインターフェースとして働く。いくつかの配置構成では、調節器３０は、
ガスおよび／または液体が容器１０内に流入すること、またはガスおよび／または液体が
容器１０から流出することに対応できる実質的に不透過性の袋を備える。
【００８２】
　図２に概略が例示されているように、いくつかの実施形態では、アクセス機構２０、ま
たはその所定部分は容器１０内に配置される。上で詳しく説明されているように、アクセ
ス機構２０は、容器１０と一体形成されうるか、または容器１０から分離していてもよい
。いくつかの実施形態では、調節器３０、またはその所定部分は容器１０の外側に配置さ
れる。いくつかの配置構成では、調節器３０は、容器１０と一体形成される。容器１０内
に全体的に、もしくは部分的に入れられるか、または容器１０の外側に置いたアクセス機
構２０、またはその一部、および／または容器１０内に全体的に、もしくは部分的に入れ
られるか、または容器１０の外側に置いた調節器３０、またはその一部の、任意の組み合
わせを有することが可能である。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、アクセス機構２０は容器１０と流体的に連通している。さら
なる実施形態において、アクセス機構２０は、矢印２４によって示されているように、交
換デバイス４０と流体的に連通している。
【００８４】
　調節器３０は、容器１０と流体的に、または非流体的に連通することができる。いくつ
かの実施形態では、調節器３０は全体的に容器１０の外側に配置される。そのような実施
形態のうちのいくつかにおいて、調節器３０は、容器１０内の実質的に一定の圧力を維持
するために、容器１０の外部で拡張または縮小するように構成された閉じられた袋を備え
る。いくつかの実施形態では、調節器３０は、矢印３５によって示されているように、貯
蔵槽５０に流体的または非流体的のいずれかで連通している。
【００８５】
　図２Ａに概略が例示されているように、いくつかの実施形態では、アクセス機構２０、
またはその所定部分は容器１０内に配置されうる。いくつかの実施形態では、アクセス機
構２０、またはその所定部分は容器１０の外側に配置されうる。いくつかの実施形態では
、弁２５、またはその所定部分は容器１０の外側に配置されうる。いくつかの実施形態で
は、弁２５、またはその所定部分は、容器１０内に配置されうる。いくつかの実施形態で
は、調節器３０は全体的に容器１０の外側に配置される。いくつかの実施形態では、調節
器３０、またはその所定部分は容器１０内に配置されうる。容器１０内に全体的に、もし
くは部分的に入れられるか、または容器１０の外側に置いたアクセス機構２０、またはそ
の一部、および／または容器１０内に全体的に、もしくは部分的に入れられるか、または
容器１０の外側に置いた弁２５、またはその一部の、任意の組み合わせを有することが可
能である。容器１０内に全体的に、もしくは部分的に入れられるか、または容器１０の外
側に置いたアクセス機構２０、またはその一部、および／または容器１０内に全体的に、
もしくは部分的に入れられるか、または容器１０の外側に置いた調節器３０、またはその
一部の、任意の組み合わせを有することも可能である。
【００８６】
　アクセス機構２０は、矢印２１によって示されているように、容器１０と流体的に連通
しうる。いくつかの実施形態では、アクセス機構２０は、矢印２４によって示されている
ように、交換デバイス４０と流体的に連通しうる。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、調節器３０は、矢印３２によって示されているように、弁２
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５と流体的または非流体的に連通しているものとしてよい。いくつかの実施形態では、弁
２５は、容器１０と一体形成されうるか、または容器１０から分離していてもよい。いく
つかの実施形態では、弁２５は、調節器３０と一体形成されうるか、または調節器３０か
ら分離していてもよい。いくつかの実施形態では、弁２５は、矢印３３によって示されて
いるように、容器１０と流体的または非流体的に連通していてよい。
【００８８】
　いくつかの実施形態では、調節器３０は、矢印３５Ａによって示されているように、周
辺環境と流体的または非流体的に連通していてよい。いくつかの実施形態では、調節器３
０は、矢印３５Ｂによって示されているように、貯蔵槽５０と流体的または非流体的に連
通しているものとしてよい。いくつかの実施形態では、貯蔵槽５０は、袋または他の可撓
性エンクロージャを備えることができる。いくつかの実施形態では、貯蔵槽５０は、可撓
性エンクロージャを囲む硬質容器を備える。いくつかの実施形態では、貯蔵槽５０は、部
分的に硬質であるエンクロージャを備える。
【００８９】
　いくつかの構成によれば、調節器３０はフィルターを備えることができる。いくつかの
実施形態では、フィルターが、弁２５と貯蔵槽５０または周辺環境との間に液体および／
または汚染物質が通過するのを選択的に抑制することができる。いくつかの実施形態では
、フィルターは、貯蔵槽５０または周辺環境と弁２５の間に液体および／または汚染物質
が通過するのを選択的に抑制することができる。
【００９０】
　いくつかの実施形態では、弁２５は一方向逆止弁であってよい。いくつかの実施形態で
は、弁２５は二方向逆止弁であってよい。いくつかの構成によれば、弁２５は、フィルタ
ーおよび／または貯蔵槽５０と容器１０との間の液体による連通を選択的に抑制すること
ができる。いくつかの実施形態では、弁２５は、容器１０が交換デバイス４０より上に配
向されているときに、容器１０とフィルターおよび／または貯蔵槽５０との間の液体によ
る連通を選択的に抑制することができる。図３は、バイアル１１０、アクセス機構１２０
、および調節器１３０を備えるシステム１００の一実施形態を例示している。バイアル１
１０は、本体部１１２およびキャップ１１４を備える。例示されている実施形態では、バ
イアル１１０は、医療流体１１６および比較的少ない量の殺菌された空気１１８を収容す
る。いくつかの配置構成では、流体１１６は、キャップ１１４が下を向いている状態でバ
イアル１１０が配向された（例えば、キャップ１１４が流体と床との間にある）ときに、
バイアル１１０から取り出される。アクセス機構１２０は、プランジャ１４４を有する標
準的な注射器１４２などの交換デバイス１４０の一端に流体的に接続された導管１２２を
備える。導管１２２は、キャップ１１４を貫通して流体１１６中に入る。調節器１３０は
、袋１３２および導管１３４を備える。袋１３２および導管１３４は、一定量の浄化され
た、および／または殺菌された空気が入っている貯蔵槽１５０と流体的に連通している。
袋１３２の外側表面は、システム１００と交換デバイス１４０との両方を囲む外気と一般
的に接触している。袋１３２は、流体１１６、バイアル１１０の内側の空気１１８、およ
び貯蔵槽１５０が外気と接触しないように実質的に不透過性の材料を含む。
【００９１】
　例示されている実施形態では、バイアル１１０の外側の領域には大気圧がかかっている
。したがって、注射器プランジャ１４４上の圧力は、袋１３２の内側にかかる圧力に等し
く、システム１００は、一般的な平衡状態にある。プランジャ１４４は、注射器１４２の
一部に流体１１６を充填するために引き出されうる。フランジ１４４を引き出すと、バイ
アル１１０の有効容積が増大し、これにより、バイアル１１０内の圧力が減少する。バイ
アル１１０内でこのように圧力が減少すると、バイアル１１０と注射器１４２との間の圧
力の差が増大し、これにより、流体１１６が注射器１４２内に流れ込み、貯蔵槽１５０内
の流体はバイアル１１０内に流れ込む。それに加えて、バイアル１１０内の圧力が減少す
ると、袋１３２の外側と内側との間の圧力の差が増大し、これにより、袋１３２は内部容
積を減らすか、または収縮し、次いで、一定量の調節流体が導管１３４に通され、バイア
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ル１１０内に入り込む。実際、袋１３２は、バイアル１１０の外側で収縮してバイアル１
１０から引き出される流体１１６の体積を補償する新しい体積に達する。このように、プ
ランジャ１４４がバイアル１１０からの引き出しを停止すると、システムは再び平衡状態
になる。システム１００が平衡に近い状態で動作すると、流体１１６の引き出しが行いや
すくなる。さらに、システム１００が平衡状態にあるため、プランジャ１４４は、それが
引き出された位置に留まり、それにより、バイアル１１０から正確な量の流体１１６を取
り出すことができる。
【００９２】
　いくつかの配置構成では、袋１３２の減少した容積は、バイアル１１０から取り出され
た液体の体積にほぼ等しい。いくつかの配置構成では、より大量の流体がバイアル１１０
から引き出されるにつれ袋１３２の容積が減少する速度が遅くなり、バイアル１１０から
引き出される流体の体積が袋１３２の減少する容積より大きくなる。
【００９３】
　いくつかの配置構成では、袋１３２は、実質的におよび／または完全に萎ませることが
でき、したがって、袋１３２の内側の容積は実質的になくなる。いくつかの場合において
、袋１３２がこのように萎むと、実際に、袋１３２の内側とバイアル１１０の内側との間
に圧力の差が生じる。例えば、袋１３２を萎ませたときにバイアル１１０の内側に真空（
外気に対して）が生じうる。いくつかの場合において、袋３１２がこのように萎むと、袋
１３２が一般的に弾力的でないときなどでは、袋１３２の内側とバイアル１１０の内側と
の間に圧力差を発生する傾向を有する復元力が実質的に発生しない。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、注射器１４２は、流体内容物１４３を備える。流体内容物１
４３の一部は、プランジャ１４４を（例えば、バイアルの方へ）押圧することによってバ
イアル１１０内に導入することができ、これはいくつかの場合において望ましいと思われ
る。例えば、いくつかの場合において、溶媒および／または配合流体をバイアル１１０内
に導入することが望ましい。いくつかの場合において、望んでいる以上の流体１１６が、
最初に、不注意で引き出されることもありうる。いくつかの場合において、バイアル１１
０内にある空気１１８の一部が最初に引き出され、注射器１４２内に望ましくない気泡を
生じさせることもありうる。したがって、引き出される流体１１６および／または空気１
１８の一部をバイアル１１０内に戻すことが望ましい場合がある。
【００９５】
　プランジャ１４４を押圧すると、注射器の流体内容物１４３がバイアル１１０内に流れ
込み、これにより、バイアル１１０の有効容積が減少し、これにより、バイアル１１０内
の圧力が増大する。バイアル１１０内の圧力が増大すると、袋１３２の外側と内側との間
の圧力の差が増大し、これにより、空気１１８が袋１３２内に流れ込み、次いで、袋１３
２が拡張する。実際、袋１３２は、バイアル１１０内に導入された注射器１４２の内容物
１４３の体積を補償する新しい体積まで拡張または増大する。したがって、プランジャ１
４４の押圧が停止すると、システムは再び平衡状態になる。システム１００が平衡に近い
状態で動作すると、内容物１４３の導入が行いやすくなる。さらに、システム１００が平
衡状態にあるため、プランジャ１４４は、一般的に、それが押圧された位置に留まり、そ
れにより、注射器１４２の正確な量の内容物１４３をバイアル１１０内に導入することが
できる。
【００９６】
　いくつかの配置構成では、袋１３２の増大した容積は、バイアル１１０から取り出され
た空気１１８の体積にほぼ等しい。いくつかの配置構成では、より大量の内容物１４３が
バイアル１１０内に導入されるにつれ袋１３２の容積が増大する速度が遅くなり、バイア
ル１１０内に導入される内容物１４３の体積が袋１３２の増大する容積より大きくなる。
【００９７】
　いくつかの配置構成では、袋１３２は引き伸ばされて、静止容積を超えて拡張しうる。
いくつかの場合において、この伸長により復元力が発生し、実際に袋１３２の内側とバイ
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アル１１０の内側との間に圧力の差が生じる。例えば、袋１３２を引き伸ばしたときにバ
イアル１１０の内側にわずかな過圧（外気に対して）が生じうる。
【００９８】
　図４は、バイアル２１０と結合するためのバイアルアダプタ２００の一実施形態を例示
している。バイアル２１０は、医療流体を貯蔵するのに適した容器を備えることができる
。いくつかの場合において、バイアル２１０は、イリノイ州アボットパーク所在のＡｂｂ
ｏｔｔ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ社によって生産されているような、当技術分野で知ら
れている多くの標準的な医療用バイアルのうちのいずれかを備える。いくつかの実施形態
では、バイアル２１０は気密封止することができる。いくつかの構成では、バイアル２１
０は、本体部２１２およびキャップ２１４を備える。本体部２１２は、好ましくは、プラ
スチックまたはガラスなどの、硬質の実質的に不透過性の材料を含む。いくつかの実施形
態では、キャップ２１４は、隔膜２１６およびケーシング２１８を備える。隔膜２１６は
、物品によって穴があいたときに、その物品の周りに実質的に気密シールを形成するよう
に変形することができるエラストマー材料を備えることができる。例えば、いくつかの場
合において、隔膜２１６は、シリコーンゴムまたはブチルゴムを含む。ケーシング２１８
は、バイアル２１０を封止するのに適した材料を含むことができる。いくつかの場合にお
いて、ケーシング２１８は、隔膜２１６とバイアル２１０との間に実質的に気密シールを
形成するために、隔膜２１６および本体部２１２の一部の周りに圧着される金属を含む。
いくつかの実施形態では、キャップ２１４は、本体部２１２の頂部から外向きに延在する
隆起部２１９を形成する。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、アダプタ２００は、軸上の中心線Ａと、近位端２２１（図５
を参照）および遠位端２２３を有する穿孔部材２２０を備える。本明細書で使用されてい
るように、「近位」という語、またはその派生語は、穿孔部材２２０がバイアル２１０内
に挿入されたときにキャップ２１４に向かう穿孔部材２２０の軸方向長さにそった方向を
指し、「遠位」という語、またはその派生語は、反対方向を示す。いくつかの構成では、
穿孔部材２２０は、シース２２２を備える。シース２２２は、図示されているように、実
質的に円筒形であるか、または他の幾何学的構成形状をとりうる。いくつかの場合におい
て、シース２２２は、遠位端２２３の方へテーパーが付いている。いくつかの配置構成で
は、遠位端２２３は、軸上の中心線Ａまたはそこからのオフセットに対してセンタリング
される点を形成する。いくつかの実施形態では、遠位端２２３は、シース２２２の一方の
側から他方の側へ角度を付けられている。シース２２２は、隔膜２１６を通じて挿入する
のに適した、金属またはプラスチックなどの硬質材料を含みうる。いくつかの実施形態で
は、シース２２２はポリカーボネートプラスチックを含む。
【０１００】
　いくつかの構成では、穿孔部材２２０は先端部２２４を備える。先端部２２４は、さま
ざまな形状および構成を有するものとしてよい。いくつかの場合において、先端部２２４
は、挿入軸を介して隔膜２１６を通るシース２２２の挿入を円滑にするように構成される
。いくつかの実施形態では、挿入軸は、アダプタ２００をバイアル２１０と結合するとき
にアダプタ２００をバイアル２１０と結合するために必要な力が適用される方向に対応す
る。挿入軸は、キャップ２１４が置かれる平面に対して実質的に垂直であるものとしてよ
い。いくつかの実施形態では、図４に例示されているように、挿入軸は、アダプタ２００
の軸上の中心線Ａに実質的に平行である。さらに、いくつかの実施形態では、挿入軸は、
穿孔部材２２０に対して実質的に平行である。図示されているように、先端部２２４、ま
たはその一部は、穿孔部材２２０の軸上の中心点、またはその近傍に達する実質的に円錐
形であってよい。いくつかの構成では、先端部２２４は、穿孔部材２２０の一方の側から
他方の側へ角度を付けられている。いくつかの場合では、先端部２２４は、シース２２２
から分離可能である。他の場合において、先端部２２４およびシース２２２は、永久的に
連結され、一体形成されうる。さまざまな実施形態において、先端部２２４は、アクリル
プラスチック、ＡＢＳプラスチック、またはポリカーボネートプラスチックを含む。
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【０１０１】
　いくつかの実施形態では、アダプタ２００は、キャップコネクタ２３０を備える。図示
されているように、キャップコネクタ２３０は、キャップ２１４の形状に実質的に適合す
るものとしてよい。いくつかの構成において、キャップコネクタ２３０は、わずかな変形
の後に実質的にその形状を維持する、プラスチックまたは金属などの硬質材料を含む。い
くつかの実施形態では、キャップコネクタ２３０は、ポリカーボネートプラスチックを含
む。いくつかの配置構成では、キャップコネクタ２３０は、隆起部２１９にスナップ式に
被さりキャップ２１４ときつく係合するように構成されたスリーブ２３５を備える。以下
でより十分に説明されているように、いくつかの場合において、キャップコネクタ２３０
は、キャップ２１４と実質的に気密シールを形成するための材料をスリーブ２３５の内側
表面の周りに備える。キャップ２３０は、当業者に知られているような接着テープである
か、または接着テープを含むものとしてよい。いくつかの実施形態では、キャップコネク
タ２３０は、隆起部２１９の上で伸長してキャップ２１４の周りにシールを形成する弾性
材料を含む。いくつかの実施形態では、キャップコネクタ２３０は、図６および図７に示
されている構造に類似しているか、または同一であり、これは、参照により本明細書に組
み込まれ、本明細書の一部とされた特許文献１の明細書において説明されている。
【０１０２】
　いくつかの実施形態では、アダプタ２００は、医療用コネクタ２４１、別の医療デバイ
ス（図示せず）、またはバイアル２１０から流体を抽出するか、またはバイアル２１０に
流体を注入する際に使用される別の他の器具とアダプタ２００とを結合するためのコネク
タインターフェース２４０を備える。いくつかの実施形態では、コネクタインターフェー
ス２４０は、流体が流れる際に通ることができるアクセス流路２４５の近位部分を形成す
る側壁２４８を備える。いくつかの場合において、アクセス流路２４５は、キャップコネ
クタ２３０を貫通し、またコネクタインターフェース２４０が穿孔部材２２０と流体的に
連通するように穿孔部材２２０の一部を貫通する。側壁２４８は、医療用コネクタ２４１
、医療デバイス、または別の器具と結合するのに適した構成をとることができる。例示さ
れている実施形態では、側壁２４８は実質的に円筒形であり、一般的にキャップコネクタ
２３０から近位に延在する。
【０１０３】
　いくつかの構成において、コネクタインターフェース２４０は、アダプタ２００を医療
用コネクタ２４１、医療デバイス、または別の器具と結合するのを補助するためのフラン
ジ２４７を備える。フランジ２４７は、医療デバイスをフランジ２４７から取り外した後
に封止することができるコネクタを備える、好適な医療用コネクタ２４１を受け付けるよ
うに構成されうる。いくつかの場合において、フランジ２４７は、カリフォルニア州サン
クレメンテ所在のＩＣＵ　Ｍｅｄｉｃａｌ，　Ｉｎｃ．社から入手可能な、Ｃｌａｖｅ（
登録商標）コネクタを受け付けるサイズおよび構成を有する。Ｃｌａｖｅ（登録商標）の
いくつかの特徴は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれている特許文献１に
開示されている。他の無針コネクタを含む、他の多くの変更形態のコネクタも使用するこ
とができる。コネクタ２４１は、コネクタインターフェース２４０に永久的に、または分
離可能に取り付けられうる。他の配置構成では、フランジ２４７は、ネジが切られている
か、またはルアーコネクタを受け付けるように構成されているか、または注射器などの医
療デバイス、もしくは他の器具に直接取り付けられる他の何らかの形状を有する。
【０１０４】
　いくつかの実施形態では、コネクタインターフェース２４０は、一般的にその中心をア
ダプタ２００の軸上の中心に合わせる。このような構成は、バイアル２１０と結合された
アダプタ２００を備えるシステムに垂直方向の安定性をもたらし、これにより、結合され
たシステムは転倒する可能性が低くなる。したがって、アダプタ２００は、アダプタ２０
０もしくはバイアル２１０が不注意でぶつかったり、倒れたりすることが原因で生じる供
給物の漏出、またはこぼれ、または解体を引き起こす可能性が低い。
【０１０５】



(28) JP 6541349 B2 2019.7.10

10

20

30

40

50

　いくつかの実施形態では、穿孔部材２２０、キャップコネクタ２３０、およびコネクタ
インターフェース２４０は、ポリカーボネートプラスチックなどの材料の単一個片から一
体形成される。他の実施形態では、穿孔部材２２０、キャップコネクタ２３０、およびコ
ネクタインターフェース２４０の１つまたは複数は、分離した個片を備える。分離した個
片は、接着剤、エポキシ、超音波溶接などによる、好適な方法で連結されうる。連結され
た個片の間の接続は、個片の間の実質的に気密にする固着部を形成することができる。い
くつかの配置構成では、穿孔部材２２０、キャップコネクタ２３０、またはコネクタイン
ターフェース２４０のどれかが、複数の個片を備えることができる。穿孔部材２２０、キ
ャップコネクタ２３０、およびコネクタインターフェース２４０のいくつかの実施形態の
詳細および例は、それぞれの全体が参照により本明細書に組み込まれている、特許文献２
および特許文献３に提示されている。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、アダプタ２００は、コネクタインターフェース２４０および
／またはキャップコネクタ２３０を貫通し、ならびに穿孔部材２２０（例えば、図５を参
照）を貫通する、調節器流路２２５を備える。例示されている実施形態では、調節器流路
２２５は、コネクタインターフェース２４０から半径方向外向きに延在するルーメン２２
６を通過する。いくつかの実施形態では、流路２２５は、キャップコネクタ２３０の一部
として形成される。いくつかの実施形態では、調節器流路２２５は、調節器開口２２８内
に終端する。
【０１０７】
　いくつかの実施形態では、アダプタ２００は、調節器アセンブリ２５０を備える。いく
つかの実施形態では、調節器アセンブリ２５０は、結合部２５２を備える。結合部２５２
は、調節器アセンブリ２５０をアダプタ２００の残り部分と接続するように構成されうる
。例えば、結合部２５２は、実質的な気密係合によりルーメン２２６と接続することがで
き、これにより、結合部２５２を調節器流路２２５と流体的に連通させる。いくつかの場
合において、結合部２５２とルーメン２２６とは、滑りばめまたは締まりばめによって係
合する。いくつかの実施形態では、結合部２５２およびルーメン２２６は、相補的なネジ
山を備え、これにより結合部２５２はルーメン２２６と螺合されうる。いくつかの実施形
態では、結合部２５２は、結合部２５２を貫通する通路２５３を備える。
【０１０８】
　例示されている実施形態では、調節器アセンブリは、内部室２５５を有する袋２５４を
備える。袋２５４は、一般的に、伸長するか、屈曲するか、展開するか、または他の何ら
かの形で拡張し、縮小し、または内部容積の変化を引き起こすように構成される。いくつ
かの場合において、袋２５４は、１つまたは複数の折り目、襞、または同様のものを備え
る。いくつかの配置構成では、袋２５４の内部室２５５は、調節器流路２２５と流体的に
連通し、これにより、流体を調節器流路２２５から内部室２５５に、および／または内部
室２５５から調節器流路２２５に通すことができる。いくつかの配置構成では、内部室２
５５は、結合部２５２の通路２５３と流体的に連通している。
【０１０９】
　いくつかの実施形態では、調節器アセンブリ２５０は充填材２５６を備え、これは袋２
５４の内部室２５５内に配置されうる。本明細書で使用されているように、「充填材」と
いう語、またはその派生語は、普通の意味で使用される広義語であり、例えば、支持材、
詰め物、スペーサー、詰め綿、パディング、裏張り、エンクロージャ、貯蔵槽、または周
囲圧力で袋２５４が完全に萎んでしまうのを抑制する、または防止するように構成された
他の構造物、またはこれら構造物の組み合わせを含む。いくつかの構成において、充填材
２５６は、内部室２５５全体の全容積を実質的に占有する。他の配置構成では、充填材２
５６は、内部室２５５の容積の一部のみを占有する。いくつかの構成では、充填材２５６
は、織繊維または不織繊維の網を含む。いくつかの実施形態では、充填材２５６は多孔質
であり、これにより、内部室２５５内の調節流体（例えば、空気）は、充填材２５６内の
中空体の網または複数の中空体の中に入ることができる。例えば、いくつかの場合におい
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て、充填材２５６は、スポンジ状の材料である。いくつかの構成において、充填材２５６
は、袋２５４に損傷を引き起こすことなく、袋２５４によって圧縮されるように構成され
る。いくつかの実施形態では、充填材２５６は、袋２５４より低いデュロメータを有する
。
【０１１０】
　図示されているように、充填材２５６は、袋２５４内に位置決めされうる。いくつかの
実施形態では、充填材２５６は、袋２５４内の射線中心に位置決めされる。他の場合にお
いて、充填材２５６の位置は、袋２５４の中心に対してオフセットされる。いくつかの実
施形態では、充填材２５６の位置は、袋２５４に対して変化する。例えば、いくつかの実
施形態では、充填材２５６は、袋２５４が拡張したときなど、袋２５４が容積を変えたと
きに、袋２５４に対して（例えば、重力によって）移動する。そのような構成は、例えば
、袋２５４が拡張する能力を増強し、袋２５４が充填材２５６に引っ掛かるか、または堅
く結び付けられる可能性を低くすることができる。
【０１１１】
　他の実施形態では、充填材２５６の位置は、袋２５４および／または結合部２５２に対
して実質的に一定である。このようないくつかの実施形態では、充填材２５６は、袋２５
４と実質的に一緒に動く。例えば、充填材２５６は、袋２５４と実質的に同じ速度で拡張
および収縮を行うように構成されうる。いくつかの実施形態では、充填材２５６は、袋２
５４に固着される。いくつかのそのような場合において、充填材２５６は、袋２５４の少
なくとも一部に接着されるか、または少なくとも部分的に接着される。いくつかの場合に
おいて、充填材２５６の少なくとも一部は、袋２５４の一部として形成される。いくつか
の実施形態では、充填材２５６の少なくとも一部は、袋２５４の内面に当接する１つまた
は複数の可撓性脚によって適所に保持される。いくつかの構成では、充填材２５６の少な
くとも一部は、結合部２５２と接続する１つまたは複数の梁によって適所に保持される。
いくつかの配置構成では、充填材２５６の少なくとも一部は、結合部２５２に連結される
。
【０１１２】
　図５および図６は、バイアル２１０と結合されているバイアルアダプタ２００の断面図
である。図５は、完全には拡張していない状態を示しており、図６は、完全に拡張した状
態を示している。例示されている実施形態では、キャップコネクタ２３０は、アダプタ２
００をキャップ２１４にしっかり固定し、穿孔部材２２０は、隔膜２１６を貫通してバイ
アル２１０の内側に入る。それに加えて、調節器アセンブリ２５０は、袋２５４の内部室
２５５が結合部２５２を通して調節器流路２５５と流体的に連通するようにコネクタイン
ターフェース２４０に係合する。いくつかの実施形態では、穿孔部材２２０は、アダプタ
２００およびバイアル２１０が結合されたときにキャップ２１４に対して実質的に垂直に
配向される。その他の構成も意図されている。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では、キャップコネクタ２３０は、アダプタ２００をバイアル２１
０に固定するのを助ける１つまたは複数の突出部２３７を備える。１つまたは複数の突出
部２３７は、キャップコネクタ２３０の軸上の中心方向へ延在する。いくつかの構成では
、１つまたは複数の突出部２３７は、キャップコネクタ２３０の内側周囲に延在する単一
の円形フランジを備える。キャップコネクタ２３０は、１つまたは複数の突出部２３７の
上側表面が隆起部２１９の下側表面に当接し、アダプタ２００を適所に固定しやすいサイ
ズおよび構成をとることができる。
【０１１４】
　１つまたは複数の突出部２３７は、アダプタ２００とバイアル２１０を結合しやすいよ
うに丸い形状、面取りされた形状、または他の何らかの形状をとりうる。例えば、丸みの
ある突出部２３７を有するアダプタ２００が、バイアル２１０に導入されると、丸みのあ
る突出部２３７の下側表面は、キャップ２１４の頂面に当接する。アダプタ２００がバイ
アル２１０上に進むと、丸みのある表面により、キャップコネクタ２３０が半径方向外向
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きに拡張する。アダプタ２００がさらに進んでバイアル２１０に入ると、変形したキャッ
プコネクタ２３０の弾性力が、１つまたは複数の突出部２３７を隆起部２１９の下に固定
し、アダプタ２００を適所に固定する。
【０１１５】
　いくつかの実施形態では、キャップコネクタ２３０は、キャップコネクタ２３０の内面
２３８がキャップ２１４と接触するサイズおよび構成をとる。いくつかの実施形態では、
キャップコネクタ２３０の一部は、実質的に気密係合状態にキャップ２１４と接触する。
いくつかの実施形態では、隔膜２１６またはケーシング２１８のいずれかを囲む内面２３
８の一部は、ゴムまたはプラスチックなどの材料で裏張りされ、これにより、アダプタ２
００とバイアル２１０との間に実質的に気密シールの形成を確実にする。
【０１１６】
　例示されている実施形態では、穿孔部材２２０は、シース２２２および先端部２２４を
備える。シース２２２は、一般的に、隔膜２１６を貫通して、隔膜２１６を破ることなく
、また場合によっては、比較的簡単に挿入できるサイズおよび寸法を有する。したがって
、さまざまな実施形態において、シース２２２は、約０．０２５～約０．０７５平方イン
チ、約０．０４０～約０．０６０平方インチ、または約０．０４５～約０．０５５平方イ
ンチの断面積を有する。他の実施形態では、この断面積は、約０．０７５平方インチ未満
、約０．０６０平方インチ未満、または約０．０５５平方インチ以下である。さらに他の
実施形態では、この断面積は、約０．０２５平方インチ以上、約０．０３５平方インチ以
上、または約０．０４５平方インチ以上である。いくつかの実施形態では、断面積は、約
０．０５０平方インチである。
【０１１７】
　シース２２２は、例えば、卵形、楕円形、正方形、矩形、六角形、または菱形などの、
多数の幾何学的断面形状のうちのどれかをとることができる。シース２２２の幾何学的断
面形状は、サイズおよび／または形状がその長さ方向に異なっていてもよい。いくつかの
実施形態では、シース２２２は、その長さの実質的部分にそって実質的に円形の断面を有
する。円形の幾何学的形状は、シース２２２に、すべての半径方向で実質的に等しい強度
をもたらし、これにより、シース２２２が挿入された後に他の何らかの形で生じるおそれ
のある曲がり、または破壊を防ぐ。円形のシース２２２によって隔膜２１６内に形成され
る開口部が対称的であるため、角度を持つ幾何学的形状に生じる可能性のある挟み込みが
防止され、これにより、シース２２２を隔膜２１６を貫通して挿入することがより簡単に
行える。有利には、穿孔部材２２０と隔膜２１６内の開口部との整合した円対称性により
、アダプタ２００が不注意で捻られたとしても、穿孔部材２２０と隔膜２１６との間の確
実な嵌め込みが行われる。したがって、危険な液体もしくはガスがバイアル２１０から漏
出する、または不潔な空気がバイアル２１０内に入り込んでその内容物を汚染する危険性
を、円対称な構成により、いくつかの場合において低減することができる。
【０１１８】
　いくつかの実施形態では、シース２２２は中空である。例示されている実施形態では、
シース２２２の内面および外面は、シース２２２が実質的に均一な厚さを有するように互
いに実質的に適合する。さまざまな実施形態において、厚さは、約０．０１５インチ～約
０．０４０インチ、約０．０２０インチ～約０．０３０インチ、または約０．０２４イン
チ～約０．０２６インチである。他の実施形態では、厚さは、約０．０１５インチ以上、
約０．０２０インチ以上、または約０．０２５インチ以上である。さらに他の実施形態で
は、厚さは、約０．０４０インチ以下、約０．０３５インチ以下、または約０．０３０イ
ンチ以下である。いくつかの実施形態では、厚さは約０．０２５インチである。
【０１１９】
　いくつかの実施形態では、シース２２２の内面は、シース２２２の外面と構成が異なる
。したがって、いくつかの配置構成では、厚さは、シース２２２の長さにそって変化する
。さまざまな実施形態において、シースの近位端などの一方の端部における厚さは、約０
．０１５インチ～約０．０５０インチ、約０．０２０インチ～約０．０４０インチ、また
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は約０．０２５インチ～約０．０３５インチであり、遠位端２２３などの他方の端部にお
ける厚さは、約０．０１５インチ～０．０４０インチ、約０．０２０インチ～０．０３０
インチ、または約０．０２３インチ～約０．０２７インチである。いくつかの実施形態で
は、シース２２２の一方の端部における厚さは、約０．０１５インチ以上、約０．０２０
インチ以上、または約０．０２５インチ以上であり、その別の端部における厚さは、約０
．０１５インチ以上、約０．０２０インチ以上、または約０．０２５インチ以上である。
さらに他の実施形態では、シース２２２の一方の端部における厚さは、約０．０５０イン
チ以下、約０．０４０インチ以下、または約０．０３５インチ以下であり、その別の端部
における厚さは、約０．０４５インチ以下、約０．０３５インチ以下、または約０．０３
０インチ以下である。いくつかの実施形態では、シース２２２の近位端における厚さは、
約０．０３０インチであり、遠位端２２３における厚さは、約０．０２５インチである。
いくつかの配置構成では、シース２２２の内面の断面は、外面の形状と異なる形状となっ
ている。シース２２２の形状および厚さは、例えば、シース２２２の強度を最適化するよ
うに変えることができる。
【０１２０】
　いくつかの場合において、キャップコネクタ２３０の遠位表面から遠位端２２３まで測
定された、シース２２２の長さは、約０．０８インチ～から約１．４インチ、約０．９イ
ンチ～約１．３インチ、または約１．０インチ～１．２インチである。他の場合において
、長さは、約０．８インチ以上、約０．９インチ以上、または約１．０インチ以上である
。さらに他の場合において、長さは、約１．４インチ以下、約１．３インチ以下、または
約１．２インチ以下である。いくつかの実施形態では、長さは、約１．１インチである。
【０１２１】
　いくつかの実施形態では、シース２２２は、少なくとも部分的に、１つまたは複数の流
路を取り囲む。例えば、図５の実施形態において、シース２２２は、調節器流路２２５お
よびアクセス流路２４５を部分的に取り囲む。いくつかの配置構成では、シース２２２は
、調節器流路２２５の遠位部分の外側境界と、アクセス流路２４５の遠位部分の外側境界
とを画成する。シース２２２の内面から医療用コネクタインターフェース２４０の遠位部
分に延在する内壁２２７は、調節器流路２２５とアクセス流路２４５との間の内側境界を
画成する。
【０１２２】
　図示されている実施形態において、アクセス流路２４５は、シース２２２内に形成され
たアクセス開口２４６から、キャップコネクタ２３０を通り、コネクタインターフェース
２４０を貫通して延在する。したがって、注射器などの医療デバイスが、医療用コネクタ
２４１と接続され、次にコネクタインターフェース２４０と結合されたときに、医療デバ
イスは、バイアル２１０の内側と流体的に連通する。このような配置構成において、バイ
アル２１０の内容物および医療デバイスの内容物は、バイアル２１０と医療デバイスとの
間で交換されうる。
【０１２３】
　例示されている実施形態では、調節器流路２２５は、シース２２２の遠位端２２３から
、キャップコネクタ２３０を通り、コネクタインターフェース２４０の一部を通り、ルー
メン２２６を通って延在し、調節器開口２２８で終端する。図示されている配置構成など
の、いくつかの配置構成において、調節器開口２２８は、結合部２５２の通路２５３と流
体的に連通し、結合部２５２は、袋２５４の内部室２５５と流体的に連通する。したがっ
て、このような配置構成において、内部室２５５は、調節器流路２２５と流体的に連通し
ている。それに加えて、例示されている実施形態では、充填材２５６は内部室２５５内に
配置されているため、充填材２５６は調節器流路２２５とも流体的に連通する。
【０１２４】
　いくつかの構成において、アダプタ２００は、フィルター２６０を備える。例示されて
いる実施形態では、フィルター２６０は、ルーメン２２６内の調節器流路２２５内に配置
されている。他の実施形態では、フィルター２６０は、シース２２２内の調節器流路２２
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５内に配置される。さらに他の実施形態では、フィルター２６０は、結合部２５２内の通
路２５３内に配置される。さらなる実施形態では、袋２５４の内部室２５５内に位置決め
されたフィルター２６０を有する。一般的に、フィルター２６０は、例えば、接着剤また
は止め輪によって、化学的もしくは機械的に適所に保持される。いくつかの実施形態は、
複数のフィルター２６０を備える。例えば、いくつかの実施形態は、ルーメン２２６内に
配置された第１のフィルターおよび結合部２５２内に配置された第２のフィルターを有す
る。
【０１２５】
　いくつかの配置構成では、フィルター２６０は疎水性膜であり、一般的に、ガスの通過
は許すが、液体の通過を抑制するか、または妨げるように構成される。いくつかの構成で
は、ガス（例えば、殺菌された空気）は、フィルター２６０を通過してバイアル２１０と
袋２５４との間を移動することができるが、バイアル２１０からの液体は、フィルター２
６０によってブロックされる。フィルター２６０が調節器流路２２５内に配置されている
アダプタ２００の実施形態は、したがって、調節器アセンブリ２５０が脱着される場合で
も液体がバイアル２１０からこぼれる可能性を低減する。
【０１２６】
　いくつかの構成において、フィルター２６０は、フィルターを通過するガスから粒子お
よび／または汚染物質を取り除くことができる。例えば、いくつかの実施形態では、フィ
ルター２６０は、直径０．３マイクロメートルの浮遊微小粒子のほぼすべて、または約９
９．９％を取り除くように構成されている。いくつかの場合において、フィルター２６０
は、微生物を取り除くように構成される。いくつかの実施形態では、フィルター２６０は
、ナイロン、ポリプロピレン、ポリビニリデンフルオライド、ポリテトラフルオロエチレ
ン、または他のプラスチックを含む。いくつかの実施形態では、フィルター２６０は、活
性化された炭素、例えば、活性炭を含む。いくつかの構成において、フィルター２６０は
、規則正しく、または不規則に配置構成された繊維のマット、例えば、グラスファイバー
を含む。いくつかの配置構成では、フィルター２６０は、ゴアテックス（Ｇｏｒｔｅｘ（
登録商標））材料またはテフロン（登録商標）（Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標））材料を含む
。
【０１２７】
　例示されている実施形態では、ルーメン２２６は、コネクタインターフェース２４０か
ら半径方向外向きに延在する中空の円筒形部材である。他の実施形態では、ルーメン２２
６は、円錐形などの他の形状を備える。ルーメン２２６は、円形、正方形、矩形、楕円形
、菱形、星形、多角形、または不規則形状などのさまざまな断面形状を有することができ
る。図示されているように、いくつかの実施形態では、ルーメン２２６は、キャップコネ
クタ２３０のスリーブ２３５より少なく半径方向外向きに延在する。しかし、いくつかの
構成において、ルーメン２２６は、キャップコネクタ２３０のスリーブ２３５を超えて半
径方向外向きに延在する。例えば、このような構成により、調節器アセンブリ２５０がア
ダプタ２００の残りの部分から、またバイアル２１０から、相隔てて並び、調節器アセン
ブリ２５０との接続を行いやすくすることができる。
【０１２８】
　いくつかの実施形態では、結合部２５２は、ルーメン２２６の形状に対応する、または
相補的な形状を有する。例えば、いくつかの場合において、ルーメン２２６は三角形の形
状を有し、結合部２５２も同様に三角形の形状を有する。結合部２５２は、円形、正方形
、矩形、楕円形、菱形、星形、多角形、または不規則形状などのほとんどいかなる断面形
状をも有することができる。いくつかの構成において、結合部２５２およびルーメン２２
６は、以下に説明されているように、ルーメン２２６（したがってアダプタ２００の残り
の部分）に対して結合部２５２（およびしたがって調節器アセンブリ２５０）の配向を促
す、対応する形状をとる。
【０１２９】
　結合部２５２は、ルーメン２２６と係合するように構成されうる。例えば、例示されて
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いる実施形態では、結合部２５２は、ルーメン２２６によって受け入れられるように構成
されている。他の場合には、結合部２５２は、ルーメン２２６を受け入れるように構成さ
れる。いくつかの場合において、結合部２５２およびルーメン２２６は、滑りばめまたは
締まりばめによって接続する。いくつかの構成では、結合部２５２およびルーメン２２６
は、ホースバーブ接続によって接続する。いくつかの配置構成では、結合部２５２および
ルーメン２２６は、ネジ接続によって接続する。例えば、いくつかの場合において、結合
部２５２およびルーメン２２６は、対応する標準的なルアーロック式接続部を有する。い
くつかの実施形態では、結合部２５２とルーメン２２６との間の接続は実質的に気密であ
り、それによって外気が調節器流路２２５内に入り込むのを抑制するか、または防ぐ。こ
のような構成は、微生物または不純物がバイアル２１０内に入る可能性を低減することが
でき、したがって、医療流体を汚染する可能性を低減することによって患者の安全性を高
めることができる。
【０１３０】
　いくつかの配置構成では、結合部２５２とルーメン２２６との間の接続部は、接続がな
されたことをユーザーに警告するためのフィードバックデバイスを備える。例えば、いく
つかの配置構成では、結合部２５２とルーメン２２６との間の接続部は、接続がなされた
ことを触覚でユーザーに知らせることができる、戻り止め機構、例えば、ボール戻り止め
を備える。いくつかの実施形態は、音響信号、例えば、クリック音、スナップ音、または
同様の音を含み、これにより、結合部２５２がルーメン２２６と接続されたことを示す。
【０１３１】
　いくつかの実施形態では、結合部２５２とルーメン２２６との間の接続は、実質的に永
久的である。例えば、いくつかの構成において、接合部２５２とルーメン２２６とは超音
波溶接される。いくつかの場合において、結合部２５２とルーメン２２６とは、糊、エポ
キシ、両面テープ、溶媒接着、または他の手段等の接着剤で永久的に取り付けられる。い
くつかの実施形態では、結合部２５２とルーメンと２２６は、永久的なスナップ式機構で
連結され（例えば、略９０°のフックと、対応する略９０°の谷）、結合部２５２とルー
メン２２６とは、スナップ式機構が係合された後に分離しないよう実質的に制約される。
結合部２５２とルーメン２２６との永久的接続により、調節器アセンブリ２５０の１回だ
けの使用を含むアダプタ２００の１回だけの使用が促されうる。さらに、調節器アセンブ
リ２５０の、またアダプタ２００の残り部分との永久的接続は、在庫調査、保守、および
使用前の準備がなされる固有の部品の総数を減らすことになる。いくつかの実施形態では
、結合部２５２は、アダプタ２００の残り部分と実質的にモノリシックに形成（例えば、
その残り部分と同じ作業において成形）される。
【０１３２】
　いくつかの場合において、結合部２５２とルーメン２２６とは、例えば工場において、
アダプタ２００を製造する工程で接続される。いくつかの構成では、調節器アセンブリ２
５０は、アダプタ２００の残りの部分とは別体であり、ユーザーによってアダプタ２００
の残りの部分と接続されるように構成される。例えば、穿孔部材２２０、キャップコネク
タ２３０、およびコネクタインターフェース２４０は、第１のパッケージ内に設けること
ができ、調節器アセンブリ２５０は、第２のパッケージ内に設けることができる。いくつ
かのユーザー接続構成では、接続は実質的に永久的である。例えば、いくつかの場合にお
いて、結合部２５２およびルーメン２２６のうちの一方は、ユーザーが接合部２５２とル
ーメン２２６とを接続するときに、接合部２５２とルーメン２２６とを実質的に永久的に
固着する接着剤（例えば、両面テープ）を備える。その一方で、いくつかのユーザー接続
の実施形態では、結合部２５２は、結合部２５２がルーメン２２６と接続された後であっ
ても、ルーメン２２６から脱着可能であるように構成される。例えば、いくつかの実施形
態では、結合部２５２およびルーメン２２６は、戻り止めまたは止めネジなどの、ネジ山
または解放機構に解放可能に連結される。このような構成は、以下で説明されているよう
に、調節器アセンブリ２５０内に収容される調節流体の体積より大きい調節器アセンブリ
２５０からバイアル２１０内への一定体積の調節器流体の移送が望まれている作業（例え
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ば、大量医薬品配合作業）を円滑にすることができる。いくつかの実施形態では、調節器
アセンブリ２５０が脱着されると、その内容物は、一方向弁などを使って環境から封止さ
れる。
【０１３３】
　例示されている実施形態では、結合部材２５２は、袋２５４と連結される。いくつかの
場合において、袋２５４および結合部２５２は、溶接されるか、または接着剤で連結され
る。図示されているように、袋２５４と結合部２５２との接続は、一般的に通路２５３を
袋２５４の内部室２５５と流体的に接続する。流体的連通を円滑にするため、袋２５４は
、スリットまたは穴などの、袋開口２５７を備えることができる。いくつかの場合におい
て、袋開口２５７は、ハンダごてなどの、高温の器具で作製される。
【０１３４】
　袋２５４は、一般的に、折り畳まれたものが広げられ、巻かれているものが広げられ、
拡張し、縮小し、膨脹し、萎み、圧縮し、および／または減圧するように構成される。袋
２５４は、さまざまな可撓性を有する、および／または拡張可能な材料のいずれかを含み
うる。例えば、いくつかの実施形態では、袋２５４は、ポリエステル、ポリエチレン、ポ
リプロピレン、サラン、ラテックスゴム、ポリイソプレン、シリコーンゴム、ビニル、ポ
リウレタン、または他の材料を含む。いくつかの実施形態では、袋２５４は、袋の材料を
通して流体（ガスまたは空気を含む）が漏出するのをさらに抑制するために金属成分を有
する材料を含み、例えば、金属化２軸配向ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴとしても
知られており、商標名Ｍｙｌａｒ（登録商標）で市販されている）を含む。いくつかの実
施形態では、袋２５４は、ラミネートを含む。例えば、袋２５４は、０．３６Ｍｉｌ（７
．８＃）の金属化（例えば、アルミニウム）ＰＥＴフィルムの層と０．６５Ｍｉｌ（９．
４＃）の鎖状低密度ポリエチレンの層から作製することができる。いくつかの実施形態で
は、袋２５４は、結合部２５２と実質的に気密シールを形成することができる材料を含む
。いくつかの実施形態では、袋２５４は、透明であるか、または実質的に透明である。他
の実施形態では、袋２５４は不透明である。多くの場合において、袋２５４は、液体およ
び空気に対して一般的に不透過性である材料を含む。いくつかの実施形態では、袋２５４
は、バイアル２１０の意図された内容物に対して不活性である材料を含む。例えば、いく
つかの場合において、袋２５４は、化学療法で使用されるいくつかの薬物と反応しない材
料を含む。いくつかの実施形態では、袋２５４は、約１０～約４０のデュロメータを有す
るラテックスフリーシリコーンを含む。
【０１３５】
　いくつかの構成において、袋２５４はコーティングを備える。例えば、いくつかの実施
形態では、袋２５４は、袋２５４の多孔度を下げるコーティングを備える。いくつかの場
合において、コーティングは蒸着アルミニウムまたは蒸着金である。いくつかの場合にお
いて、コーティングは、ガスの通過を抑制する障壁を形成するように構成された水溶性プ
ラスチックを含む。いくつかの場合において、コーティングは、袋２５４の外側に施され
る。他の場合において、コーティングは、袋２５４の内側に施される。いくつかの場合に
おいて、コーティングは、袋２５４の内側と外側とに施される。いくつかの実施形態では
、コーティングは、ポリオレフィンである。
【０１３６】
　いくつかの実施形態では、袋２５４は、全体的にバイアル２１０の外側に配置される。
いくつかの配置構成では、袋２５４は、全体的にアダプタの残りの部分の外側に位置決め
される（例えば、穿孔部材２２０、キャップコネクタ２３０、およびコネクタインターフ
ェース２４０）。いくつかの実施形態では、袋２５４は、実質的に自由に、一般的に任意
の方向に拡張可能である。例えば、例示されている実施形態では、袋２５４の一部を囲む
、または部分的に囲む硬質エンクロージャはない。いくつかの場合において、硬質ハウジ
ングは、袋２５４の実質的容積を含まない。いくつかの実施形態では、完全に萎んだ状態
では、袋２５４は硬質エンクロージャ内にない。いくつかの構成において、袋２５４は、
実質的に自由に、一般的に任意の方向に、例えば、近位、遠位、バイアル２１０から離れ
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る半径方向、バイアル２１０に向かう半径方向などの方向に拡張することができる。
【０１３７】
　いくつかの実施形態では、袋２５４は、例えば硬質エンクロージャによって制約される
ことなく自由に拡張できるように構成される。袋２５４のこのような制約のない拡張は、
袋２５４を拡張するのに要する力を減じることができる。例えば、袋２５４が硬質エンク
ロージャと接触しないので、袋２５４とそのようなエンクロージャとの間に、もしあれば
袋２５４を拡張するのに要するであろう力を増大することになりうる摩擦力はない。いく
つかの態様において、袋２５４の制約のない拡張は、袋２５４が拡張時に損傷を受ける可
能性を小さくする。例えば、袋２５４は硬質エンクロージャと接触しないため、拡張する
とき、または萎むときに袋２５４が損傷する（例えば、穴があく、破れる、またはバリも
しくはそのようなエンクロージャの他の欠陥部分に引っ掛かる）危険性が低い。さらに、
袋２５４の制約のない移動は、袋２５４のコーティングが汚れ、または剥がれ落ちる可能
性を低くする。いくつかの実施形態では、袋２５４が、拡張するときにアダプタ２００の
硬質表面に、ぶつかる、こする、当たって摺動する、または他の何らかの形で静的にもし
くは動的に接触することはない。いくつかの構成において、袋２５４は、接合部２５２、
調節流体、および外気のみと接触する。
【０１３８】
　いくつかの実施形態では、袋２５４は、第１の側部２５８と第２の側部２５９とを備え
る。いくつかの場合において、第２の側部２５９よりも第１の側部２５８の方がコネクタ
インターフェース２４０に近い。いくつかの場合において、第１の側部２５８は結合部２
５２と固着されるが、第２の側部２５９はそうならない。いくつかの構成において、第１
の側部２５８は、第２の側部２５９と接続する。いくつかのそのような場合において、第
１の側部２５８は、第２の側部２５９と、側部２５８、２５９のそれぞれの周辺端部のと
ころで接続する。いくつかの場合において、第２の側部２５９は、袋２５４の拡張時に硬
質表面と接触しない。いくつかの構成では、周囲環境に曝されている袋２５４の表面領域
の実質的にすべてまたは大半が可撓性を有する。いくつかの実施形態では、一般的に袋２
５４全体が可撓性を有する。
【０１３９】
　いくつかの実施形態では、側部２５８、２５９のそれぞれは内面および外面を備える。
図６に例示されているように、側部２５８、２５９のそれぞれの内面は、内部室２５５と
接触しているものとしてよく、側部２５８、２５９のそれぞれの外面は、周囲環境と接触
しているものとしてよい。
【０１４０】
　いくつかの場合において、側部２５８、２５９のそれぞれの内面は、袋２５４の内側の
方へ配向されている。本明細書で使用されているように、「の方へ配向される」という語
句、またはその派生形は、普通の意味で使用される広義語であり、例えば、何かを指示さ
れている部材の方向に一般的に位置合わせするか、または位置決めすることを表現してい
る。例えば、第１の部材が第２の部材の方へ配向されている場合、第１の部材は、第２の
部材の方向に一般的に位置合わせされるか、または位置決めされる。側部または表面が部
材の方へ配向される場合、側部または表面は、側部または表面からの法線が部材と交差す
るように位置合わせされるか、または位置決めされる。いくつかの構成において、第１の
側部２５８は、コネクタインターフェース２４０の方へ配向される。
【０１４１】
　いくつかの場合において、側部２５８、２５９のそれぞれの外面は、袋２５４から外向
きに配向されている。いくつかの場合において、第２の側部２５９は、コネクタインター
フェース２４０から離れる方向に配向される。いくつかのそのような場合において、第２
の側部２５９の外面から伸びる法線は、コネクタインターフェース２４０と交差しない。
【０１４２】
　いくつかの実施形態では、第２の側部２５９は、第１の側部２５８から反対の方向に配
向される。本明細書で使用されているように、「反対」という語、またはその派生語は、
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普通の意味で使用される広義語であり、例えば、部材からの他方の端部、側部、または領
域にある何かを表現指定る。例えば、矩形内のそれぞれの側部は、他方の側部と対向して
おり、２つの他方の側部と対向していない。いくつかの場合において、第２の側部２５９
は、コネクタインターフェース２４０から離れる方向に配向される。このような場合、第
２の側部２５９の外面から伸びる法線は、コネクタインターフェース２４０と交差しない
。
【０１４３】
　いくつかの実施形態では、袋２５４は、第１の層と第２の層とを備える。本明細書で使
用されている、「層」という語、またはその派生語は、普通の意味で使用される広義語で
あり、例えば、材料の厚み、材料のプライ、または材料のストレイタムを記述する。いく
つかの実施形態では、層は、材料の複数の構成要素、プライ、またはストレイタムを含む
ものとしてよい。いくつかの場合において、第１の層は、第１の側部２５８であり、第２
の層は、第２の側部２５９である。いくつかの構成において、第１の層および第２層は接
続される。例えば、第１の層の周囲は、第２の層の周囲に接続されるか、または第２の層
の周囲と一体もしくはモノリシックに形成されうる。このような構成は、例えば、袋２５
４を周囲で実質的に気密にすることによって、例えば袋２５４を形成するのを補助するこ
とができる。いくつかの場合において、第１の層は、金属化ＰＥＴの第１のシートであり
、第２の層は、金属化ＰＥＴの第２のシートであり、第１の層および第２の層は、周囲で
一緒に固着される（例えば、熱融着される）。いくつかの実施形態では、第１の層および
第２の層は、それぞれ中心部分を有する。例えば、第１の層および第２の層のそれぞれの
周囲形状が実質的に円形である構成においてじは、中心部分は、第１の層および第２の層
のそれぞれの射線中心の周りにあるものとしてよい。いくつかの場合において、第１の層
の中心部分は、第２の層の中心部分に付着していないか、または接続されていない。した
がって、いくつかのそのような場合において、第１の部分および第２の部分は、互いに対
して移動することができる。
【０１４４】
　いくつかの実施形態では、第１の層および第２の層の一方または両方が、１つまたは複
数の副層を備えることができる。例えば、第１および／または第２の層は、それぞれ、プ
ラスチックの副層および金属の副層を備えることができる。いくつかの実施形態では、第
１の副層および第２の副層は、固着されて１つにされる接合面を有する。いくつかの場合
において、接合面の実質的全面が固着される。一般に、副層は、（例えば、調節流体の）
実質的な体積またはかなりの体積をその間に受け入れるように構成されていない。その一
方で、いくつかの実施形態では、第１の層および第２の層は、それらの間に調節流体を受
け入れるように構成される。例えば、第１の層は、第１の側部２５８であり、第２の層は
、第２の側部２５９である構成では、第１の層と第２の層との間に、調節流体を受け入れ
ることができる（図６を参照）。
【０１４５】
　さまざまな実施形態においては、アダプタ２００は、袋２５４を全部または部分的に収
容する硬質エンクロージャを備えていない。例えば、硬質エンクロージャの内側の袋の容
積は、（仮にあったとしても）袋２５４の半分より少ない容積または袋の容積のごくわず
かの部分（例えば、アダプタ上の穿孔部材の内側の容積以下またはコネクタのキャップの
内側の容積以下）を包含しうる。いくつかの実施形態では、硬質エンクロージャの内側の
袋の容積は（仮にあったとすれば）、アダプタが接続されるように構成されている１つま
たは複数のバイアルの内側の容積の半分以下である。硬質エンクロージャはアダプタ２０
０の重量および総材料を増やし、これにより、材料と製造のコストが高くなる。さらに、
硬質エンクロージャはアダプタの軸上の中心から離れた距離のところに位置決めされるの
で、硬質エンクロージャを省くことで、そのようなエンクロージャの重量によってもたら
される力のモーメントを排除することができる。したがって、アダプタ２００は安定性を
高め、転倒の可能性を小さくすることができる。アダプタおよびバイアルの安定性は、ひ
っくり返ると、こぼれる、または他の何らかの形の意図しない曝露および／または解放が
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生じる可能性が高まるおそれがあるので、細胞毒性薬を取り扱う際に特に重要であるもの
と考えられる。
【０１４６】
　アダプタ２００のいくつかの実施形態は、調節器アセンブリ２５０がアダプタ２００の
残りの部分と接続され、アダプタ２００がバイアル２１０と嵌合するときに、アダプタ２
００の軸上の中心から実質的に排除されない重心を有する。例えば、アダプタ２００のい
くつかの実施形態は、アダプタ２００の軸上の中心から約０．５０インチ以下、約０．２
５インチ以下、約０．１２５インチ以下、または約０．０６３インチ以下のところに重心
を有する。
【０１４７】
　いくつかの場合において、袋２５４は、単一のアダプタ２００をさまざまなサイズのバ
イアル２１０で動作するように構成できるように、一定範囲の容積を実質的に充填する大
きさまで拡張可能である。いくつかの実施形態では、袋２５４は、アダプタ２００とバイ
アル２１０とを結合する前にバイアル２１０内に収容される流体の体積の少なくとも約３
０パーセント、少なくとも約７０パーセント、または少なくとも約９０パーセントに等し
い体積を保持するように構成される。いくつかの実施形態では、袋２５４は、アダプタ２
００とバイアル２１０とを結合する前にバイアル２１０内に収容される流体の体積の約７
０パーセントに等しい体積を保持するように構成される。さまざまな実施形態において、
袋２５４内の流体はガスである。例えば、空気、殺菌された空気、清浄化された空気、窒
素、酸素、不活性ガス（例えば、アルゴン）、または他のガスである。いくつかの実施形
態では、殺菌された空気は、外気を袋内に入れ、次いで袋と空気を一緒に殺菌することに
よって供給されうる。
【０１４８】
　袋２５４は、完全に拡張した構成（図６）と、少なくとも１つの完全には拡張していな
い構成（図５）をとる。いくつかの場合において、完全に拡張した構成では、袋２５４の
内部室２５５の容積は、その最大推奨容積となっている。いくつかの場合において、完全
に拡張した構成では、袋２５４は、少なくとも約１００ｍＬ、少なくとも約２００ｍＬ、
または少なくとも約３００ｍＬの流体を収容する。いくつかの場合において、完全に拡張
した構成では、袋２５４は、少なくとも約２５０ｍＬの流体を保持する。いくつかの実施
形態では、完全に拡張した構成では、袋２５４は、少なくとも約１８０ｍＬの流体を収容
する。
【０１４９】
　いくつかの場合において、完全には拡張していない構成では、袋２５４は、約５ｍＬ以
下、約４０ｍＬ以下、約１００ｍＬ以下、または約２５０ｍＬ以下の流体を収容する。い
くつかの場合において、袋２５４の完全には拡張していない構成は、完全に萎んだ構成で
あり、その場合、袋２５４の内部室２５５の容積はほぼゼロである。いくつかのそのよう
な場合において、完全に萎んだ構成では、袋２５４は、実質的に一切の流体を収容してい
ない。
【０１５０】
　袋２５４は、初期構成（例えば、調節流体がバイアル２１０と袋２５４との間に移送さ
れる前の構成）をさらに有する。一般的に、袋２５４は、バイアル２１０とアダプタ２０
０との接続後にバイアル２１０から流体を素早く、正確に引き出すステップを円滑にする
ため、初期構成において一定体積の流体を収容する。いくつかの実施形態では、初期構成
において、袋２５４は、少なくとも約１０ｍＬ、少なくとも約５０ｍＬ、または少なくと
も約９０ｍＬの流体を収容する。いくつかの実施形態では、初期構成において、袋２５４
は、少なくとも約６０ｍＬの流体を収容する。いくつかの実施形態では、初期構成におい
て、袋２５４は、アダプタが取り付けられるように構成されている取り付け先の１つまた
は複数の標準的な医療デバイスの体積に一般的に対応する一定体積の流体を収容する。例
えば、いくつかの場合に、初期構成において、袋２５４は、３０ｍＬの注射器の容積に対
応する、少なくとも約３０ｍＬの流体を保持する。このような場合、アダプタ２００をバ
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イアル２１０と接続すると、約３０ｍＬの流体が、袋２５４とバイアル２１０との間で移
送されるように即座に利用可能であり、これにより、３０ｍＬの流体をバイアル２１０と
注射器との間で即座に移送することができる。いくつかの実施形態では、袋２５４は少な
くともおよそキャップの内側の体積と穿孔部材の内側の体積との和に等しい初期体積、ま
たはキャップの内側の体積と穿孔部材の内側の体積との和の少なくとも約２倍の大きさの
体積を有する。
【０１５１】
　さまざまな配置構成において、袋２５４が有する外のり寸法（例えば、直径または断面
の幅もしくは高さ）Ｄは、約１．０インチ～約６．０インチ、約２．０インチ～約５．０
インチ、または約３．０インチ～約４．０インチである。いくつかの配置構成では、外の
り寸法は、約３．０インチ以上、約４．０インチ以上、または約６．０インチ以上である
。他の配置構成では、外径は、約８．０インチ以下、約７．５インチ以下、または約７．
０インチ以下である。いくつかの実施形態では、袋の外のりのおよその寸法は、アダプタ
が取り付けられるように構成されている取り付け先の１つまたは複数のバイアルの高さま
たは断面の幅以下である。さまざまな配置構成において、袋２５４が有する最大全厚Ｔは
、約０．５０インチ～約２．００インチ、約０．６０インチ～約０．９０インチ、および
約０．７０インチ～約０．８０インチである。他の配置構成では、最大全厚は、約１．０
０インチ未満、約０．９０インチ未満、または約０．８０インチ未満である。いくつかの
配置構成では、最大全厚は、約０．７５インチである。いくつかの場合において、袋２５
４の直径は、袋２５４の最大全厚より大きい。いくつかの場合において、袋２５４の直径
は、袋２５４の最大全厚の２倍より大きい。いくつかの場合において、袋２５４がバイア
ル２１０に圧接するのを防ぐことが望ましい。したがって、いくつかの場合において、袋
２５４は、完全に展開した状態であっても、袋２５４がバイアル２１０から離間して並ぶ
ように構成される（例えば、寸法が決められる）。
【０１５２】
　いくつかの構成では、袋２５４が有する壁厚さＷは、約０．００１インチ～約０．０２
５インチ、約０．００１インチ～約０．０１０インチ、または約０．０１０インチ～約０
．０２５インチである。他の構成では、壁厚さは、約０．００１インチ超、約０．００５
インチ超、約０．０１０インチ超、約０．０１５インチ超、または約０．０２０インチ超
である。さらに他の構成では、壁厚さは、約０．０２５インチ未満、約０．０２０インチ
未満、約０．０１５インチ未満、約０．０１０インチ未満、または約０．００５インチ未
満である。いくつかの構成では、壁厚さは、約０．０１５インチである。いくつかの実施
形態では、壁厚さは実質的に一定である。いくつかの実施形態では、壁厚さは変化しても
よい。例えば、いくつかの構成では、壁厚さは、結合部２５２の周りの袋２５４の領域内
で増大する。
【０１５３】
　いくつかの構成では、完全には拡張していない構成において、袋２５４は、図５に示さ
れているように、実質的に不規則な形状を有する。他の構成では、袋２５４は、一般的に
球形、一般的に円錐形、一般的に円筒形、一般的にトロイド形、または他の形状である形
状を有する。例えば、いくつかの実施形態では、完全に拡張した構成において、袋２５４
は、一般的に扁平な回転楕円体の形状を有する。いくつかの場合において、袋２５４は実
質的に球根状である。いくつかの配置構成では、袋２５４は凸形状を有する。いくつかの
構成では、袋２５４は凹形状を有する。いくつかの構成では、袋２５４の形状は、一般的
に、充填材２５６の形状に適合する。いくつかの配置構成では、袋２５４は通常、完全に
は拡張していない構成において充填材２５６の形状に適合し、完全に拡張した構成におい
て充填材２５６の形状から逸脱する。
【０１５４】
　充填材２５６は、袋２５４内のさまざまな容積を占有するように構成されうる。例えば
、いくつかの配置構成では、充填材２５６が占有する容積は、袋２５４の体積の約３０パ
ーセント以上、約７５パーセント以上、または約９０パーセント以上である。いくつかの
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配置構成では、充填材２５６は、袋２５４の第１の側部２５８と第２の側部２５９との間
に空間を維持するよう構成される。いくつかの配置構成では、充填材２５６は、内部室２
５５の容積がゼロでないことを確実にするように構成される。
【０１５５】
　一般に、充填材２５６は、調節流体、例えば、殺菌された空気をバイアル２１０にすぐ
に供給できるように構成される。上で説明されているように、アダプタ２００がバイアル
２１０および医療デバイス（注射器など）と係合し、バイアル２１０内の流体の一部が、
バイアル２１０からアダプタ２００を通り医療デバイス内に移送されるときに、バイアル
２１０内の流体の体積が減少することで、バイアル２１０内の圧力が低下し、これにより
、バイアル２１０の内側と外側との間に圧力勾配が生じる。この圧力勾配は、微生物、不
純物、および他の汚染物質を含む場合がある周囲の空気が、バイアル２１０内に隔膜２１
６と穿孔部材２２０との接合面またはアダプタ２００と医療デバイスとの取り付け接合面
において漏れ入る事態を引き起こしうる。さらに、このような圧力勾配は、正確な量の流
体をバイアル２１０から引き出す能力を妨げる復元力を発生しうる。しかし、充填材２５
６は、アダプタ２００に調節流体をすぐに供給し、一般的にバイアル２１０内の平衡状態
を維持するように移送された流体の体積の一部または全部を置き換え、それにより、前述
の問題を小さくするか、または防ぐことができる。
【０１５６】
　いくつかの配置構成では、流体がバイアル２１０から抽出流路２４５を通して取り除か
れるときに、対応する量の充填材２５６からの調節流体は、袋開口２５７、結合部２５２
内の通路２５３、調節器流路２２５を通して、実質的に同時にバイアル２１０内に導入さ
れ、これにより平衡状態を維持することができる。いくつかの配置構成では、充填材２５
６は、調節器アセンブリ２５０がアダプタ２００の残りの部分と接続される前に調節流体
をすぐに供給できるようになっている。いくつかの態様では、充填材２５６は、アダプタ
２００への調節流体の貯蔵槽を備える。いくつかの配置構成では、充填材２５６は、袋２
５４の第１の側部２５８および第２の側部２５９の実質的部分同士が接触しないよう構成
される。
【０１５７】
　いくつかの構成では、充填材２５６は袋２５４と似た形状を有する。例えば、いくつか
の場合において、完全に拡張した構成で、袋２５４および充填材２５６は、それぞれ、一
般的に扁平な回転楕円体としての形状を有する。他の構成では、充填材２５６は袋２５４
と異なる形状を有する。例えば、いくつかの場合に、完全に拡張した構成で、袋２５４は
実質的に回転楕円体の形状を有し、充填材２５６は実質的に円筒形の形状を有する。いく
つかのそのような場合において、円筒形状の充填材２５６の長手方向軸は通常、アダプタ
２００の軸上の中心線に平行である。他のそのような場合において、円筒形状の充填材２
５６の長手方向軸は、アダプタ２００の軸上の中心線に直交する。
【０１５８】
　いくつかの実施形態では、充填材２５６は、袋２５４が萎むときに袋２５４によって変
形されるように構成される。例えば、いくつかの場合において、袋２５４が萎むときに、
充填材２５６の体積が、少なくとも約３０パーセント、少なくとも約５０パーセント、ま
たは少なくとも約９０パーセント減少する。いくつかの場合において、袋２５４が完全に
拡張した構成にあるときに、充填材２５６は第１の形状（例えば、回転楕円体）を有し、
袋２５４が完全に萎んだ構成にあるときに、充填材２５６は第２の形状（例えば、円盤状
）を有する。
【０１５９】
　このようないくつかの実施形態では、充填材２５６は、押しつぶせるか、または圧縮可
能であり、その後、実質的に元の形状に戻るように構成される。例えば、袋２５４が完全
に萎んだ構成から萎むと、袋２５４は実質的に充填材２５６をつぶすが、その後、袋２５
４が拡張すると、充填材２５６はほぼ元の形状に戻る。他の実施形態では、充填材２５６
は、押しつぶされると永久的に変形するように構成される。例えば、いくつかの場合にお
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いて、充填材２５６は薄壁中空部材（例えば、アルミニウムホイルボール）を備え、これ
は、袋２５４が萎むと、永久的にまたは不可逆的に変形されるか、押しつぶされるか、ま
たは他の何らかの形で体積が減少するように構成される。これは、アダプタ２００がすで
に使用されていることを示す指標となりうる。いくつかの実施形態では、充填材２５６は
袋２５４が萎むとその形状を実質的に維持する。
【０１６０】
　いくつかの配置構成では、充填材２５６は、殺菌された空気などの、一定体積のガスを
収容するように構成される。いくつかの場合において、充填材２５６は多孔質である。い
くつかの場合において、充填材２５６はスポンジまたはスポンジ状の材料である。いくつ
かの配置構成では、充填材２５６は綿の詰め物を備える。いくつかの構成において、充填
材２５６は、中に小室または空間のネットワークを形成するように構成された、規則的に
、または不規則的に配置構成された繊維からなるマットを備える。いくつかの実施形態で
は、充填材２５６は低密度発泡体から作られる。例えば、いくつかの実施形態では、充填
材２５６は、ポリウレタンエーテル発泡体から作られ、例えば約１．０５ポンド／立方フ
ィートの重量および例えば約３８の押し込み荷重（ＩＬＤ）を有する。いくつかの実施形
態では、充填材２５６は、ポリエーテル、ポリエステル、ポリエチレン、またはエーテル
様エステル（ＥＬＥ）から作られる。いくつかの場合において、充填材２５６は、ナイロ
ン、ポリプロピレン、ポリビニリデンフルオライド、ポリテトラフルオロエチレン、また
は他のプラスチックから作られる。いくつかの実施形態では、充填材２５６は、金属、例
えば、アルミニウムまたはステンレスである。いくつかの実施形態では、充填材２５６は
、無菌性を高めるために抗菌化合物または他の化合物で処理される。いくつかの場合にお
いて、充填材２５６は、流体がバイアル２１０から引き出されるときに開くように構成さ
れた封止室、例えば殺菌された空気を収容した室を備える。いくつかの実施形態では、充
填材２５６は、袋の中に入ってくる流体（蒸気など）と結合するか、吸収するか、一般的
に中和するか、または他の何らかの方法で化学的におよび／または機械的に相互作用する
ように構成される。
【０１６１】
　さまざまな配置構成において、大気圧下で充填材２５６が有する外のり寸法（例えば、
直径または断面の幅もしくは高さ）は、約１．０インチ～約６．０インチ、約２．０イン
チ～約５．０インチ、または約３．０インチ～約４．０インチである。いくつかの配置構
成では、大気圧下で充填材２５６の外径は、約３．０インチ以上、約４．０インチ以上、
または約６．０インチ以上である。いくつかの実施形態では、大気圧下の充填材２５６の
直径は、約４．００インチである。他の配置構成では、大気圧下で外径は、約８．０イン
チ以下、約７．５インチ以下、または約７．０インチ以下である。さまざまな配置構成に
おいて、大気圧下で充填材２５６が有する最大全厚は、約０．０５インチ～約０．９９イ
ンチ、約０．２０インチ～約０．６０インチ、および約０．２５インチ～約０．３５イン
チである。いくつかの実施形態では、大気圧下の充填材２５６の厚さは約０．３０インチ
である。いくつかの配置構成では、大気圧下の充填材２５６の最大全厚は約１．００イン
チである。いくつかの実施形態では、大気圧下で充填材２５６の直径および厚さは、袋２
５４の直径Ｄおよび厚さＴとほぼ同じである。
【０１６２】
　引き続き図５および図６を参照すると、アダプタ２００を使用するためのいくつかのプ
ロセスは、キャップコネクタ２３０が適所に確実に収まるまで穿孔部材２２０を隔膜２１
６に通じて挿入するステップを含む。したがって、アダプタ２００とバイアル２１０との
結合は１回の単純なステップで実行できる。いくつかの場合において、医療用コネクタ２
４１は、医療用コネクタインターフェース２４０と結合される。注射器などの医療デバイ
スまたは他の器具（図示せず）は、インターフェース２４０と結合されるか、または医療
用コネクタ２４１（図４を参照）が存在する場合には、それと結合されうる。便宜上、こ
れ以降、医療用コネクタインターフェース２４０に取り付けるのに適している医療デバイ
スの一例として注射器のみを参照するけれども、アダプタ２００または医療用コネクタ２
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４１と接続する際に使用できる医療用デバイスまたは他の器具は多数ある。いくつかの場
合において、注射器はバイアル２１０と流体的に連通する位置に置かれる。いくつかの場
合において、バイアル２１０、アダプタ２００、注射器、および医療用コネクタ２４１が
存在する場合にはこの医療用コネクタ２４１は、キャップ２１４が下方（例えば、床の方
）を指すように反転される。上記の手順、またはこれらの手順の組み合わせのどれかを可
能な任意の順序で実行することができる。
【０１６３】
　いくつかの場合において、一定体積の流体がバイアル２１０から引き出されて注射器に
入れられる。上で説明されているように、バイアル２１０内の圧力は、流体が引き出され
るとともに減少する。したがって、いくつかの場合において、袋２５４内の充填材２５６
内の調節流体は、調節器流路２２５を通って、バイアル２１０内に流れ込む。いくつかの
場合において、調節流体は、フィルター２６０を通過する。いくつかの場合において、調
節流体が充填材２５６から移送されると袋２５４は萎む。いくつかの配置構成では、調節
流体が袋２５４内の充填材２５６および／または他の場所からバイアル２１０内に移送さ
れたときに、一般的に、バイアル２１０内の平衡状態は維持される。いくつかの場合にお
いて、充填材２５６からバイアル２１０内に移送される調節流体の体積は、バイアル２１
０から注射器内に引き込まれる流体の体積にほぼ等しい。
【０１６４】
　いくつかの場合において、一定体積の流体が注射器からバイアル２１０内に導入される
。例えば、いくつかの場合において、一定体積の流体が、凍結乾燥状態の薬物を戻すため
、または薬物の配合を目的としてバイアル２１０内に導入される。別の例として、いくつ
かの場合において、望んでいる量を超える量の流体が注射器によってバイアル２１０から
不注意で引き出されることもある。上で説明されているように、流体がバイアル２１０内
に導入されると、バイアル２１０内の圧力は増大する。したがって、いくつかの場合にお
いて、バイアル２１０内の調節流体は、図６において矢印で示されているように、調節器
流路２２５を通って、袋２５４内に流れ込む。いくつかの場合において、調節流体は、フ
ィルター２６０を通過する。いくつかの場合において、調節流体がバイアル２１０から移
送されると袋２５４は膨らむ。そのような場合のうちのいくつかにおいて、袋２５４が膨
らむと、それは伸長するか、展開するか、または外向きに広げられる。いくつかの実施形
態では、袋２５４は、復元力の発生を実質的に回避する十分な可撓性を有している（例え
ば、袋２５４の拡張または収縮に対抗する力）。いくつかの実施形態では、袋２５４は復
元力を行使する。いくつかの配置構成では、調節流体がバイアル２１０から袋２５４内に
移送されると、バイアル２１０内の平衡状態は維持される。いくつかの場合において、バ
イアル２１０から袋２５４内に移送される調節流体の体積は、注射器からバイアル２１０
内に導入される流体の体積にほぼ等しい。
【０１６５】
　したがって、いくつかの実施形態では、アダプタ２００は、バイアル２１０内の圧力を
維持するためにバイアル２１０から流体を引き出すステップ、またはバイアル２１０に流
体を加えるステップに対応できる。多くの場合において、バイアル２１０内の圧力の変化
は、約１ｐｓｉ以下、約２ｐｓｉ以下、約３ｐｓｉ以下、約４ｐｓｉ以下、または約５ｐ
ｓｉ以下である。
【０１６６】
　いくつかの実施形態では、ガスおよび／または蒸気を収容するためのプロセスは、穿孔
部材２２０、キャップコネクタ２３０、およびコネクタインターフェース２４０を備える
ステップを含む。一般的に、プロセスは、バイアル２１０の隔膜を穿孔部材２２０で穿孔
するステップも含む。穿孔部材２２０は、バイアル２１０内の医療流体へのアクセスも可
能にしうる。いくつかの実施形態では、プロセスは、調節器アセンブリ２５０をキャップ
コネクタ２３０またはコネクタインターフェース２４０と連結し、それにより、調節器ア
センブリ２５０とバイアル２１０とを流体的に接続するステップを含む。いくつかの実施
形態では、プロセスは、バイアル２１０内に導入される流体によって追い出されるガスお
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よび／または蒸気を貯蔵するステップも含む。いくつかの構成において、ガスおよび／ま
たは蒸気の全部または一部が、調節器アセンブリ２５０内に貯蔵される。したがって、ガ
スおよび／または蒸気－－健康にとって実質的に有害である場合がある－－は、隔離され
、一般的に、周囲環境から離して維持される。いくつかの実施形態では、プロセスは、調
節器アセンブリ２５０を脱着するステップを含むことができる。
【０１６７】
　上で説明されている実施形態およびプロセスから明らかなように、アダプタ２００によ
り、ユーザーは、バイアル２１０内の圧力を著しく変化させることなく液体をバイアル２
１０内に導入し（不要な液体および／または空気を戻すことも含めて）、液体をバイアル
２１０から引き出すことができる。すでに説明されているように、液体をバイアル内に注
入する機能は、凍結乾燥した薬物を戻す上で特に望ましい場合がある。また、前の方で説
明されているように、気泡および過剰な流体をバイアル２１０内に注入する機能も、腫瘍
薬を背景として特に望ましい場合がある。
【０１６８】
　さらに、上記の説明では、アダプタ２００のいくつかの実施形態は、外気または周囲空
気をバイアル２１０内に導入することなくバイアル２１０内の圧力を調節するように構成
されうることを示している。例えば、いくつかの実施形態では、袋２５４は、バイアル２
１０の内側と周囲環境との間に、通路ではなく、障壁として使用される実質的に不透過性
の材料を含む。アダプタ２００のいくつかの実施形態は、空気中浮遊汚染物質を患者の血
流中に導入する危険性を実質的に低減する。
【０１６９】
　上で指摘されているように、いくつかの場合において、バイアル２１０は、液体がバイ
アル２１０から取り出されたときにキャップ２１４が下方を指すように配向される。いく
つかの実施形態では、アクセス開口２４６は、キャップ２１４の底面に隣接して配置され
、これにより、バイアル２１０内の液体のほとんど、または実質的にすべてを取り出すこ
とができる。他の実施形態では、アクセス開口２４６は、穿孔部材２２０の遠位端２２３
の近くに配置される。いくつかの配置構成では、アダプタ２００は、バイアル２１０内の
液体の実質的にすべての取り出しを補助するために複数のアクセス開口２４６を備える。
【０１７０】
　図７～図１２は、アダプタ３００の別の実施形態を例示している。アダプタ３００は、
多くの点で上に説明されているアダプタ２００に類似しているか、または同一である。し
たがって、アダプタ２００の特徴を識別するために使用されている番号は、アダプタ３０
０の同様の特徴を識別するために１００だけ増分されている。この番号付けの規則は、一
般的に、これら以外の図にも適用される。本明細書の実施形態において開示されている任
意のコンポーネントまたはステップは、他の実施形態でも使用することができる。
【０１７１】
　いくつかの実施形態では、アダプタ３００は、穿孔部材３２０と、キャップコネクタ３
３０と、コネクタインターフェース３４０と、調節器アセンブリ３５０とを備える。穿孔
部材３２０、キャップコネクタ３３０、およびコネクタインターフェース３４０のいくつ
かの実施形態に関するさらなる詳細および例は、それぞれの全体が参照により本明細書に
組み込まれ、明細書の一部を成す、特許文献４に提示されている。わかりやすくするため
、バイアル２１０は図示されていない。アダプタ３００は、アダプタ２００と同様の方法
でバイアル２１０と嵌合しうる。例えば、アダプタ３００がバイアル２１０と嵌合したと
きに、穿孔部材３２０は、隔膜２１６を貫通してバイアル２１０の内側に入る。
【０１７２】
　いくつかの実施形態では、例えば、図示されている実施形態などにおいて、キャップコ
ネクタ３３０は、次いで中心部分３８１（湾曲していてもよい）を備える本体部分３８０
と中心部分３８１に取り付けられる１つまたは複数のタブ３８２（対向していてもよい）
を備える。タブ３８２のそれぞれは、本体部分３８０の中心部分３８１によってタブ３８
２の近位端で支持されうる。図示されているように、タブ３８２の遠位端はそれぞれ、タ
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ブを外向きに偏向できるように無制約にすることができる。
【０１７３】
　中心部分３８１およびタブ３８２を含む本体部分３８０は、バイアルアダプタ３００を
バイアル２１０の外面に取り外し可能に固定するのを助けることができ、バイアル２１０
からバイアルアダプタ３００を取り外しやすくするのを助けることができる。いくつかの
実施形態では、本体部分３８０は、対向するタブ３８２の対とは反対に、１つのタブ３８
２のみを画成し、単一のタブはバイアルアダプタ３００をバイアル２１０の外面に取り外
し可能に固定し、バイアル２１０からバイアルアダプタ３００を取り外しやすくするよう
に構成される。単一のタブ３８２は、本明細書で述べたものを含む、好適な構成をとりう
る。
【０１７４】
　いくつかの構成、例えば、図７Ａに例示されている構成などにおいて、穿孔部材３２０
は、本体部分３８０によって支持される。図示されているように、穿孔部材３２０は、本
体部分３８０の中心部分３８１から遠位に突出するものとしてよい。穿孔部材３２０は、
アクセス流路３４５と調節器流路３２５とを備えることができる。いくつかの実施形態で
は、調節器流路３２５は、遠位の調節器開口３２８ａから始まり、一般的に穿孔部材３２
０を通過し、コネクタインターフェース３４０から半径方向外向きに延在するルーメン３
２６を通過し、近位の調節器開口３２８で終端する（図８）。いくつかの場合において、
ルーメン３２６は、１つの方向だけにコネクタインターフェース３４０から半径方向外向
きに延在する。いくつかの場合において、ルーメン３２６は、複数の方向に、例えば、２
つの対向する方向に、コネクタインターフェース３４０から半径方向外向きに延在する。
【０１７５】
　いくつかの実施形態では、ルーメン３２６は、壁、キャップ、プラグ、ダム、コルク、
仕切り、または他のものなどの障壁３８３を備える。他の構成では、障壁３８３は、障壁
３８３を横切って流体を流せるように構成される。例えば、いくつかの場合において、障
壁３８３は、疎水性または活性炭フィルターなどのフィルターである。いくつかの構成に
おいて、障壁は、障壁を横切って流体が流れるのを抑制するか、または妨げるように構成
される。例えば、いくつかの場合において、障壁は、連続壁である。いくつかのこのよう
な構成では、障壁３８３は、調節流体がアダプタ３００から出るのをブロックする。
【０１７６】
　調節器アセンブリ３５０は、結合部３５２と、固着部材３８４と、袋３５４とを備える
ことができる。いくつかの場合において、袋は、上で説明されている充填材２５４などの
、充填材（図示せず）を備える。袋３５４は、袋開口３５７を備えることができ、これは
直線状のスリットとして図示されているが、袋の中ではほとんどどのような開口部の形態
をもとりうる。いくつかの構成において、袋３５４は、周囲で連結（例えば、熱融着）さ
れている材料の複数のシートから作製される。図８に示されているようないくつかのその
ような構成において、封止作業により、袋３５４上に周辺隆起部３５４ａが形成される。
場合によっては、袋３５４は、狭くなっている頸部を有するバルーン（カンザス州ウィチ
タ所在のＰｉｏｎｅｅｒ　Ｂａｌｌｏｏｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ社が生産する「４　Ｉｎｃｈ
　Ｒｏｕｎｄ」バルーンなど）から作製され、頸部は取り外され、袋３５４は、（袋開口
３５７を除いて）その中の容積部を取り囲むように周囲に熱融着される。いくつかの場合
において、頸部を取り外すと、図７に示されているように、袋３５９の扁平な、切り取ら
れた、または他の何らかの形の非対称部分が形成される。
【０１７７】
　いくつかの実施形態では、固着部材３８４は、結合部３５２を袋３５４と連結する。例
えば、いくつかの場合に、固着部材３８４は、両面接着剤、例えば、１つの接着面が結合
部３５２に面し、１つの接着面が袋３５４に面している部材を備える。例示されている実
施形態では、固着部材３８４は、接着性第１表面３８４ａおよび接着性第２表面３８４ｂ
を備える。図示されているように、固着部材３８４は、開口３８４ｃを備えることができ
る。いくつかの実施形態では、固着部材３８４は、厚さ約０．０１５インチである。いく
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つかの実施形態では、固着部材３８４の厚さは、少なくとも０．０１インチ、および／ま
たは約０．０３インチ以下である。
【０１７８】
　いくつかの実施形態では、固着部材３８４は、例えば、固着部材３８４と結合部３５２
と固着部材３８４と袋３５４との間の接続部に弾力性をもたらすことができる可撓性材料
から作られる。そのような弾力性により、結合部３５２を袋３５０に相対的にわずかに移
動させることができる。同様に、そのような弾力性により、調節器アセンブリ３５０をア
ダプタ３００の残りの部分と接続するプロセスなどの調節器アセンブリ３５０の操作時に
袋３５４が裂けたり、破れたり、または他の何らかの形で破損する可能性を少なくするこ
とができる。いくつかの構成において、固着部材３８４は、発泡体（例えば、ウレタン、
ポリエチレン、または他の材料）、非硬質プラスチック、ゴム、紙、または布（例えば、
綿）材料である。いくつかの態様において、固着部材３８４は、両面発泡体テープからな
る。
【０１７９】
　いくつかの場合において、結合部３５２は基部３８５とカバー３８６とを備え、これは
さらに外面３８６ａを備えることができる（図８）。いくつかの実施形態では、固着部材
３８４は、外面３８６ａに接着するか、または他の何らかの形で連結するように構成され
る。いくつかの実施形態では、固着部材３８４は、袋３５４に接着するか、または他の何
らかの形で連結するように構成される。固着部材３８４と外面３８６ａとの接続部、さら
には固着部材３８４と袋３５４との間の接続部は、結合部３５２と袋３５４との間を通る
流体が漏出するのが防止されるように実質的に流体密（例えば、気密）になっている。い
くつかの実施形態では、固着部材３８４と結合部３５２との間、および固着部材３８４と
袋３５４との間の接続部は、実質的に永久的であり、これらのコンポーネントが連結され
ると、これらは分離されることを意図されていない。いくつかの実施形態では、固着部材
３８４と結合部３５２との間、および固着部材３８４と袋３５４との間の接続部は、一時
的であるか、または脱着可能であるように構成される。
【０１８０】
　図８に示されているように、フィルター３６０は、基部３８５とカバー３８６との間に
収納されうる。カバー３８６は、フィルター３６０を通って流れることが許されている流
体の実質的にすべてがカバー３８６内に形成されている開口部３８７を通って流れるよう
に、基部３８５によって実質的に封止可能に受け入れられうる。基部３８５およびカバー
３８６は、プラスチックまたは金属などの、任意の好適な材料から形成されうる。いくつ
かの実施形態では、結合部３５２の周囲は、正方形、三角形、多角形、または他の好適な
もしくは所望の形状などの、非円形の形状を画成する。
【０１８１】
　カバー３８６は、接着剤、超音波溶接、または別の他の同様な、もしくは好適な手段を
用いて基部３８５にプレス嵌めされるか、または他の何らかの方法で取り付けることがで
きる。例えば、図１２に例示されているように、カバー３８６は、１つまたは複数の超音
波溶接３８８により基部３８５に取り付けることができる。カバー３８５および基部３８
６は、カバー３８５の環状突起部３８９が基部３８５上の環状突起部３９０に隣接するよ
うに一緒に連結されうる。突起部３９０は、組み立てられた構成でカバー３８６上に形成
された突起部３８９と重なりうる段付きの、または伸長されたリップ部３９０ａを有する
ことができる。基部３８５およびカバー３８６は、金属またはプラスチックなどのさまざ
まな材料から作ることができる。いくつかの場合において、基部３８５およびカバー３８
６はポリカーボネートプラスチックから作られる。
【０１８２】
　いくつかの実施形態では、フィルター３６０の断面積は、近位調節器開口３２８の断面
積より実質的に大きい。このような構成は、調節流体がフィルター３６０を通って流れる
速度を増加させ、これにより、バイアル２１０への流体の導入またはバイアル２１０から
の引き出しを補償する十分な調節流体を供給することができる。上で説明されているよう
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に、十分な調節流体を供給することで、バイアルの内側と外側との間の圧力勾配（例えば
、真空）を抑制または回避することができ、また注射器のプランジャにかかる復元力を低
減するか、または排除することができる。いくつかの実施形態では、フィルター３６０の
断面積は、近位調節器開口３２８の断面積より少なくとも約５倍大きい。いくつかの実施
形態では、フィルター３６０の断面積は、近位の調節器開口３２８の断面積より約２倍～
約９倍大きいか、またはこれらの範囲内のいずれかの値からいずれかの値の範囲にある。
同様に、いくつかの実施形態では、フィルター３６０の断面積は、遠位調節器開口３２８
ａの断面積より約４００倍大きいものとしてよい。いくつかの実施形態では、フィルター
３６０の断面積は、遠位の調節器開口３２８ａの断面積より約１００倍～約２５０倍大き
いか、約２５０倍～約４００倍大きいか、約４００倍～約５５０倍大きいか、またはこれ
らの範囲内のいずれかの値からいずれかの値の範囲にある。
【０１８３】
　フィルター３６０は、バイアルアダプタ３００内に流れ込む流体からの汚れまたは他の
破片、病原菌、ウイルス、細菌、および／または他の形態の汚染などの粒子状物質を取り
除くか、または減少させるように構成されうる。フィルター３６０は、任意の好適なフィ
ルター材料から形成することができる。いくつかの実施形態では、フィルター３６０は疎
水性を有するものとしてよく、その平均細孔サイズは、約０．１ミクロン、または約０．
１ミクロン～約０．５ミクロンであってよい。
【０１８４】
　図９に例示されているように、いくつかの構成において、結合部３５２は、近位の調節
器開口３２８内に受け入れることができる。いくつかの実施形態では、基部３８５から延
在する突起部３８５ａ（例えば、ボス）は、近位の調節器開口３２８内、またはその外周
に実質的に封止可能に受け入れられるように構成される。突起部３８５ａは、一般的に、
調節器経路を画成することができる。いくつかの実施形態では、突起部３８５ａは、近位
の調節器開口３２８内に圧入され、突起部３８５ａと近位の調節器開口３２８との間に一
般的に封止された接続部を形成する。いくつかの実施形態では、接着剤、溶接、または他
の材料もしくは特徴を使用して、突起部３８５ａと近位の調節器開口３２８との間に接続
部を設けることができる。いくつかの場合において、突起部３８５ａおよび近位の調節器
開口３２８は、溶媒で固着される。突起部３８５ａは十分な壁厚さおよび直径を有するサ
イズおよび構成を有するものとすることができ、それによって、突起部３８５ａが結合部
３５２とうっかり接触することによって使用中に不注意に壊れることのないことを確実に
する。いくつかの実施形態では、調節器経路は、突起部３８５ａが近位の調節器開口３２
８に接続されたときに調節器流路４２５と流体的に連通するものとしてよい。
【０１８５】
　開口部３８７ａは、基部３８５とカバー３８６との間を流れる流体が、開口部３８７ま
たは３８７ａを通って流れる前にフィルター３６０によって濾過されるように、突起部３
８５ａを貫通するように形成されうる。突起部３８５ａを貫通するように形成された開口
部３８７ａ、さらにはカバー３８６内に形成された開口部３８７のサイズは、十分な量の
流体流がフィルター３６０を確実に通るように設計されうる。近位の調節器開口３２８の
直径は、突起部３８５ａの任意の所望の、または好適な外径に対応できるように調整され
うる。
【０１８６】
　図１０、１１、および１２を参照すると、カバー３８６は、それを貫通する１つまたは
複数の開口部３９１ａを有する第１の内側環状突起部３９１と、それを貫通する１つまた
は複数の開口部３９２ａを有する第２の内側環状突起部３９２と、外側環状突起部３８９
とを有することができることがわかる。いくつかの実施形態では、カバー３８６が、基部
３８５およびフィルター３６０とともに組み立てられるときに、環状突起部３８９、３９
１、３９２、および開口部３９１ａ、３９２ａは、カバー３８６の内面とフィルター３６
０の表面との間に一定体積の空間３９３を形成し、そこに、フィルター３６０を通過する
前または後に調節流体が流れ込み、循環することができる。同様に、基部３８５は、それ
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を貫通する１つまたは複数の開口部３９４ａを有する第１の内側環状突起部３９４と、そ
れを貫通する１つまたは複数の開口部３９５ａを有する第２の内側環状突起部３９５と、
外側環状突起部３９０とを有することができる。いくつかの実施形態では、基部３８５が
、カバー３８６およびフィルター３６０とともに組み立てられるときに、環状突起部３９
０、３９４、３９５、および開口部３９４ａ、３９５ａは、基部３８６の内面とフィルタ
ー３６０の表面との間に一定体積の空間３９６を形成し、そこに、フィルター３６０を通
過する前または後に調節流体が流れ込み、循環することができる。いくつかの構成では、
調節流体は、フィルター３６０の実質的に表面領域全体にアクセスできる。
【０１８７】
　いくつかの実施形態では、調節流体は、カバー３８６内に形成されている開口部３８７
を通してカバー３８６とフィルター３６０との間に画成された空間３９３内に流れ込み、
フィルター３６０を通り、フィルター３６０と基部３８５との間に画成された空間３９５
内に流れ込み、基部３８５内に形成された開口部３８５ａを通り、近位の調節器開口３８
２を通り、バイアルアダプタ３００内に形成された調節器流路３２５内に流れ込むものと
してよい。同様に、いくつかの実施形態では、調節流体は、バイアルアダプタ３００内に
形成された調節器流路３２５を通り、近位の調節器開口３８２を通り、基部３８５内に形
成された開口部３８５ａを通り、フィルター３６０と基部３８５との間に画成された空間
３９５内に流れ込み、フィルター３６０を通り、カバー３８６とフィルター３６０との間
に画成された空間３９３内に流れ込み、カバー３８６内に形成された開口部３８７を通っ
て流れる。いくつかの場合において、開口部３８７は、外気と流体的に連通している。
【０１８８】
　いくつかの場合において、環状突起部３９０、３９４、３９５は、基部３８５およびカ
バー３８６に対してフィルター３６０の形状および位置を保持するように構成される。例
えば、環状突起部３９０は、フィルター３６０を基部３８５およびカバー３８６のほぼ半
径方向中心に維持するように構成することができ、これにより、流体がフィルター３６０
の周りを通る（貫通するのではなく）確率を小さくすることができる。いくつかの構成で
は、環状突起部３９４、３９５は、調節流体がフィルター３６０を通過するときにフィル
ター３６０が凹形になるのを実質的に抑制するように構成され、これにより、フィルター
３６０が破れたり、または他の何らかの損傷を受ける可能性を少なくすることができる。
【０１８９】
　いくつかの実施形態では、アダプタ３００は、モジュール式構成をとる。このような構
成は、例えば、アダプタ３００の１つまたは複数の部品を標準化することによって生産性
を高め、ユーザーの利便性を向上させることができる。例えば、いくつかの場合において
、穿孔部材３２０、キャップコネクタ３３０、コネクタインターフェース３４０、および
結合部３５２の構成は、医療デバイスとバイアル２１０との間を移送される流体の体積に
関係なく実質的に変更はない。このような標準化を行うことで、例えば、アダプタ３００
の機能を維持しながら、購入、保管、および在庫調査すべき固有のコンポーネントの数を
減らすことができる。
【０１９０】
　いくつかのモジュール式実施形態では、アダプタ３００は、第１の部分（例えば、穿孔
部材３２０、キャップコネクタ３３０、コネクタインターフェース３４０、および結合部
３５２、すなわち図９に示されているようなもの）および第２の部分（例えば、袋３５４
）を備える。いくつかの実施形態では、第１の部分は、第１の配置構成においては第２の
部分から分離し、離間して並び、第２の配置構成においては、第２の部分と接続される。
いくつかの実施形態では、袋３５４のさまざまな構成（例えば、サイズ）をアダプタ３０
０の残りの部分の共通構成と合わせることができる。例えば、いくつかの実施形態では、
袋３５４の２０ｍＬ、４０ｍＬ、および６０ｍＬの構成は、それぞれ、アダプタ３００の
残りの部分の共通構成と接続可能である。いくつかの実施形態では、袋３５４の構成は、
アダプタ３００の残りの部分を変えずに、選択可能である。いくつかの場合において、袋
３５４の構成は、医療デバイス（例えば、注射器）とバイアル２１０との間で移送される
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流体の体積に基づき選択される。例えば、流体約２５ｍＬが医療デバイスからバイアル２
１０内に移送される場合、約２５ｍＬ以上の流体を収容することができる袋３５４の構成
を選択し、アダプタ３００の残りの部分に接続することができるが、異なる体積の流体が
医療デバイスからバイアル２１０内に移送されると判定された場合、袋３５４の選択は、
アダプタ３００の残りの部分を変更しなくても変更することができる。
【０１９１】
　いくつかのモジュール式実施形態は、袋３５４と接続することなく濾過された、または
他の何らかの形で浄化された調節流体をすぐに供給することができる。例えば、いくつか
の実施形態では、結合部３５２のカバー３８６の開口部３８７は外気と流体的に連通して
おり、これにより、穿孔部材３２０がバイアル２１０内に配設され、流体がアクセス流路
３４５を通して引き出されるときに、濾過された空気を結合部３５２を通じ、調節器流路
３２５を通じ、そしてバイアル２１０内に供給する。いくつかの場合において、アダプタ
３００は、袋３５４および／または固着部材３８４を備えていない。いくつかの実施形態
では、ルーメン３２６は、濾過された、または他の何らかの方法で浄化された調節流体供
給源と接続するように構成される。例えば、ルーメン３２６は、殺菌された空気のタンク
と流体的に連通している管と接続するように構成されうる。
【０１９２】
　いくつかの実施形態では、バイアルアダプタ３００を製造するプロセスは、第１のアセ
ンブリに穿孔部材３２０、キャップコネクタ３３０、およびコネクタインターフェース３
４０を形成するステップを含む。例えば、いくつかの実施形態では、穿孔部材３２０、キ
ャップコネクタ３３０、およびコネクタインターフェース３４０は、同じ作業（例えば、
成形、機械加工、または他の工程）で生産される。プロセスは、結合部３５２を形成する
ステップを含むこともできる。例えば、いくつかの構成では、基部３８５およびカバー３
８６は、上で説明されているように、フィルター３６０を間に有して組み立てられる。い
くつかの実施形態では、プロセスは、図９に示されているように、結合部３５２をルーメ
ン３２６と嵌合させるステップをも含む。さらに、プロセスは、固着部材３８４をカバー
３８６の外面３８６ａと連結するステップを含むことができる。いくつかの場合において
、固着部材３８４は袋３５４と連結される。図７に示されているように、ルーメン３２６
、基部内の開口部３８７ａ、カバー３８６内の開口部３８７、および袋開口３５７の位置
合わせをし、それにより、調節流体がバイアル２１０と袋３５４との間に流れるようにす
ることができる。
【０１９３】
　いくつかの場合において、バイアルアダプタ３００を製造するプロセスは、例えば、個
別のサブアセンブリでアダプタ３００を生産することを可能にすることができ、これによ
り、生産性が向上する。例えば、第１のサブアセンブリは、穿孔部材３２０、キャップコ
ネクタ３３０、およびコネクタインターフェース３４０を備え、第２のサブアセンブリは
、結合部３５２（基部３８５、カバー３８６、およびフィルター３６０）を備え、第３の
サブアセンブリは、袋３５４および固着部材３８４を備えることができる。もちろん、他
のサブアセンブリも企図され、例えば、第２のサブアセンブリは、結合部３５２および固
着部材３８４を備えることができる。いくつかの場合において、サブアセンブリの１つま
たは複数は、別々にユーザー（例えば、医療従事者）に供給される。
【０１９４】
　図１３、図１４、および図１５は、アダプタ４００の別の実施形態を例示している。ア
ダプタ４００は、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまた
は部分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有するものとし
てよい。いくつかの実施形態では、アダプタ４００は、穿孔部材４２０、キャップコネク
タ４３０、コネクタインターフェース４４０、および調節器アセンブリ４５０を備える。
例示されている実施形態では、キャップコネクタ４３０は、プラットフォーム４３９を備
える。
【０１９５】
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　穿孔部材４２０は、遠位端４２３を有するシース４２２を備える。図示されているよう
に、穿孔部材４２０は、比較的短く（図５および図６の穿孔部材２２０に比べて）、その
ため、上で説明されているように、強度が高められ、バイアル２１０が逆転されたときに
バイアル２１０の頸部領域から流体を抽出しやすくなるものとしてよい。また、図示され
ているように、穿孔部材４２０は、アクセス流路４４５と調節器流路４２５とを有し、ア
クセス流路４４５と調節器流路４２５のそれぞれは穿孔部材４２０の遠位端４２３の近く
で終端する。
【０１９６】
　図示されているように、キャップコネクタ４３０はルーメン４２６を備えることができ
、これにより、調節器流路４２５はキャップコネクタ４３０を通る経路を辿る。ルーメン
４２６は、接続部材４２９を半径方向外向きに貫通している。例示されている接続部材４
２９は、滑りばめフランジであるが、他の多くの構成も企図され、ネジ山、圧入、バーブ
接続、または他の手段などがある。疎水性を有することができるフィルター４６０は、ル
ーメン４２６内に配設される。調節器アセンブリ４５０は、環状ワッシャ４５１、結合部
４５２、袋４５４、および充填材４５６を備える。接合部４５２は、接合部４５２を貫通
する通路４５３と、外向きに延在するフランジ４６１とを備える。結合部４５２は、袋４
５４の内側のフランジ４６１とともに、袋開口４５７を介して位置決めされる。ワッシャ
４５１は、袋４５４の外部に位置決めされ、一般的には、フランジ４６１に対向する。い
くつかの場合において、袋４５４は、ワッシャ４５１とフランジ４６１との間で圧縮され
るか、または他の何らかの形で保持される。例えば、いくつかの実施形態では、結合部４
５２の外側にネジが切られており、環状ワッシャの中心部には、それに対応してネジが切
られ、これにより、ワッシャを結合部４５２に螺合させ、袋４５４をワッシャ４５１とフ
ランジ４６１との間に押し込むことができる。図示されているように、結合部４５２は、
接続部材４２９内に受け入れられ、これにより、袋４５４は調節器流路４２５を通してバ
イアル２１０と流体的に連通する。
【０１９７】
　図１３では、袋４５４は初期状態で示されており、これは、例えば、調節器アセンブリ
４５０が最初にキャップコネクタ４３０と接続されたときの袋４５４の状態であるものと
してよい。充填材４５６は、殺菌された空気などの一定体積の調節流体を収容することが
できる。図示されているように、この実施形態では、充填材４５６はこの状態において袋
４５４の容積を実質的に満たす。いくつかの態様では、袋４５４は充填材４５６の形状に
実質的に従う。
【０１９８】
　図１４において、袋４５４は、少なくとも部分的に膨らまされた状態で示されており、
これは、例えば、一定体積の流体がアクセス流路４４５を通してバイアル２１０内に導入
された後の袋４５６の状態であってよい。流体のこのような導入により、一般的に図１４
において矢印で示されているように、バイアル２１０内の一定体積の調節流体が調節器流
路４２５、ルーメン４２６、フィルター４６０、接続部材４２９、通路４５３、袋開口４
５７を通り、袋４５４内に入る。多くの実施形態においてフィルター４６０は、バイアル
２１０内の液体が袋４５４に入るのを実質的にブロックする。図示されているように、調
節流体のこのような移送は袋４５４を拡張しうる。いくつかの実施形態では、例えば、図
示されている実施形態などにおいて、充填材４５６は、袋４５４が拡張するのといっしょ
に拡張するように構成される。
【０１９９】
　図１５では、袋４５４は少なくとも部分的に萎まされた状態で示されており、これは、
例えば、一定体積の流体がアクセス流路４４５を通してバイアル２１０から引き出された
後の袋４５６の状態であってよい。流体がこのように引き出されることで、一般的に図１
５において矢印で示されているように、袋４５４内の一定体積の調節流体が袋開口４５７
、通路４５３、接続部材４２９、フィルター４６０、ルーメン４２６、調節器流路４２５
を通り、バイアル２１０内に入る。図示されているように、調節流体のこのような移送は
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、袋４５４を少なくとも部分的に萎ませることができる。いくつかの実施形態では、図示
されている実施形態などにおいて、充填材４５６は袋４５４が萎むにつれて圧縮されるよ
うに構成される。図示されているように、いくつかの配置構成では、充填材４５６は、（
萎んだ状態であっても）袋４５４に対する構造骨組となるように構成され、これは袋４５
４が弛むのを抑制することができる。いくつかの実施形態では、袋３５４は、袋４５４の
弛みを抑制するのに十分な剛性を有する材料を含む。
【０２００】
　さまざまな実施形態において、アダプタ４００は、図１３、図１４、および図１５に例
示されているさまざまな状態間を遷移するように構成される。いくつかの場合において、
アダプタ４００は図１３に例示されている状態から始まり、図１４に例示されている状態
に遷移する（例えば、流体は、注射器からバイアル２１０に導入される）。いくつかの場
合において、アダプタ４００は図１３に例示されている状態から始まり、図１５に例示さ
れている状態に遷移する（例えば、流体は、バイアル２１０から注射器に引き出される）
。いくつかの場合において、アダプタ４００は図１３に例示されている状態から始まり、
図１４に例示されている状態に遷移し、図１５に例示されている状態に遷移する（例えば
、流体は、注射器からバイアル２１０に導入され、次いで導入されたのよりも大きな体積
の流体がバイアル２１０から注射器に引き出される）。いくつかの場合において、アダプ
タ３００は図１３に例示されている状態から始まり、図１５に例示されている状態に遷移
し、図１４に例示されている状態に遷移する（例えば、流体は、バイアル２１０から注射
器に引き出され、次いで引き出されたのよりも大きな体積の流体がバイアル２１０内に導
入される）。
【０２０１】
　図１６は、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部
分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができる
アダプタ５００の一実施形態を例示している。アダプタ５００は、結合部５５２内に配置
されているフィルター５６０を備える。それに加えて、アダプタ５００は、断面が実質的
に丸い充填材５５６を備える。いくつかの実施形態では、充填材５５６は回転楕円体であ
る。他の実施形態では、充填材５５６は実質的に円筒形である。また、アダプタ５００は
、袋５５４とフランジ５６１を有する結合部５５２とを備える。図示されているように、
袋５５４は、例えば、溶着、接着、または他の方法で、フランジ５６１に連結されうる。
いくつかの実施形態では、充填材５５６は、フランジ５６１とも連結され、これにより、
結合部５５２に対して袋５５４を静止状態に置きやすくなる。いくつかの配置構成では、
充填材５５６は、バイアル２１０と袋５５４との間を通るガスに対する二次フィルターと
して働く。例えば、いくつかの場合において、フィルター５６０を通過したいくつかの不
純物が、そのような不純物が袋５５４内に入り込む前に充填材５５６によって捕捉される
。いくつかの配置構成では、充填材５５６は、フィルター５６０に対して前置フィルター
として働き、これにより、フィルター５６０を通過してバイアル２１０内に入る不純物の
量を減少させる。
【０２０２】
　図１７は、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部
分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができる
アダプタ６００の一実施形態を例示している。アダプタ６００は、充填材ではなく、また
は充填材に加えて、内部構造を備える袋６５４を備える。このような内部構造は、調節流
体の初期供給を行うために、例えば、袋６５４が完全に萎んでしまうのを抑制するか、ま
たは防止することができる。例示されている実施形態では、内部構造は、複数の内向きに
延在する細長部材６６２を備える。いくつかの構成では、細長部材は、一般的に可撓性を
有する。他の構成では、細長部材は、実質的に硬質である。図示されているように、細長
部材６６２は、袋６５４が萎むと互いに接触し、干渉し合い、このことにより袋６５４が
完全に萎むことを妨げることができる。いくつかの実施形態では、調節流体は、空隙６６
３の網の中に貯蔵され、これはバイアル２１０に調節流体を供給するための最初にすぐに
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利用可能な供給源となる。いくつかのこのような配置構成において、空隙６６３は、細長
部材６６２の間に配置される。
【０２０３】
　他の実施形態は、他のさまざまなタイプの内部構造を備える。例えば、いくつかの実施
形態では、内部構造は、複数の内部に突き出たバンプ、隆起部、リング、半球、または同
様のものを含む。いくつかの実施形態では、初期構造は、袋６５４をいくつかのセグメン
トに分割する。例えば、いくつかの構成において、内部構造は、袋６５４を第１の部分と
第２の部分とに分割する膜であり、それぞれ一定量の調節流体を含むことができる。いく
つかの配置構成では、袋６５４が容積を変えたときに、第１の部分内の調節流体の量は、
第２の部分に比べて速く変化（例えば、減少）する。いくつかの構成において、第１の部
分および第２の部分は、弁によって流体的に接続される。いくつかのこのような構成では
、調節流体が第２の部分から第１の部分内に、これら部分間の所望の圧力差が達成された
後に流れ込むことが、弁によって許容される。いくつかの場合において、第１の部分は、
第２の部分が膨らみ始めるか、または萎み始める前に完全に膨らむか、または萎む。
【０２０４】
　アダプタ７００の別の実施形態が、図１８に例示されている。アダプタ７００は、本明
細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部分と同じであるか
、または類似しているコンポーネントまたは部分を有するものとしてよい。例示されてい
る実施形態では、アダプタ７００は、穿孔部材７２０、キャップコネクタ７３０、コネク
タインターフェース７４０、および複数の調節器アセンブリ７５０、７５０’を備える。
いくつかの実施形態では、拡張アセンブリ７５０、７５０’は、それぞれ、袋７５４、７
５４’および充填材７５６、７５６’を備える。いくつかの実施形態では、図示されてい
る実施形態などにおいて、穿孔部材７２０、キャップコネクタ７３０、およびコネクタイ
ンターフェース７４０は、実質的にモノリシックである。いくつかの実施形態では、それ
ぞれの袋７５４、７５４’は、接着剤、パイプクランプ、止め輪、またはその他などでキ
ャップコネクタ７３０と接続する。
【０２０５】
　いくつかの構成では、複数の調節器アセンブリ７５０、７５０’は、単一の調節器アセ
ンブリよりも大きな総体積の調節流体を供給する。いくつかの実施形態では、調節流体の
体積は、複数の調節器アセンブリ７５０、７５０’の間で分割されるため、例えば単一の
調節器アセンブリの実施形態と比較すると、調節器アセンブリ７５０、７５０’（および
したがってアダプタ６００全体）のそれぞれのサイズは縮小される。さらに、調節器アセ
ンブリ７５０、７５０’は、アダプタ６００の残りの部分に対して対称的な間隔で並べる
ことができ、それにより、安定性が高まり、ひっくり返る可能性が減少する。
【０２０６】
　さまざまな実施形態は、さまざまな数の調節器アセンブリを有する。例えば、いくつか
の実施形態は、３つ以上の調節器アセンブリを有する。いくつかの実施形態は、少なくと
も４つの調節器アセンブリを有する。一般的に、調節器アセンブリは、アダプタ７００の
周囲に等間隔で放射状に並べられるか、またはアダプタ７００の安定性を向上させる他の
何らかの形で位置決めされる。
【０２０７】
　いくつかの構成において、穿孔部材７２０がバイアル２１０内に配設されるときに、調
節器アセンブリ７５０、７５０’のそれぞれの内部は、外向きに延在する通路７２８、７
２８’および調節器流路７２５を介してバイアル２１０と流体的に連通する。したがって
、流体が、アクセス流路７４５を通じてバイアル２１０から引き出されるときに、調節流
体は、調節器アセンブリ７５０、７５０’のそれぞれからバイアル２１０内に流れ、それ
により、バイアル２１０内の平衡状態を維持することができる。同様に、流体が、アクセ
ス流路７４５を通じてバイアル２１０内に導入されるときに、調節流体は、バイアル２１
０から調節器アセンブリ７５０、７５０’のそれぞれの中に流れ込み、それにより、バイ
アル２１０内の平衡状態を維持することができる。
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【０２０８】
　いくつかの実施形態では、調節器アセンブリ７５０、７５０’はタンデムで動作し、例
えば、実質的に同時に、またほぼ等しい量の容積の変化を示す。例えば、いくつかの場合
において、約５．０ｍＬの流体がバイアル２１０から引き出されるときに、約２．５ｍＬ
の調節流体が調節器アセンブリ７５０からバイアル２１０内に流れ込み、それと同時に、
約２．５ｍＬの調節流体が調節器アセンブリ７５０’からバイアル２１０内に流れ込む。
【０２０９】
　いくつかの実施形態では、調節器アセンブリ７５０、７５０’はタンデムでは動作しな
い。例えばいくつかの配置構成では、調節器アセンブリ７５０、７５０’は直列で動作す
る。いくつかのそのような場合において、第１の調節器アセンブリは、第２の調節器アセ
ンブリが拡張する動作または萎む動作を開始する前に完全に拡張するか、または完全に萎
む。いくつかの場合において、第１の調節器アセンブリは、最初に容積を変化させ、次い
で、条件が満たされた後、第２の調節器アセンブリが容積を変える。場合によっては、条
件は第２の調節器アセンブリの内部とバイアル２１０との間の特定の圧力差（例えば、少
なくとも約１ｐｓｉ、少なくとも約２ｐｓｉ、または少なくとも約５ｐｓｉ）である。い
くつかの構成において、弁（例えば、ダックビル弁）は、条件が満たされたときに開くよ
うに構成される。
【０２１０】
　図１９は、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部
分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができる
アダプタ８００の一実施形態を例示している。アダプタは、シール８６４、カウンタウエ
イト８３１、およびキー溝付き結合部８５２を有する調節器アセンブリ８５０を備える。
本明細書で使用されている「キー溝付き結合部」は、広義の普通の意味で使用され、１つ
または複数の向きで別の結合部と合わさるように構成された形状を有する結合部を含む。
さらに、アダプタ８００の例示されている実施形態は、充填材を含まない。このようない
くつかの実施形態では、アダプタ８００は、袋８５４が完全に萎む（例えば、約ゼロの容
積を囲む）のを実質的に抑制する十分な剛性を有する袋８５４を備える。
【０２１１】
　いくつかの実施形態では、シール８６４は、調節器アセンブリ８５０から調節流体が意
図せず出てしまうこと、および／または外気が調節器アセンブリ８５０内に意図せず入り
込んでしまうことを抑制するか、または防止するように構成される。例えば、図示されて
いる実施形態において、調節器アセンブリ８５０がアダプタ８００の残りの部分と接続さ
れる前に、シール８６４は、一般的に、調節器アセンブリ８５０内に収容されている初期
体積の調節流体（周囲圧力より高い圧力下にありうる）が周囲環境に漏出しないようブロ
ックする。それに加えて、シール８６４は、一般的に、微生物または不純物を含む可能性
のある外気が、調節器流体８５０内に入るのをブロックすることができる。
【０２１２】
　例示されている実施形態では、シール８６４はスリット８６５が入っている膜を備える
。いくつかの場合において、例えば、調節器アセンブリ８５０がアダプタ８００と接続さ
れ、流体がアクセス流路８４５を通して導入されるか、または引き出されるときに、バイ
アル２１０と袋８５４との間の圧力差により、スリット８６５が開き、それにより、調節
流体を調節器アセンブリ８５０とバイアル２１０との間に流すことができる。さまざまな
他の種類および構成のシール８６４が企図される。例えば、いくつかの実施形態では、シ
ール８６４は、ダックビル弁である。別の例として、いくつかの実施形態では、シール８
６４は、特定の圧力差（例えば、少なくとも約１ｐｓｉ、少なくとも約２ｐｓｉ、少なく
とも約５ｐｓｉ）で破裂するように構成された実質的に連続的な（例えば、スリットのな
い）膜を備える。
【０２１３】
　図示されている実施形態において、シール８６４は結合部８５２内に配置される。他の
いくつかの実施形態では、シール８６４は代替的配置に配設される。例えば、シール８６
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４は通路８２６内に配置されうる。いくつかの配置構成では、シール８６４は、流体がア
クセス流路８４５を通して導入されるか、または引き出されるときに、アダプタ８００か
ら取り外されるか、または脱着されるように構成される。例えば、いくつかの場合に、流
体がアクセス流路８４５を通してバイアル２１０から引き出されるときに、シール８６４
は調節器流路８２５から取り外され、それにより、調節流体がバイアル２１０に流れ込む
ようにできる。いくつかのそのような場合において、シール８６４はタブまたはステッカ
ーである。いくつかのそのような場合において、シール８６４は、アダプタ８００から分
離してバイアル２１０内に落ち込む。
【０２１４】
　図示されているように、アダプタ８００のいくつかの構成はキャップコネクタ８３０を
備え、次いで、これはカウンタウエイト８３１を備える。カウンタウエイト８３１は、例
えば、嵌合したバイアル２１０およびアダプタ８００の安定性を高め、この組み合わせが
ひっくり返る可能性を減じることができる。いくつかの配置構成では、カウンタウエイト
８３１は、調節器アセンブリ８５０がアダプタ８００に接続されたときに実質的にアダプ
タ８００の軸上の中心線上にアダプタ８００の重心を置くように構成される。いくつかの
配置構成では、カウンタウエイト８３１は、外向きに延在する接続部材８２９と、初期構
成における調節器アセンブリ８５０の質量と、の和にほぼ等しい質量を有する。いくつか
の場合において、カウンタウエイト８３１は、軸上の中心線の、調節器アセンブリ８５０
と反対の側に一般的に配置される材料の質量を含む。いくつかの場合において、カウンタ
ウエイト８３１は、軸上の中心線の、調節器アセンブリ８５０と同じ側に少ない質量の領
域（例えば、溝、切欠、またはより薄い壁）を含む。
【０２１５】
　結合部８５２のさまざまな例の断面図を示す図２０Ａ～図２０Ｆに示されているように
、結合部８５２は、キー溝付きであるか、または他の何らかの特別な形状を有するものと
してよい。接続部材８２９は、典型的には、対応するキー溝付きであるか、または他の何
らかの特別な形状を有するものとしてよい。このような構成は、与えられたアダプタ８０
０と接続することができる調節器アセンブリ８５０に信号を送るか、制御するか、または
制限するために有益な場合がある。例えば、比較的大きな調節器アセンブリ８５０（例え
ば、最初に少なくとも約１００ｍＬの調節流体を収容している）は、比較的小さなアダプ
タ８００（例えば、約３ｍＬ未満の流体を収容するバイアル２１０と嵌合するサイズおよ
び構成を有する）と嵌合しないようにキー溝を付けることができる。いくつかの場合にお
いて、大きな調節器アセンブリと小さなバイアルとの組み合わせは不安定な場合があり、
転倒する傾向が強く、したがって望ましくないであろう。しかし、適切なサイズのアダプ
タ８００とのみ嵌合するような調節器アセンブリ８５０のキー溝のサイズによって、その
ような問題を軽減するか、または回避することができる。さまざまな実施形態において、
結合部８５２はオスまたはメスとすることができ、接続部材８２９はそれに対応してメス
またはオスとすることができる。
【０２１６】
　さまざまなタイプのキー溝付き結合部８５２が企図される。いくつかの実施形態では、
結合部８５２の形状は、アダプタ８００の残りの部分に対して調節器アセンブリの回転を
抑制するか、または防止する。例えば、図２０Ａに示されているように、結合部８５２は
実質的に矩形であってよい。接続部材８２９は、それに対応して、結合部８５２と嵌合可
能に係合する矩形とすることができる。同様に、図２０Ｂに示されているように、結合部
８５２は実質的に菱形であってよい。接続部材８２９は、それに対応して、結合部８５２
と嵌合可能に係合する菱形とすることができる。同様に、図２０Ｃに示されているように
、結合部８５２は、切欠、溝、バンプ、または同様のものを含みうる。接続部材８２９は
それに対応して、結合部８５２の切欠、溝、バンプ、または同様のものと嵌合可能に係合
する形とすることができる。
【０２１７】
　いくつかの実施形態では、結合部８５２の形状は、アダプタ８００の残りの部分に対し
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て調節器アセンブリ８５０の向きを画定する。例えば、図２０Ｃに例示されている実施形
態では、結合部８５２（およびしたがって調節器アセンブリ８５０）は、可能な２つの向
きでのみ接続部材８２９と嵌合するように構成される。いくつかの実施形態では、図２０
Ｄ、２０Ｅ、および２０Ｆに例示されている実施形態などにおいて、結合部８５２（およ
びしたがって調節器アセンブリ８５０）は、可能な単一の向きでのみ接続部材８２９と嵌
合するように構成される。
【０２１８】
　いくつかの実施形態は、結合部８５２と接続部材８２９の嵌合による係合が達成された
ことをユーザーに警告するフィードバックをもたらす。例えば、いくつかの場合に、結合
部８５２と接続部材８２９との間の接続部は、係合したことを触覚で知らせることができ
る戻り止め機構、例えば、ボール戻り止めを備える。いくつかの実施形態は、音響信号、
例えば、クリック音、スナップ音、または同様の音を含み、これにより、係合したことを
示す。
【０２１９】
　いくつかの実施形態では、結合部８５２と接続部材８２９を、その後の分離を抑制また
は防止するようにリンクする。例えば、いくつかの配置構成は、結合部８５２および接続
部材８２９の一方または両方において接着剤を含み、嵌合による係合で結合部８５２と接
続部材８２９を一緒に接着する。いくつかの他の配置構成では、結合部８５２と接続部材
８２９の嵌合による係合で、一方向のスナップ式の特徴部を係合する。
【０２２０】
　図２１はアダプタ９００の別の実施形態を例示している。アダプタ９００は、本明細書
で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部分と同じであるか、ま
たは類似しているコンポーネントまたは部分を有するものとしてよい。例示されている実
施形態では、アダプタ９００は、穿孔部材９２０、キャップコネクタ９３０、コネクタイ
ンターフェース９４０、および調節器アセンブリ９５０を備える。図示されているように
、調節器流路９２５とは別に、穿孔部材９２０は実質的に中空でなく、これにより、堅い
、または曲がらない隔膜を有するバイアルを穿孔するための強度および剛性度を加えるこ
とができる。穿孔部材９２０に対するこのような構成も生産性を高めることができる。
【０２２１】
　例示されている実施形態では、調節器アセンブリ９５０は、結合部９５２、袋９５４、
フィルター９６０、および逆止弁９６６を備える。ダックビル弁、フラッパー弁、ダイア
フラム逆止弁、リフト逆止め弁、または他の弁などのさまざまなタイプおよび種類の逆止
弁を使用することができる。いくつかの構成では、逆止弁９６６は、周辺環境から流体が
結合部９５２内に流れ込むことを許す。このような構成は、袋９５４内に調節流体が実質
的に入っていない場合でも調節流体をバイアル２１０に供給することができる。このよう
なシナリオは、例えば袋９５４が体積Ｖ１の調節流体を収容し、体積Ｖ２の流体がアクセ
ス流路９４５を介してバイアル２１０から引き出されるときに、Ｖ１がＶ２より小さい場
合に遭遇する可能性がある。したがって、このようなシナリオでは、袋９５４は、バイア
ル２１０から引き出された流体を補償するには不十分な調節流体を有することになる。調
節流体の不足分（例えば、Ｖ２とＶ１との差）を供給するため、逆止弁９６６は、外気が
アダプタ８００を介してバイアル２１０内に入るのを許すことができる。
【０２２２】
　一般的に、逆止弁９６６は、クラッキング圧とも称される、弁の一方の側から他方の側
への特定の圧力勾配（例えば、少なくとも約１ｐｓｉ、少なくとも約２ｐｓｉ、少なくと
も約５ｐｓｉ）によって開かれる。上で説明されているように、流体がバイアル２１０か
ら引き出されると、バイアル２１０内の圧力は低下する。一般的に、袋９５４内の調節流
体はバイアル２１０内の平衡状態を維持するが、袋９５４内の調節流体の体積がなくなる
と、バイアル２１０内の圧力は減少し始めるものとしてよい。しかし、バイアル２１０の
内側と外側との間の圧力差が逆止弁９６６のクラッキング圧を超えると、逆止弁９６６が
開き、これにより、外気が（アダプタ９００を介して）バイアル２１０内に入ることがで
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き、そのため、その中の平衡状態が実質的に維持される。したがって、逆止弁９６６は、
袋９５４が完全に萎んだときであってもバイアル２１０から流体の引き出しやすくするこ
とができる。
【０２２３】
　図２２は、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部
分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができる
アダプタ１０００の一実施形態を例示している。アダプタ１０００は、第１の逆止弁１０
６６および第２の逆止弁１０６７を備える。アダプタ９００に関連して上で説明されてい
る逆止弁９６６と同様に、第１の逆止弁１０６６は外気で調節流体の不足を補償すること
ができる。したがって、調節器アセンブリ１０５０が完全に萎んだ場合、第１の逆止弁１
０６６は、バイアル２１０内の平衡状態を維持することをしやすくすることができる。い
くつかの場合において、第１の逆止弁１０６６はルーメン１０２６内に位置決めされる。
他の場合には、第１の逆止弁１０６６は結合部１０５２内に配置される。
【０２２４】
　図示されているように、いくつかの配置構成では、第２の逆止弁１０６７は調節流体が
調節器アセンブリ１０５０内に入るのを許し、そのような流体が調節器アセンブリ１０５
０から出るのをブロックするように位置決めされる。そのような構成は、バイアル２１０
の内容物のエアロゾル化された、またはガス状の、成分のトラップを形成しうる。いくつ
かの場合において、流体がアクセス流路１０４５を通してバイアル２１０内に導入される
ときに、調節流体はバイアル２１０から、調節器流路１０２５およびフィルター１０６０
を通り、第２の逆止弁１０６７を通り、調節器アセンブリ１０５０内に流れ込む。第２の
逆止弁１０６７は、そのような調節流体が調節器アセンブリ１０５０から出ることを抑制
するか、または防止するので、調節器流体が有害な成分を含んでいる限り、そのような成
分は調節器アセンブリ１０５０内に実質的に捕捉され、廃棄処分されうる。例示されてい
る実施形態では、流体がアクセス流路１０４５を通してバイアル２１０から引き出される
場合、第２の逆止弁１０６７が、調節流体が袋１０５４から流れ出ることを実質的にブロ
ックするので、第１の逆止弁１０６６が開いて、調節流体（例えば、外気）をバイアル２
１０へ供給し、その中の平衡状態を維持する。
【０２２５】
　いくつかの実施形態では、図示されている実施形態などにおいて、アダプタ１０００は
、第１の逆止弁１０６６と第２の逆止弁１０６７とを備える。いくつかの他の場合では、
第１の逆止弁１０６６のみが備えられる。いくつかの他の場合では、第２の逆止弁１０６
７のみが備えられる。
【０２２６】
　図示されているように、いくつかの構成において、調節器アセンブリ１０５０の袋１０
５４はバイアル２１０と接触する。これは、例えば袋１０５４の広範な配列の幾何学的形
状を許すことができる。いくつかの場合において、完全に拡張した状態で袋１０５４はバ
イアル２１０と接触する。他の構成では、袋１０５４はバイアル２１０から相隔てて並ぶ
状態を維持する。これは例えば、袋１０５４にかかる応力を減らすことができ、袋１０５
４の構造的完全性が、例えばバイアル２１０上のばりまたはラベルが袋１０５４に孔をあ
けることによって損なわれる可能性を低減することができる。
【０２２７】
　図２３は、アダプタ１１００の別の実施形態を例示している。アダプタ１１００は、本
明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部分と同じである
か、または類似しているコンポーネントまたは部分を有するものとしてよい。例示されて
いる実施形態では、アダプタ１１００は、穿孔部材１１２０、キャップコネクタ１１３０
、コネクタインターフェース１１４０、および調節器アセンブリ１１５０を備える。いく
つかの構成では、穿孔部材１１２０は第１の調節器開口１１６８を備え、これは調節器流
路１１２５と流体的に連通し、次いで第２の調節器開口１１６９と流体的に連通する。
【０２２８】
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　例示されている実施形態では、調節器アセンブリ１１５０は袋１１５４および充填材１
１５６を備える。しかし、いくつかの実装では、調節器アセンブリ１１５０は充填材１１
５６を含まない。充填材１１５６は環状であって、三角形の断面を有するものとして図示
されているが、さまざまな他の構成をとりうる。いくつかの実施形態では、袋１１５４は
環状である。いくつかの実施形態では、袋１１５４は、近位開口１１６９を持つ近位端１
１６８および遠位開口１１７１を持つ遠位端１１７０を有する。いくつかの配置構成では
、遠位端１１７０は、キャップコネクタ１１３０と実質的に気密を保つ係合で接続し、近
位端１１６８は、コネクタインターフェース１１４０と実質的に気密を保つ係合で接続す
る。図示されているように、調節器流路１１２５および抽出流路１１４５は、袋１１５４
の一部または全軸長を通って延在しうる。これも図示されているように、袋１１５４の内
部は、第２の調節器開口１１６９を介して調節器流路１１２５と流体的に連通することが
できる。袋１１５４は、殺菌されたガスなどの、調節流体を備えることができる。
【０２２９】
　いくつかの配置構成では、調節器流路１１２５は、実質的に蛇行している（例えば、曲
がりくねっている、曲がっている、波打っている、または同様の状態の）部分を備える。
このような構成は、例えば液体をはじくフィルターを使用することなくバイアル２１０内
の液体が袋１１５４に流れ込むのを抑制するか、または防止することができる。いくつか
の実施形態では、図示されている実施形態などにおいて、調節器流路１１２５はヘアピン
カーブ１１７２を備えており、これは調節器流路１１２５内を流れる流体の方向を（例え
ば、近位方向から遠位方向へ）反転させる。いくつかの構成では、調節器流路１１２５は
、実質的に正弦曲線の形状である。いくつかの実施形態では、調節器流路１１２５は第２
の調節器開口１１６９を超えて遠位に延在し、これにより、液体を調節器流路１１２５の
蛇行部分に流すための排水桝１１７３を備える。
【０２３０】
　例示されている実施形態では、袋１１５４は、アダプタ１１００の軸上の中心に対して
実質的に中心に位置決めされる。このような構成は、例えば、アダプタ１１００の安定性
を向上させることができ、アダプタ１１００がバイアル（図示せず）と結合されたときに
ひっくり返る可能性を減じることができる。いくつかの配置構成では、このような構成は
、アダプタ１１００の半径方向のサイズを縮小することができる。いくつかの実施形態で
は、完全に萎んだ状態では、袋１１５４は対角線方向の幅より大きな軸方向高さを有する
。いくつかの実施形態では、袋１１５４は、完全に拡張した状態で、対角線方向の幅より
大きな軸方向高さを有する。いくつかの実施形態では、完全に拡張した状態で、袋１１５
４は、キャップコネクタ１１３０の半径方向の最も広い点を超えて半径方向外向きに延在
することはないので、よりコンパクトなアダプタ１１００を提供することができる。他の
実施形態では、いくつかの状態（完全に拡張した状態など）では、袋１１５４はアダプタ
１１００の半径方向に最も広い部分を備える。このような実施形態では、アダプタ１１０
０がひっくり返ったとしても、袋１１５４は、一般的に、別の表面（例えば、テーブル面
）に接触するアダプタ１１００の第１の部分である。このようないくつかの実施形態では
、袋１１５４は、アダプタ１１００またはバイアルに損傷が生じる可能性を低くするため
の枕、クッション、ダンパー、またはショックアブソーバーなどとして働く。
【０２３１】
　さまざまな実施形態において、調節器アセンブリ１１５０は、硬質ハウジング（図示せ
ず）内に位置決めされ、これは調節器アセンブリ１１５０を支持し、調節器アセンブリ１
１５０のための構造を実現し、および／または調節器アセンブリ１１５０を保護すること
ができる。例えば、硬質ハウジングは、調節器アセンブリ１１５０がパンクし、または他
の何らかの形の損傷を受けることを抑制するか、または防止することができる。硬質ハウ
ジングのいくつかの変更形態は、調節器アセンブリ１１５０の一部が配置される内部空間
を有する。いくつかの実装では、調節器アセンブリ１１５０は全体として内部空間の中に
配置される。いくつかの実施形態では、内部空間の一部は、硬質ハウジングの開口部を介
するなどして、周囲環境と流体的に連通している。硬質ハウジングのいくつかの実施形態
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は、キャップコネクタ１１３０とコネクタインターフェース１１４０との間に延在する。
【０２３２】
　上で指摘されているように、調節器アセンブリ１１５０の袋１１５４は調節流体を含み
うる。袋１１５４のいくつかの実施形態は、アダプタ１１００とバイアル２１０とを結合
する前に調節流体を含む。いくつかの実施例では、調節器アセンブリ１１５０は、アダプ
タ１１００とバイアル２１０を結合した後に（例えば、その直後に）、十分な体積の調節
流体を有する。調節器アセンブリ１１５０のいくつかの実施形態は、バイアル２１０から
引き出される一定量の薬剤流体を埋め合わせるのに十分な体積の調節流体を有する。例え
ば、袋１１５４は、バイアル２１０からの約５ｍＬの薬剤流体が引き出されるのを埋め合
わせるために約５ｍＬの調節流体を収容することができる。いくつかの実施形態では、ア
ダプタ１１００がバイアル２１０と連結された時点において、調節器アセンブリ１１５０
がバイアル２１０内の薬剤流体の体積以上である体積の調節流体を備える。いくつかの実
施例では、袋１１５４は、調節流体が袋１１５４から出るときに硬質エンクロージャ内で
収縮する。
【０２３３】
　いくつかの実施形態では、袋１１５４は硬質ハウジング内で拡張することができる。例
えば、一定量の希釈流体（例えば、食塩水）がバイアル２１０内に導入されると、袋１１
５４は硬質ハウジング内で拡張して、バイアル２１０から対応する量の調節流体を受け入
れることができる。いくつかの実施例では、袋１１５４は硬質ハウジング内で完全に拡張
する。いくつかの変更形態において、袋１１５４の一部は、拡張すると硬質ハウジングか
ら外へ出て、袋の一部が硬質ハウジングの内部空間内に収まらない。
【０２３４】
　袋１１５４のいくつかの実施例は、袋１１５４内に収容されている調節流体の体積に基
づき最大サイズと最小サイズとの間で拡張と収縮とを行う。例えば、調節器アセンブリ１
１５０のいくつかの変更形態において、袋１１５４の最大サイズは、バイアル２１０の容
積以上である容積を含むだけの十分な大きさである。いくつかの実施形態では、最大サイ
ズにおいて袋１１５４は、バイアル２１０の容積の少なくとも約２５％、５０％、７５％
、９９％、２００％、３００％、これらの間の値、または他の何らかの値である容積を有
する。いくつかの実施形態では、硬質ハウジングは、袋１１５４が最大サイズのときに袋
１１５４を少なくとも部分的に収容するように構成される。硬質ハウジングのいくつかの
変更形態は、袋１１５４が最大サイズのときに袋１１５４を完全に収容するように構成さ
れる。いくつかの実施形態では、袋１１５４は最小サイズでは実質的に一切の調節流体を
収容しない。いくつかの実施形態では、最小サイズでは、袋１１５４は、バイアル２１０
の容積の少なくとも約０．１％、１％、５％、１０％、２５％、これらの間の値、または
他の何らかの値である容積を有する。
【０２３５】
　図２４は、アダプタ１２００のさらなる実施形態を例示している。アダプタ１２００は
、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部分と同じで
あるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有するものとしてよい。例示さ
れている実施形態では、アダプタ１２００は、第１の穿孔部材１２２０、第２の穿孔部材
１２２０’、キャップコネクタ１２３０、コネクタインターフェース１２４０、および調
節器アセンブリ１２５０を備える。いくつかの実施形態では、第１の穿孔部材１２２０は
アクセス流路１２４５を備える。いくつかの実施形態では、第２の穿孔部材１２２０’は
調節器流路１２２５を備える。いくつかの配置構成では、調節器流路１２２５はアダプタ
１２００の軸上の中心線に関してある角度（例えば、少なくとも約４５°）でキャップコ
ネクタ１２３０を貫通する。さまざまな実施形態において、第１の穿孔部材１２２０およ
び第２の穿孔部材１２２０’はそれぞれ、アダプタ１２００がバイアル２１０と結合され
たときバイアル２１０の隔膜を穿孔する。いくつかの実施形態では、第１の穿孔部材１２
２０および第２の穿孔部材１２２０’の一方または両方の遠位端は一方の側から反対側へ
角度を付けられている。
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【０２３６】
　図示されているように、調節器アセンブリ１２５０は、充填材１２５６および調節器流
路１２２５と流体的に連通している袋１２５４を備えることができる。図示されているよ
うに、袋１２５４は環状であってよく、これにより、アダプタ１２００の軸上のほぼ中心
線上に重心を有するアダプタ１２００を実現することができ、したがって安定性が高まる
。
【０２３７】
　図２５Ａは、バイアルアダプタのルーメン１３２６に取り付けることができる貯蔵槽１
３５０の一実施形態を例示している。図示されているように、袋１３５４は内部室１３５
５を備える。袋１３５４は、一般的に、内部室１３５５内で伸長するか、屈曲するか、展
開するか、もしくは他の何らかの形で拡張し、縮小するか、または内部容積の変化を引き
起こすように構成される。いくつかの場合において、袋１３５４は、１つまたは複数の折
り目、襞、または同様のものを備える。いくつかの実施形態では、袋１３５４は、接着剤
、パイプクランプ、止め輪、またはその他の手段などを用いて、バイアルアダプタのルー
メン１３２６と接続する。いくつかの配置構成では、袋１３５４の内部室１３５５は調節
器流路１３２５と流体的に連通し、これにより流体を、調節器流路１３２５から内部室１
３５５に、および／または内部室１３５５から調節器流路１３２５に通すことができる。
さらに、いくつかの実施形態では、袋１３５４は内部充填材を備える。充填材は、袋１３
５４が周囲圧力の下で完全に萎むのを抑制するように作製することができる。いくつかの
実施形態では、充填材は内部室１３５５の内部容積の一部または実質的に内部容積全体を
占有することができる。
【０２３８】
　いくつかの実施形態によれば、袋１３５４の少なくとも大部分、または全体もしくはほ
ぼ全体が硬質エンクロージャ１３７４内に収容される。図示されているように、袋１３５
４は事実上全体的に硬質エンクロージャ１３７４によって囲まれる。いくつかの構成では
、硬質エンクロージャ１３７４は袋１３５４と実質的に同じ形状を有する。いくつかの実
施形態では、硬質エンクロージャ１３７４は１つまたは複数の通気孔１３７５を備える。
図示されているように、通気孔１３７５はルーメン１３２６の外径より小さくてよい。例
示されている実施形態では、硬質エンクロージャ１３７４およびルーメン１３２６は単一
の部品である。いくつかの実施形態では、硬質エンクロージャ１３７４は、ルーメン１３
２６に固定して、または取り外し可能に取り付けることができる。
【０２３９】
　いくつかの実施形態では、貯蔵槽１３５０は、袋１３５４の外面と硬質エンクロージャ
１３７４の内面との間の空間によって画成される中間室１３７６を備える。いくつかの構
成によれば、中間室１３７６は、貯蔵槽１３５０の周辺環境と流体的または非流体的に連
通している。いくつかの実施形態では、袋開口１３５７とルーメン１３２６との間の接続
により、調節器流路１３２５と中間室１３７６との間の流体的連通を妨げることができる
気密シールが形成される。
【０２４０】
　いくつかの実施形態では、袋１３５４は、交換デバイス４０を介して流体が容器１０内
に注入されることに応答して調節器流体が調節器流路１３２５から袋１３５４の内部容積
１３５５に移動するときに拡張するように構成されうる。いくつかの構成では、袋１３５
４の拡張は、硬質エンクロージャ１３７４のサイズによって制限される。いくつかの実施
形態では、袋１３５４は、交換デバイス４０を介して流体が容器１０から引き出されるこ
とに応答して調節器流体が袋１３５４の内部容積１３５５から調節器流路１３２５に移動
するときに収縮するように構成される。いくつかの実施形態では、袋１３５４の拡張およ
び収縮は、容器１０内の実質的に一定の圧力の維持を補助することができる。いくつかの
実施形態では、硬質エンクロージャ１３７４内の１つまたは複数の通気孔１３７５は、袋
１３５４が拡張および縮小するときに中間エンクロージャ１３７６内の圧力の増減の抑制
を補助することができる。　
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【０２４１】
　いくつかの実施形態では、袋１３５４は、一般的に一定の壁厚さＴ２を有する。いくつ
かの実施形態では、袋１３５４の壁厚さＴ２は、袋の第１の側部１３５８から第２の側部
１３５９までの間で変化する。いくつかの実施形態では、袋１３５４の厚さが可変である
ため、袋１３５４を１つまたは複数の制御された方向に拡張させることができる。例えば
、第２の側部１３５９と比較して第１の側部１３５８では壁が薄いので、第１の側部１３
５８は第２の側部１３５９に比べてより速く拡張することができる。このような可変拡張
の速度は、袋１３５４が拡張した際に、袋１３５４の第２の側部１３５９の袋開口１３５
７から離れた並進を容易化する。
【０２４２】
　図２５Ｂは、バイアルアダプタのルーメン１４２６に取り付けることができる貯蔵槽１
４５０の一実施形態を例示している。図示されているように、貯蔵槽１４５０はエンクロ
ージャ１４５４を備えることができる。いくつかの実施形態では、エンクロージャは、環
状リング１４５４Ａを介して互いに接続されている第１の側部１４５８および第２の側部
１４５０を備える。環状リング１４５４Ａは、例えば、くしゃくしゃに丸めることができ
る、折り畳める、および／または伸ばせる可撓性材料から作製されうる。エンクロージャ
１４５４の第１の側部１４５８および第２の側部１４５９は、硬質または半硬質の材料か
ら作製されうる。エンクロージャ１４５４は内部室１４５５を備えることができる。
【０２４３】
　いくつかの実施形態では、内部室１４５５は、調節器流路１４２５と流体的または非流
体的に連通している。このような実施形態では、流体はエンクロージャ１４５４内の開口
１４５７を介して調節器流路１４２５と内部室１４５５との間を通過することが許容され
うる。さらに、いくつかの実施形態では、エンクロージャ１４５４は内部充填材を備える
。充填材は、エンクロージャ１４５４が周囲圧力の下で完全につぶれるのを抑制するよう
に作製することができる。いくつかの実施形態では、充填材は、内部室１４５５の内部容
積の一部または実質的に内部容積全体を占有する。
【０２４４】
　いくつかの実施形態によれば、エンクロージャの環状リング１４５４Ａは、交換デバイ
ス４０を介して流体が容器１０内に注入されることに応答して、内部室１４５５内の容積
を増加させるため伸ばす、展開する、しわくちゃに丸めたのを戻す、および／または他の
何らかの形で変形するように構成される。いくつかの実施形態では、環状リング１４５４
Ａは、交換デバイス４０を介して流体が容器１０から引き出されることに応答して、内部
室１４５５内の容積を減少させるためしわくちゃに丸める、折り畳む、圧縮する、および
／または他の何らかの形で変形するように構成される。いくつかの実施形態によれば、エ
ンクロージャ１４５４の拡張および収縮は、容器１０および内部室１４５５内の実質的に
一定の圧力の維持を補助することができる。
【０２４５】
　いくつかの実施形態では、図示されているように、エンクロージャ１４５４の第１の側
部１４５８はルーメン１４２６と一体の部品である。いくつかの実施形態では、エンクロ
ージャ１４５４の第１の側部１４５８は、ルーメン１４２６に固定してまたは取り外し可
能に取り付けることができる。エンクロージャ１４５４の第１の側部１４５８は、気密封
止方式でルーメン１４２６に取り付けることができ、これにより、第１の側部１４５８と
ルーメン１４２６との間の接続点からの流体の漏出を抑制することができる。いくつかの
実施形態によれば、エンクロージャ１４５４の環状リング１４５４Ａは、内部室１４５５
と囲んでいる周囲との間に気密シールを形成することができる接着剤または他の何らかの
手段を介して接続点１４５２のところでエンクロージャ１４５４の第１の側部１４５８お
よび第２の側部１４５９に取り付けられる。いくつかの構成では、環状リング１４５４Ａ
の幅Ｗ２およびエンクロージャ１４５４の高さＨは、エンクロージャ１４５４が拡張およ
び／または縮小するときに内部室１４５５内の所望の容積変位に応じて変化しうる。
【０２４６】
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　図２５Ｃは、バイアルアダプタのルーメン１５２６に取り付けることができる貯蔵槽１
５５０の一実施形態を例示している。図示されているように、貯蔵槽１５５０はエンクロ
ージャ１５５４を備える。いくつかの実施形態では、エンクロージャ１５５４は第１の側
部１５５８と第２の側部１５５９とを備える。いくつかの構成によれば、エンクロージャ
１５５４の第１の側部１５５８および／または第２の側部１５５９は、例えばくしゃくし
ゃに丸められる、折り畳める、伸ばせる、および／または他の何らかの形で変形されうる
可撓性材料から作製される。いくつかの実施形態では、エンクロージャ１５５４の第１の
側部１５５８および第２の側部１５５９は、環状リング１５５４Ａを介して互いに取り付
けられる。いくつかの実施形態では、環状リング１５５４Ａは硬質または半硬質材料から
作製される。さらに、エンクロージャ１５５４は内部室１５５５を備えることができる。
【０２４７】
　いくつかの実施形態では、エンクロージャ１５５４の第１の側部１５５８は、接着剤、
パイプクランプ、止め輪、またはその他の手段などを用いて、バイアルアダプタのルーメ
ン１５２６と接続する。いくつかの配置構成では、エンクロージャ１５５４の内部室１５
５５は、調節器流路１５２５と流体的または非流体的に連通し、これにより、流体は調節
器流路１５２５と内部室１５５５との間を通過することができる。いくつかの実施形態で
は、エンクロージャ１５５４は内部充填材を備える。充填材は、エンクロージャ１５５４
が周囲圧力の下で完全につぶれるのを抑制するように作製することができる。いくつかの
実施形態では、充填材は、内部室１５５５の内部容積の一部または実質的に内部容積全体
を占有する。
【０２４８】
　いくつかの実施形態によれば、エンクロージャ１５５４の環状リング１５５４Ａは、内
部室１５５５と囲んでいる周囲との間に気密シールを形成することができる接着剤または
他の何らかの手段を介して、接続点１５５２のところでエンクロージャ１５５４の第１の
側部１５５８および第２の側部１５５９に取り付けられる。いくつかの配置構成では、内
部室１５５５の第１の側部１５５８および第２の側部１５５９は、交換デバイス４０を介
して流体が容器１０内に注入されることに応答して、内部室１５５５内の容積を増加させ
るため伸ばす、展開する、しわくちゃに丸めたのを戻す、および／または他の何らかの形
で変形するように構成される。いくつかの実施形態では、内部室１５５５の第１の側部１
５５８および第２の側部１５５９は、交換デバイス４０を介して流体が容器１０から引き
出されることに応答して、内部室１５５５内の容積を減少させるためしわくちゃに丸める
、折り畳む、圧縮する、および／または他の何らかの形で変形するように構成される。い
くつかの実施形態によれば、エンクロージャ１５５４の拡張および収縮は、容器１０内の
実質的に一定の圧力の維持を補助することができる。
【０２４９】
　図２５Ｄ～図２５Ｅは、バイアルアダプタのルーメン１６２６に取り付けることができ
る貯蔵槽１６５０の一実施形態を例示している。いくつかの実施形態では、貯蔵槽１６５
０はエンクロージャ１６５４を備える。エンクロージャ１６５４は内部室１６５５を備え
ることもできる。いくつかの構成では、エンクロージャ１６５４は、図示されているよう
に、一連の一般的に同心円状のリング１６５４Ａ、１６５４Ｂによって形成されるような
複数の開口部を備える。いくつかの実施形態では、エンクロージャ１６５４は、接着剤、
パイプクランプ、止め輪、またはその他の手段などを用いて、バイアルアダプタのルーメ
ン１６２６と接続することができる開口１６５７を備える。いくつかの配置構成では、エ
ンクロージャ１６５４の内部室１６５５は調節器流路１６２５と流体的または非流体的に
連通し、これにより、流体は調節器流路１６２５と内部室１６５５との間を通過すること
ができる。
【０２５０】
　いくつかの実施形態では、開口部間の領域（例えば、同心円状のリング１６５４Ａ）は
、硬質または半硬質材料から作製される。さらに、いくつかの実施形態では、リング１６
５４Ｂは可撓性材料から作製される。いくつかの実施形態によれば、リング１６５４Ａは
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、内部室１６５５と囲んでいる周囲との間に気密シールを形成することができる接着剤ま
たは他の何らかの手段を介して、隣接するリング１６５４Ｂに取り付けられる。いくつか
の構成では、エンクロージャ１５５４は内部充填材を備える。充填材は、エンクロージャ
１６５４が周囲圧力の下で完全につぶれるのを抑制するように作製することができる。い
くつかの実施形態では、充填材は、内部室１６５５の内部容積の一部または実質的に内部
容積全体を占有する。
【０２５１】
　いくつかの構成によれば、リング１６５４Ｂは、交換デバイス４０を介して流体が容器
１０内に注入されることに応答して内部室１６５５内の容積を増加させるため伸ばす、展
開する、しわくちゃに丸めたのを戻す、および／または他の何らかの形で変形するように
構成される。いくつかの実施形態では、内部室１６５５のリング１６５４Ｂは、交換デバ
イス４０を介して流体が容器１０から引き出されることに応答して内部室１６５５内の容
積を減少させるためしわくちゃに丸める、折り畳む、圧縮する、および／または他の何ら
かの形で変形するように構成される。いくつかの実施形態によれば、エンクロージャ１６
５４の拡張および収縮は、容器１０内の実質的に一定の圧力の維持を補助することができ
る。
【０２５２】
　図２６Ａは、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは
部分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができ
るアダプタ１７００の一実施形態を例示しており、これは弁１７７０をも備える。アダプ
タ１７００は、バイアル１０と係合するように構成される。いくつかの実施形態では、ア
ダプタ１７００は調節器アセンブリ１７５０を備える。いくつかの構成では、調節器アセ
ンブリ１７５０は、調節器アセンブリ１７５０のルーメン１７２６に実質的に封止可能に
取り付ける（例えば、その中に、またはその外周に受け入れられる）ことができる突起部
１７８５ａを備える。突起部２０８５ａにより、調節器アセンブリの２つ以上の特徴（例
えば、フィルター、エンクロージャ、袋、および／または弁）の間の流体的連通を円滑に
することができる。いくつかの実施形態では、突起部２０８５ａは、一般的に、調節器経
路を画成することができる。調節器経路は、調節器アセンブリ１７５０の調節器流路１７
２５と流体的に連通しうる。突起部１７８５ａおよび／またはルーメン１７２６の長手方
向軸は、少なくとも部分的に、実質的に、または全体として、アダプタ１７００の軸上の
中心線に垂直であるものとしてよい。いくつかの実施形態では、突起部１７８５ａおよび
／またはルーメン１７２６の長手方向軸は、少なくとも部分的に、実質的に、または全体
として、アダプタ１７００の軸上の中心線に平行である。いくつかの実施形態では、突起
部１７８５の長手方向軸とアダプタ１７００の軸上の中心線との間が成す角度は、約５°
以上および／または約８５°以下である。いくつかの実施形態ではこの角度は約６０°で
ある。いくつかの実施形態では、突起部１７８５の長手方向軸とアダプタ１７００の軸上
の中心線との間が成す角度は、０°～９０°の間の任意の角度またはユーザーによって選
択される可変角度とすることができる。多くの変更形態が可能である。
【０２５３】
　いくつかの実施形態では、調節器アセンブリは、フィルター１７６０を備える。フィル
ター１７６０としては、疎水性フィルターが挙げられる。いくつかの実施形態では、弁１
７７０またはその一部はアダプタ１７００のルーメン１７２６内に配置される。いくつか
の実施形態では、弁１７７０またはその一部は、調節器アセンブリ１７５０の突起部１７
８５ａ内のアダプタ１７００のルーメン１７２６の外側に配置される。
【０２５４】
　いくつかの実施形態によれば、弁１７７０は、フィルター１７６０を通過した空気また
は他の流体が容器１０内に入るのを許すように構成される。いくつかの実施形態では、弁
１７７０は、流体が弁１７７０を通り容器１０からフィルター１７６０に向かうのを選択
的に抑制するように構成される。
【０２５５】
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　いくつかの構成では、弁１７７０はアダプタ１７００の向きに応じて選択的に開かれ、
および／または閉じられる。例えば、弁１７７０は、アダプタ１７００がアダプタの取り
付け先であるバイアル１０の上に（例えば、床からそれよりも遠くに）位置決めされたと
きに制限なく流体を容器１０とフィルター１７６０との間に流せるように構成することが
できる。いくつかの実施形態では、弁１７７０は、バイアル１０がアダプタ１７００の上
に位置決めされたときに容器１０からフィルター１７６０への流体の流れを妨げるように
構成されうる。
【０２５６】
　いくつかの実施形態では、弁１７７０は、弁１７７０への重力の効果に応答して開き、
および／または閉じることができる。例えば、弁１７７０は、弁１７７０内で流路を開く
および／または閉じる重力に応答して移動するコンポーネントを備えることができる。い
くつかの実施形態では、弁１７７０内の流路は、アダプタ１７００内の流体に対する重力
の効果が、流体が弁１７７０内の流路を通過することを妨げるか、または許すことができ
るように作製されうる。
【０２５７】
　例えば、弁１７７０は、向きを感知するか、または向きに依存するロールオーバー弁を
備えることができる。いくつかの実施形態では、ロールオーバー弁１７７０は、重み付け
封止部材を備えることができる。いくつかの実施形態では、重み付け封止部材は、バイア
ル１０がアダプタ１７００の上に位置決めされたときに弁１７７０を封止し、および／ま
たは閉じるように付勢されうる。いくつかの実施形態では、封止部材は、重力によって弁
１７７０を封止するように付勢されうる。いくつかの実施形態では、封止部材は、圧縮バ
ネを使用することによって弁１７７０を封止するように付勢されうる。封止部材は、アダ
プタ１７００がバイアル１０の上に位置決めされたときに、弁１７７０を開く動作に遷移
できるように作製されうる。例えば、封止部材の重量は、アダプタ１７００がバイアル１
０の上に位置決めされたときに圧縮バネの力に打ち勝ち、開位置に移動するのに十分な大
きさであるものとしてよい。
【０２５８】
　いくつかの実施形態では、弁１７７０として、スイング逆止弁が挙げられる。いくつか
の実施形態では、弁１７７０は、調節器流路１９２５の壁に回転可能に接続された重み付
けパネルを備えることができる。重み付けパネルは、アダプタ１７００がバイアル１０の
上に位置決めされたときに、重み付けパネルが調節器流路１９２５を通る流体の流れを抑
制しない開位置まで重み付けパネルが回転されるように配向することができる。いくつか
の実施形態では、重み付けパネルは、バイアル１０がアダプタ１７００の上に位置決めさ
れたときに重み付けパネルが調節器流路１９２５を通る流体の流れを抑制する閉位置まで
回転するように構成されうる。
【０２５９】
　いくつかの構成によれば、弁１７７０は、２つ以上の構成（例えば、開閉構成）間を遷
移できる逆止弁とすることができる。いくつかの実施形態では、弁１７７０は、ユーザー
入力に基づき構成を変えることができる。例えば、弁１７７０および／または調節器アセ
ンブリ１７５０は、ユーザーが操作することができるユーザーインターフェース（例えば
、ボタン、スライダー、つまみ、容量性表面、スイッチ、トグル、キーパッドなど）を備
えることができる。ユーザーインターフェースは、弁１７７０と通信し（例えば、機械的
に、電子的に、および／または電気機械的に）、弁１７７０を開構成と閉構成との間で移
動させることができる。いくつかの実施形態では、アダプタ１７００および／または調節
器アセンブリ１７５０は、弁１７７０が開構成にあるかまたは閉構成にあるかを示す視覚
的インジケータを備えることができる。
【０２６０】
　いくつかの実施形態によれば、弁１７７０は、二方向弁として動作するように構成され
る。このような構成では、弁１７７０は、一方の圧力差で流体が第１の方向１７７０Ａに
弁１７７０を通過できるようにし、それと同時に、異なる圧力差で流体が第２の方向１７
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７０Ｂに通過できるようにすることができる。例えば、流体が第１の方向１７７０Ａにフ
ィルター１７７０を通過するために必要な圧力差は、流体が第２の方向１７７０Ｂにフィ
ルター１７７０を通過するように必要な圧力差より実質的に高くてもよい。
【０２６１】
　図２６Ｂは、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは
部分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができ
るアダプタ１８００の一実施形態を例示している。アダプタ１８００は、いくつかの実施
形態では、弁１８７０を備えることができる、調節器アセンブリ１８５０を備える。弁１
８７０は、容器１０と袋または他のエンクロージャ２５４との間のアダプタ１８００のル
ーメン１８２６内の調節器流路１８２５内に配置されうる。いくつかの実施形態では、弁
１８７９またはその一部は、ルーメン１８２６の外側に、および調節器アセンブリ１８５
０の結合部１８５２内に配置される。いくつかの実施形態では、弁１８７０は、エンクロ
ージャ１８５４から容器１０への調節器流体および／または他の流体の通過を許すように
構成される。いくつかの実施形態では、弁１８７０は、容器１０からエンクロージャ１８
５４への流体の通過を抑制するか、または妨げるように構成される。
【０２６２】
　いくつかの構成では、弁１８７０は、アダプタ１８００の向きに応じて選択的に開かれ
、および／または閉じられる。例えば、弁１８７０は、アダプタ１８００がアダプタの取
り付け先であるバイアル１０の上に配向されたときに制限なく流体を容器１０とエンクロ
ージャ１８５４との間に流せるように構成することができる。いくつかの実施形態では、
弁１８７０は、バイアル１０がアダプタ１８００の上に位置決めされたときに容器１０か
らエンクロージャ１８５４への流体の流れを妨げるように構成される。さらに、いくつか
の実施形態では、弁１８７０は、弁１７７０に関して上で説明されているのと実質的に同
じ仕方で二方向弁として働くように構成される。
【０２６３】
　図２６Ｃは、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは
部分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができ
るアダプタ１９００の一実施形態を例示している。アダプタ１９００は、容器１０とフィ
ルター１９６０との間の調節器アセンブリ１９５０の突起部１９８５ａ内の調節器流路１
９２５内に置かれている弁１９７０を備えることができる。いくつかの実施形態では、弁
１９７０、またはそのある部分は、突起部１９８５ａの外側の調節器流路１９２５内に配
置される。調節器アセンブリ１９５０は、エンクロージャ１９５４を備えることができる
。いくつかの実施形態では、弁１９７０は、本明細書で説明されている他の弁（例えば、
１７７０、１８７０）と実質的に同じ仕方で調節器流路１９２５を通る流体の流れを制限
する。
【０２６４】
　図２７Ａ～図２７Ｃは、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネ
ントまたは部分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有する
ことができるバイアルアダプタ２０００の一実施形態を例示している。いくつかの実施形
態では、バイアルアダプタ２０００は、コネクタインターフェース２０４０およびコネク
タインターフェース２０４０と部分的に連通する穿孔部材２０２０を備える。いくつかの
実施形態では、バイアルアダプタ２０００は調節器アセンブリ２０５０を備える。
【０２６５】
　調節器アセンブリ２０５０は、ボール逆止弁２０７０などの、向きで作動するか、また
は向きに依存するか、または向きを感知する閉塞器弁を備えることができる。いくつかの
実施形態では、閉塞器弁は、設置経路を介して調節器アセンブリ２０５０の１つまたは複
数のルーメン内に取り外し可能に挿入することができる。設置経路は、閉塞器弁が挿入さ
れるルーメンの軸上の中心線またはその一部によって画成されうる。いくつかの実施形態
では、閉塞器弁は、バイアルアダプタ２０００の向き（例えば、床に関するバイアルアダ
プタ２０００の向き）に基づき開構成と閉構成との間で遷移するように構成される。この
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ようないくつかの実施形態では、閉塞器弁は、バイアルアダプタ２０００の第１の向きに
対応する第１の構成からバイアルアダプタ２０００の第２の向きに対応する第２の構成に
遷移するように構成される。閉塞器弁は、バイアルアダプタ２０００の回転の経路に無関
係に第１の向きから第２の向きに遷移するように構成することができる。いくつかの実施
形態では、閉塞器弁は、弁室内で動き回るように構成された閉塞部材を備えることができ
る。例えば、閉塞部材は、閉塞器弁の構成およびバイアルアダプタ２０００の向きに応じ
て弁室内で弁座と係合し、弁座から係脱するように構成することも可能である。閉塞部材
は、楕円体形状、球体形状、テーパーを付けた端部を持つ一般的に円筒形の形状、または
別の他の適切な形状を有することができる。
【０２６６】
　いくつかの構成では、ボール逆止弁２０７０は、調節器アセンブリのルーメン内および
／またはコネクタインターフェース２０４０のルーメン内に配置される。例えば、ボール
逆止弁２０７０は、調節器アセンブリ２０５０のルーメン２０２６内の調節器流路２０２
５内に配置されうる。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２０７０は、調節器流路２
０２５から取り外し可能である。いくつかの変更形態において、ボール逆止弁２０７０は
、調節器流路２０２５から取り外されるときにボール逆止弁２０７０からボール２０７３
が飛び出るのを防止または妨げる保持部材を備える。ボール逆止弁２０７０は、調節器流
路２０２５内の軸上の中心線の周りで回転可能であるものとしてよい。いくつかの実施形
態では、ボール逆止弁２０７０は、バイアルアダプタ２０００の他のルーメン内に設置す
ることができる。いくつかの構成では、調節器アセンブリ２０５０は、調節器アセンブリ
２０５０のルーメン２０２６に実質的に封止可能に取り付ける（例えば、その中に、また
はその外周に受け入れられる）ことができるルーメンまたは付属物または突起部２０８５
ａを備える。突起部２０８５ａにより、調節器アセンブリの２つ以上の特徴（例えば、フ
ィルター、エンクロージャ、袋、および／または弁）の間の流体的連通を円滑にすること
ができる。いくつかの構成によれば、ボール逆止弁２０７０、またはそのある部分は、突
起部２０８５ａ内の調節器流路２０２５内に配置されうる。いくつかの実施形態では、ボ
ール逆止弁２０７０および突起部２０８５ａは、一体部品を形成する。いくつかの実施形
態では、ボール逆止弁２０７０およびルーメン２０２６は、一体部品を形成する。
【０２６７】
　いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２０７０は、調節器流路２０２５を介してバイ
アル１０と流体的に連通している第１の室２０７４を備える。ボール逆止弁２０７０は、
第１の室２０７４と選択的に流体的に連通する第２の室２０７２を備えることができる。
いくつかの構成によれば、第１の室２０７４は、直径または断面距離がＤＶ１および高さ
がＨ２である実質的に円形の断面を有する。いくつかの実施形態では、第１の室２０７４
の長手方向軸は、バイアルアダプタ２０００の軸上の中心に平行である。いくつかの実施
形態では、第１の室２０７４の長手方向軸は、バイアルアダプタ２０００の軸上の中心か
ら離れるある角度で位置決めされる。第１の室２０７４の長手方向軸とバイアルアダプタ
２０００の軸上の中心線との間が成す角度は、約１５°以上および／または約６０°以下
であってよい。いくつかの実施形態では、第１の室２０７４の長手方向軸とバイアルアダ
プタ２０００の軸上の中心との間が成す角度は、約４５°である。多くの変更形態が可能
である。いくつかの実施形態では、第２の室２０７２も、直径または断面距離がＤＶ２で
ある実質的に円形の断面を有する。第１の室および第２の室の構造の他の多くの変更形態
が可能である。例えば、他の断面形状が適している場合がある。
【０２６８】
　いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２０７０は、第１の室２０７４と第２の室２０
７２との間に段部２０７８を備えることができる。段部２０７８は、バイアルがバイアル
アダプタの上になるようにバイアルアダプタが配向されたときに重力影響の下でボール２
０７３を閉塞位置の方へ移動させるように構成された傾斜した、またはテーパーを付けた
表面を備えることができる。いくつかの実施形態では、段部２０７８と第１の室２０７４
の壁との間が成す角度θは、約９０°以下である。いくつかの実施形態では、角度θは、
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約７５°以下、および／または約３０°以上である。いくつかの実施形態では、第２の室
２０７２は、ボール逆止弁２０７０が開構成であるときに第１の室２０７４と流体的に連
通する。いくつかの実施形態では、第１の室２０７４の内壁は、第１の室２０７４および
第２の室２０７２が単一の一般的に円錐台形の室を形成するように第２の室２０７２の内
壁内へ徐々にテーパーが付けられているものとしてよい。
【０２６９】
　いくつかの実施形態では、ボール２０７３は、閉塞位置にあるときに円形座上に載るも
のとしてよい。いくつかの実施形態では、円形座は、段部２０７８によって形成される。
いくつかの実施形態では、円形座の長手方向軸は、第１の室２０７４の長手方向軸に平行
である。いくつかの実施形態では、第１の室２０７４の長手方向軸は、ボール２０７３ま
たは他の閉塞部材に対する一般的な移動経路を画成することができる（例えば、ボール２
０７３は、一般的に、第１の室２０７４の長手方向軸に一般的に平行な方向で閉塞位置に
、および／または閉塞位置から移動することができる）。いくつかの実施形態では、閉塞
部材に対する移動経路は、ボール逆止弁２０７０の設置経路に実質的に平行ではない。例
えば、閉塞部材に対する移動経路は、ボール逆止弁２０７０の設置経路に実質的に垂直で
あるものとしてよい。いくつかの変更形態において、円形座の長手方向軸は、第１の室２
０７４の長手方向軸に関してある角度を成す。円形座の軸上の長手方向軸と第１の室２０
７４の長手方向軸との間が成す角度は、約５°以上および／または約３０°以下であって
よい。いくつかの実施形態では、この角度は約１０°である。多くの変更形態が可能であ
る。いくつかの実施形態では、第１の室２０７４および円形座の長手方向軸は、アダプタ
２０００の軸上の中心に平行である。このような構成は、以下で説明されるように、ボー
ル逆止弁２０７０が開構成と閉構成との間で遷移されるときにボール２０７３が円形座に
、または第１の室２０７４の内壁に「張り付く」可能性を小さくすることができる。
【０２７０】
　いくつかの構成において、第１の室２０７４の長手方向軸は、ボール逆止弁２０７０の
軸上の中心に実質的に平行であるものとしてよい。いくつかの実施形態では、第１の室２
０７４の長手方向軸は、ボール２０７３の移動経路を画成することができる。図２７Ｃに
例示されているように、第１の室２０７４の長手方向軸は、ボール逆止弁２０７０の軸上
の中心に垂直であるものとしてよい。いくつかの実施形態では、第１の室２０７４の長手
方向軸とボール逆止弁２０７０の軸上の中心線との間が成す角度は、約５°以上および／
または約９０°以下である。いくつかの実施形態では、この角度は約６０°である。多く
の変更形態が可能である。いくつかの実施形態では、第１の室２０７４の長手方向軸とボ
ール逆止弁２０７０の軸上の中心線との間が成す角度は、ボール逆止弁２０７０の軸上の
中心線とバイアルアダプタ２０００の軸上の中心線との間が成す角度と同じである。この
ようないくつかの実施形態では、第１の室２０７４の長手方向軸は、バイアルアダプタ２
０００の軸上の中心線と位置を合わせることができる。
【０２７１】
　ボール逆止弁２０７０は、弁流路２０７１も備えることができる。いくつかの実施形態
によれば、弁流路２０７１は、第２の室２０７２と流体的に連通している。いくつかの実
施形態では、弁流路２０７１は、一般的に、第２の室２０７２と第１の室２０７４からの
第２の室２０７２に対向する調節器流路２０２５の一部との間の流れ経路を画成する。図
２７Ａ～図２７Ｃに例示されているように、ボール逆止弁２０７０は、１つまたは複数の
封止部２０７９を備えることができる。１つまたは複数の封止部２０７９は、調節器流路
２０２５内のボール逆止弁２０７０の移動に抵抗することができる。いくつかの実施形態
では、１つまたは複数の封止部２０７９は、流体がボール逆止弁２０７０の周りを流れ、
バイパスするのを抑制する。いくつかの実施形態では、１つまたは複数の封止部２０７９
は、弁流路２０７１から延在する１つまたは複数の環状突起部を備える。多くの変更形態
が可能である。
【０２７２】
　図２７Ａに例示されているように、ボール逆止弁２０７０は、遠位開口部２０７５ａを
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有する。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２０７０は、複数の遠位開口部を有する
。遠位開口部２０７５ａは、第１の室２０７４と調節器流路２０２５との間に流体境界（
例えば、界面）を画成する。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２０７０は、調節器
流路２０５および第１の室２０７４の両方と流体的に連通している第１の弁流路を備える
。このような実施形態では、遠位開口部２０７５ａは、第１の弁流路と調節器流路２０２
５との間に流体境界（例えば、界面）を画成する。ボール逆止弁２０７０は、第１の弁流
路２０７１と調節器流路２０２５との間に流体境界（例えば、界面）を画成する近位開口
部２０７５ｂをさらに備える。
【０２７３】
　ボール逆止弁２０７０は、遠位開口部２０７５ａおよび近位開口部２０７５ｂを通って
ボール逆止弁２０７０を出入りする流体が界面に一般的に垂直な方向にそれぞれの開口部
によって画成されている界面を通して流れるように構成されうる。例えば、図２７Ｂに例
示されているように、近位開口部２０７５ｂを通ってボール逆止弁２０７０に入り、およ
び／または出る調節器流体ＦＲは、近位開口部２０７５ｂによって画成される界面（図２
７Ｂに関して垂直な）に一般的に垂直である流れ方向（図２７Ｂに関して水平な）を有す
る。同様に、遠位開口部２０７５ａを通ってボール逆止弁２０７０に入り、出る液体の流
れは、近位開口部２０７５ａによって画成される界面に一般的に垂直な方向の流れである
。いくつかの実施形態では、遠位開口部２０７５ａおよび近位開口部２０７５ｂの１つま
たは複数の通る流れの方向は、ボール２０７３または他の閉塞部材の移動経路に対して斜
め、または垂直である。いずれかの界面とボール２０７３の移動経路との間が成す角度は
、同じ界面とアダプタの挿入軸との間が成す角度と実質的に同じであってよい。
【０２７４】
　いくつかの実施形態によれば、閉塞器弁２０７０は、ボール２０７３などの移動可能な
閉塞器を備える。本明細書におけるボールへのすべての参照は、一般的に立方体の閉塞器
、一般的に円筒形の閉塞器、一般的に円錐形の閉塞器、これらの形状の組み合わせなどの
、別の他の形状の閉塞器にも適用されうる。いくつかの実施形態では、ボール７３は、一
般的に球体であるか、または別の好適な形状を有する。ボール２０７３は、バイアル１０
内の液体Ｌまたは他の流体より高い密度を持つ材料から作製されうる。ボール２０７３は
、直径ＤＢを有することができる。いくつかの構成では、ボール２０７３の直径ＤＢは、
第１の室２０７４の直径ＤＶ１および高さＨ２より小さい。例えば、いくつかの実施形態
では、ボール２０７３の直径ＤＢと第１の室２０７４の直径ＤＶ１との比は、約９：１０
以下、および／または約７：１０以上である。いくつかの構成では、ボール２０７３の直
径ＤＢは、第２の室２０７２の直径ＤＶ２より大きい。例えば、いくつかの実施形態では
、第２の室２０７２の直径ＤＶ２とボール２０７３の直径ＤＢとの比は、約９：１０以下
、および／または約７：１０以上である。いくつかの実施形態では、ボール２０７３は、
第１の室２０７４内の少なくとも２つの位置の間を移動することができる。例えば、ボー
ル２０７３の移動は、重力、バイアルアダプタにかかる外力、調節器流路内の流体、他の
力、または力の組み合わせによって決定されうる。
【０２７５】
　図２７Ａ～図２７Ｃに例示されているように、ボール逆止弁２０７０内のボール２０７
３は、アダプタ２０００およびバイアル１０が、重力がバイアルアダプタの方へ付勢され
るバイアル内に収容されている流体に影響を及ぼすように配向されたときに（例えば、バ
イアル１０の少なくとも一部がコネクタインターフェース２０４０の上にある場合）第２
の室２０７２の開口部のところの段部２０７８に載るように構成されうる。ボール逆止弁
２０７０は第１の室２０７４の長手方向軸および円形座の長手方向軸がバイアルアダプタ
２０００の軸上の中心線に実質的に平行であるように配向することができる。このような
実施形態では、ボール２０７３は、バイアル１０およびコネクタインターフェース２０４
０の回転方向に関係なく実質的に一貫した仕方で閉塞位置（例えば、円形座上にある）に
遷移するように構成されうる。例えば、このような実施形態では、バイアル１０がコネク
タインターフェース２０４０の下からコネクタインターフェース２０４０の上へ回転され
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たときにボール２０７３が段部２０７８または円形座の方へ移動する仕方は、実質的に一
貫しており、バイアル１０およびコネクタインターフェース２０４０がルーメン２０２６
の長手方向軸の周り、ルーメン２０２６の長手方向軸およびバイアルアダプタ２０００の
軸上の中心線に垂直な軸の周りに、またはこれらの間の回転の別の他の軸の周りで回転さ
れたかどうかに無関係である。さらに、このような実施形態では、第１の室２０７４の長
手方向軸とアダプタ２０００の軸上の中心線との間の平行な位置合わせは、アダプタ２０
００のユーザーがボール逆止弁２０７０の位置合わせを視覚化するのを支援する手段とな
りうる。いくつかの構成では、ボール２０７３と段部２０７８との間の接触によりシール
２０７６が形成されうる。シール２０７６は、ボール逆止弁２０７０を閉構成にし、バイ
アル１０がコネクタインターフェース２０４０の上に配向されたときに液体Ｌおよび／ま
たは他の流体がバイアル１０から出てボール逆止弁２０７０を通過するのを抑制すること
ができる。
【０２７６】
　いくつかの実施形態では、ボール２０７３は、アダプタ２０００およびバイアル１０が
バイアル内の流体が重力の下でバイアルアダプタから離れる方向に付勢されたときに（例
えば、コネクタインターフェース２０４０の少なくとも一部がバイアル１０の上に位置決
めされている場合に）段部２０７８から離れる方向に移動するように構成されうる。いく
つかの実施形態（例えば、第１の室２０７４および円形座の長手方向軸は、バイアルアダ
プタ２０００の軸上の中心線に平行である実施形態など）では、ボール２０７３は、バイ
アル１０およびコネクタインターフェース２０４０の回転方向に関係なく実質的に一貫し
た仕方で段部２０７８から離れる方向に移動するように構成されうる。例えば、このよう
な実施形態では、バイアル１０がコネクタインターフェース２０４０の上からコネクタイ
ンターフェース２０４０の下へ回転されたときにボール２０７３が段部２０７８から離れ
る方向に移動する仕方は、実質的に一貫しており、バイアル１０およびコネクタインター
フェース２０４０がルーメン２０２６の長手方向軸の周り、ルーメン２０２６の長手方向
軸およびバイアルアダプタ２０００の軸上の中心線に垂直な軸の周りに、またはこれらの
間の回転の別の他の軸の周りで回転されたかどうかに無関係である。ボール２０７３が段
部２０７８から離れる方向に移動することで、シール２０７６が開くか、または破れ、ボ
ール逆止弁２０７０は開構成をとり、第１の室２０７４と第２の室２０７２は流体的に連
通する。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２０７０は、ボール２０７３を段部２０
７８の方へ付勢し、したがってボール逆止弁２０７０を閉構成に付勢することができる弾
力性を有する付勢部材を備える。いくつかの構成では、付勢部材は、バネであってよい。
いくつかの構成では、付勢部材は、可撓性部材であってよい。いくつかの実施形態では、
弾力性を有する付勢部材によってもたらされる付勢力は、ボール２０７３の重量より小さ
くてよい。
【０２７７】
　いくつかの実施形態では、ボール２０７３は、重力の影響下で第１の室２０７４を動き
回ることができる。いくつかの構成では、重力により、ボール２０７３は第２の室２０７
２の方へ移動し、第２の室２０７２の開口部のところで段部２０７８に載るようにできる
。上で説明されているように、ボール２０７３が段部２０７８上に載ることでシール２０
７６を形成することができ、これにより、ボール逆止弁２０７０は閉構成をとり、液体Ｌ
および／または他の流体がバイアル１０から出てボール逆止弁２０７０を通過するのを抑
制することができる。いくつかの構成では、重力により、ボール２０７３は段部２０７８
から離れる方向に移動しうる。重力の影響下でボール２０７３が段部２０７８から離れる
方向に移動することにより、シール２０７６が開くか、または破れ、ボール逆止弁２０７
０は開構成をとり、第１の室２０７４と第２の室２０７２は流体的に連通する。第１の室
の直径または断面ＤＶ１は、ボール２０７３の直径または断面ＤＢより大きいので、流体
は第１の室を通り、ボール２０７３の外側表面の周りを流れることができる。
【０２７８】
　次にボール逆止弁２０７０が閉構成である間のボール逆止弁２０７０の動作のいくつか
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の態様について説明する。例えば、いくつかの実施形態では、アクセス流路２０４５を介
してバイアル１０に導入されているか、またはバイアル１０から引き出されている流体が
ない場合、バイアル１０内の圧力は、弁流路２０７１内の圧力と実質的に同じである。こ
のような状況では、第１の室２０７４内の圧力は、第２の室２０７２内の圧力と実質的に
同じであってよい。いくつかの実施形態では、バイアル１０をコネクタインターフェース
２０４０の上に位置決めすることで、液体Ｌまたは他の流体はバイアル１０から第１の室
２０７４に移動することができる。いくつかの実施形態では、第１の室２０７４と第２の
室２０７２との間で圧力が平衡しているときに、ボール２０７３は段部１０７８上で静止
したままとなり、シール２０７６を形成する。シール２０７６は、液体Ｌおよび／または
他の流体がバイアル１０からボール逆止弁２０７０を通過するのを抑制することができる
。
【０２７９】
　いくつかの実施形態では、流体がアクセス流路２０４５を通してバイアル１０から引き
出されると、第２の室２０７２内の圧力より低い圧力がバイアル１０および第１の室２０
７４内に生じうる。この圧力差により、ボール２０７３は段部２０７８から離れて第１の
室２０７４内に移動しうる。ボール２０７３が段部２０７８から離れる方向に移動すると
、シール２０７６が破れ、調節器流体ＦＲが第２の室２０７２を通過し、ボール２０７３
の周りに移動することができる。次いで、調節流体ＦＲは、第１の室２０７４を通り、調
節器流路２０２５を通って、バイアル１０内に入ることができる。いくつかの実施形態で
は、調節器流体ＦＲは、調節器アセンブリ２０５０内のフィルターを通過した流体である
。いくつかの実施形態では、調節器流体ＦＲは、調節器アセンブリ２０５０のエンクロー
ジャの内部容積内に収容されている流体である。調節器流体ＦＲがバイアル１０内に入る
と、第１の室２０７４と第２の室２０７２との間の圧力差が相殺されるか、低減されるか
、実質的に排除されるか、または排除され、ボール２０７３が段部２０７８上の静止位置
に戻ることができる。いくつかの実施形態では、調節器流体ＦＲがバイアル１０内に入る
と、バイアル１０の内側と調節器アセンブリ２０５０の内側との間の平衡状態を維持しや
すくなる。ボール２０７３が段部２０７８上の静止位置に戻ることでシール２０７６が再
形成または作製され、液体Ｌまたは他の流体がバイアル１０から出てボール逆止弁２０７
０を通過するのを妨げることができる。
【０２８０】
　いくつかの実施形態では、流体がアクセス流路２０４５を通してバイアル１０に導入さ
れると（例えば、希釈液、混合流体、または過剰に引き出された流体が交換デバイス４０
を介してバイアル１０内に注入されたとき）、第２の室２０７２内の圧力より高い圧力が
バイアル１０および第１の室２０７４内に生じうる。この圧力差により、ボール２０７３
は段部２０７８上に押しやられ、したがってシール２０７６が締め付けられうる。シール
２０７６を締め付けると、液体Ｌがバイアル１０からボール逆止弁２０７０を通過するの
を抑制することができる。いくつかの実施形態では、シール２０７６を締め付けると、バ
イアル１０および第１の室２０７４内の内圧は、アクセス流路２０４５を介してさらに多
くの流体がバイアル１０内に導入されるとともに増大し続けるようにできる。いくつかの
実施形態では、バイアル１０および第１の室２０７４内の圧力が増大し続けると、より多
くの流体を禁止的レベルにまで導入するのに必要な力が劇的に高められ、最終的に、バイ
アル１０およびアダプタ２０００からの、またはこれらのコンポーネント間の流体の漏出
が生じる可能性が高まりうる。したがって、ボール逆止弁２０７０は、流体がバイアル１
０内に注入されるときに開位置にあることが望ましいと思われる。
【０２８１】
　ボール２０７３が段部２０７８から離れる方向に移動することで、シール２０７６が開
くか、または破れ、ボール逆止弁２０７０は開構成をとりうる。次にボール逆止弁２０７
０が開構成である間のボール逆止弁２０７０の動作のいくつかの態様について説明する。
例えば、いくつかの実施形態では、アクセス流路２０４５を介してバイアル１０に導入さ
れている流体がない、またはバイアル１０から引き出されている流体がない場合、バイア
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ル１０内の圧力は、実質的に一定を保つ。いくつかの実施形態では、バイアル１０は、ボ
ール逆止弁２０７０の第１の室２０７４、第２の室２０７２、および弁流路２０７１と流
体的に連通し、それらと同じ実質的に一定の内圧を有する。
【０２８２】
　いくつかの実施形態では、流体がアクセス流路２０４５を通してバイアル１０から引き
出されると、バイアル１０内の圧力が下がり、その後第１の室２０７４内の圧力も下がり
うる。バイアル１０および第１の室２０７４内の圧力がこのように下がると、ボール逆止
弁２０７０の第１の室２０７４と第２の室２０７２との間に圧力差が生じうる。この圧力
差により、調節流体ＦＲは、第１の室２０７４を通り、調節器流路２０２５を通って、バ
イアル１０内に入ることができる。いくつかの実施形態では、調節器流体ＦＲは、調節器
アセンブリ２０５０内のフィルターを通過した流体である。いくつかの実施形態では、調
節器流体ＦＲは、調節器アセンブリ２０５０のエンクロージャの内部容積内に収容されて
いる流体である。調節器流体ＦＲがバイアル１０内に入ると、第１の室２０７４と第２の
室２０７２との間の圧力差が相殺されるか、低減されるか、実質的に排除されるか、また
は排除されうる。いくつかの実施形態では、調節器流体ＦＲがバイアル１０内に入ると、
バイアル１０の内側と調節器アセンブリ２０５０の内側との間の平衡状態を維持しやすく
なる。
【０２８３】
　いくつかの実施形態では、流体がアクセス流路２０４５を通してバイアル１０に導入さ
れると（例えば、希釈液、混合流体、または過剰に引き出された流体が交換デバイス４０
を介してバイアル１０内に注入されたとき）、第２の室２０７２内の圧力より高い圧力が
バイアル１０および第１の室２０７４内に生じうる。この圧力差により、バイアル１０か
らの流体はバイアル１０から、ボール逆止弁２０７０を通り、調節器アセンブリ２０５０
内に入ることができる。いくつかの実施形態では、バイアル１０からの流体は、逆止弁２
０７０を通り、フィルターを通過しうる。いくつかの実施形態では、バイアル１０からの
流体は、逆止弁２０７０を通り、袋または他のエンクロージャ内に入る。流体がバイアル
１０からボール逆止弁２０７０を通過すると、バイアル１０内の圧力が低下し、バイアル
１０の内側と調節器アセンブリ２０５０の内側との間で平衡状態が保たれうる。いくつか
の実施形態では、調節器流体ＦＲは、外気もしくは殺菌されたガス、または濾過された空
気もしくはガスである。
【０２８４】
　いくつかの実施形態では、特に、バイアルアダプタの部分がモジュール式または交換可
能である実施形態では、ルーメン２０２６の内部および／または外部断面は、１つまたは
複数の位置合わせ特徴を備えることができる。例えば、ルーメンの内部および／または外
部断面は、キー溝付きまたは他の何らかの特別な形状を有するものとしてよい。潜在的な
形状およびその利点のいくつかの例は、図２０Ａ～図２０Ｆに示されており、上で説明さ
れている。突起部２０８５ａおよび／またはボール逆止弁２０７０は、対応する位置合わ
せ特徴（例えば、対応するキー溝または他の特別な形状）を備えることができる。このよ
うな構成は、アダプタ２０００と接続することができるか、またはそれと一体形成される
、調節器アセンブリ２０５０に信号を送るか、制御するか、または制限するために有益な
場合がある。例えば、ボール逆止弁２０７０および／またはそれが置かれている流路のキ
ー溝または形状は、アダプタ２０００のユーザーが、調節器アセンブリ２０５０内で逆止
弁２０７０が適切に位置合わせされている（例えば、バイアル１０中の側部で第１の室２
０７４を位置合わせする）ことを確認する手段となりうる。ボール逆止弁２０７０のこの
ような位置合わせは、調節器アセンブリ２０５０の機能が適切におよび／または予測可能
に動作することを可能にしうる。
【０２８５】
　いくつかの実施形態では、調節器アセンブリ２０５０の外部は、ボール逆止弁２０７０
の位置合わせを示す１つまたは複数の視覚的インジケータを備えることができる。いくつ
かの実施形態では、視覚的インジケータとして、切欠、言葉（例えば、頂および／または
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底）、矢印、または位置合わせの他のインジケータが挙げられる。いくつかの実施形態で
は、弁２０７０の突起部２０８５ａ、ルーメン２０２６、および／または本体部は、アダ
プタ２０００のユーザーが弁の構成を視覚的に確認できるようにする（例えば、弁が開構
成であるか閉構成であるかを示すボールの位置を表示できるようにする）実質的に透明な
材料から作製される。
【０２８６】
　いくつかの実施形態では、調節器アセンブリ２０５０は、ボール２０７３が閉塞位置に
あるときにそのことを示す１つまたは複数のインジケータ（例えば、視覚的または聴覚的
）を備えることができる。例えば、調節器アセンブリ２０５０は、ボール２０７３が閉塞
位置にあるときに発光するように構成されうる１つまたは複数の光源（例えば、ＬＥＤ光
、化学発光法による光など）を備えることができる。いくつかの実施形態では、アダプタ
２０００は、１つまたは複数のインジケータのうちの少なくとも１つに電力を供給するよ
うに構成された電源（例えば、１つまたは複数の電池、ＡＣ入力、ＤＣ入力、太陽電池な
ど）を備えることができる。いくつかの実施形態では、ボール２０７３は、導電性材料か
ら作製される。このような実施形態では、ボール逆止弁２０７０は、ボール２０７３が閉
塞位置にあるときにボール２０７３が電源と光源との間に回路を形成するように構成され
うる。いくつかの実施形態では、アダプタ２０００は、ボール２０７３が閉塞位置にある
ときにそのことを感知するように構成されたジャイロスコープセンサーを備えることがで
きる。いくつかのそのような実施形態では、センサーが接続されているコントローラは、
バイアル１０がアダプタ２０００の上に保持されているときに１つまたは複数のインジケ
ータを活性化するために電力を送ることができる。
【０２８７】
　図２８は、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部
分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができる
アダプタ２１００の一実施形態を例示している。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁
２１７０は、調節器流路２１２５およびボール逆止弁２１７０の第１の室２１７４の両方
と流体的に連通している第１の弁流路２１７１Ａを備える。ボール逆止弁２１００は、ボ
ール逆止弁２１７０の第２の室２１７２と選択的に流体的に連通する第２の弁流路２１７
１Ｂを備えることができる。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２１７０、またはそ
のある部分は、突起部２１８５ａ内の調節器流路２１２５内に位置決めされる。いくつか
の実施形態では、ボール逆止弁２１７０、またはそのある部分は、アダプタ２１００のル
ーメン２１２６内の調節器流路２１２５内に位置決めされる。いくつかの実施形態では、
ボール逆止弁２１７０、またはそのある部分は、突起部２１８５ａの外側の調節器流路２
１２５内に位置決めされる。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２１７０、またはそ
のある部分は、アダプタ２１００のルーメン２１２６の外側の調節器流路２１２５内に位
置決めされる。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２１７０および突起部２１８５ａ
は、一体部品を形成する。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２１７０およびルーメ
ン２１２６は、一体部品を形成する。
【０２８８】
　図２９は、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部
分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有することができる
アダプタ２２００の一実施形態を例示している。いくつかの実施形態では、調節器アセン
ブリ２２５０は、ドーム形弁２２７０などの、可撓性弁を備える。ドーム形弁２２７０は
、ドーム形部分２２７３を備えることができる。ドーム形部分２２７３は、凹側２２７５
Ｂと凸側２２７５Ａとを備えることができる。いくつかの実施形態では、ドーム形弁２２
７０は、ドーム形部分２２７３に取り付けられている環状フランジ２２７８を備えること
ができる。いくつかの実施形態では、環状フランジ２２７８およびドーム形部分２２７３
は、一体部品を構成する。ドーム形部分２２７３は、壁厚さＴ３を有することができる。
壁厚さＴ３は、ドーム形部分２２７３全体を通して実質的に一定であるものとしてよい。
いくつかの実施形態では、ドーム形部分２２７３の厚さＴ３は、ドーム形弁２２７０全体
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にわたって異なっていてもよい。
【０２８９】
　いくつかの実施形態では、ドーム形弁２２７０、またはそのある部分は、アダプタ２２
００のルーメン２２２６内の調節器流路２２２５内に位置決めされる。いくつかの実施形
態では、ドーム形弁２２７０、またはそのある部分は、突起部２２８５ａの外側の調節器
流路２２２５内に位置決めされる。いくつかの実施形態では、ドーム形弁２２７０、また
はそのある部分は、アダプタ２２００のルーメン２２２６の外側の調節器流路２２２５内
に位置決めされる。いくつかの実施形態では、ドーム形弁２２７０は、調節器流路２２２
５内に固定される。ドーム形弁２２７０は、例えば、接着剤、溶接、調節器流路２２２５
内の流路の嵌合、または他の手段により調節器流路２２２５内に固定することができる。
【０２９０】
　いくつかの実施形態では、ドーム形部分２２７３は、１つまたは複数のスリット２２７
４または他の何らかの開口部を備える。いくつかの実施形態では、１つまたは複数のスリ
ット２２７４は、ドーム形部分２２７３および／または環状フランジ２２７８によって閉
位置に付勢される。ドーム形弁２２７０は、１つまたは複数のスリット２２７４が閉位置
にあるときに流体が調節器流路２２２５を通過するのを抑制し、および／または防止する
ことができる。いくつかの実施形態では、１つまたは複数のスリット２２７４は、１つま
たは複数のクラッキング圧に応答して開き、流体が１つまたは複数のスリット２２７４を
通して流れることを許すように構成される。いくつかの実施形態では、ドーム形弁２２７
０の幾何学的形状および／または材料により、流体が第１の方向Ｆ１で１つまたは複数の
スリット２２７４を通って流れるのを許すのに必要なクラッキング圧が、流体が第２の方
向Ｆ２で１つまたは複数のスリット２２７４を通って流れるのを許すのに必要なクラッキ
ング圧より実質的に高くなる可能性がある。
【０２９１】
　次に、ドーム形弁２２７０の動作のいくつかの態様について説明する。例えば、いくつ
かの実施形態では、アダプタ２２００のアクセス流路２２４５を介してバイアル１０に導
入されている流体がない、またはバイアル１０から引き出されている流体がない場合、バ
イアル１０内の圧力は、実質的に一定を保つ。いくつかの実施形態では、バイアル１０は
、ドーム形弁２２７０の凸側２２７５Ａの領域内の調節器流路２２２５と流体的に連通し
、その中の圧力Ｐ１と同じ実質的に一定の内圧を有する。いくつかの実施形態では、ドー
ム形弁２２７０の凹側２２７５Ｂの領域内の圧力Ｐ２は、バイアル１０に導入される流体
がない、またはバイアル１０から引き出される流体がない場合の圧力Ｐ１と実質的に同じ
である。そのような構成では、ドーム形弁２２７０の１つまたは複数のスリット２２７４
は、ドーム形弁２２７０のドーム形部分２２７３によって閉位置に付勢されうる。
【０２９２】
　いくつかの実施形態では、流体がアクセス流路２０４５を通してバイアル１０から引き
出されると、バイアル１０内の圧力が下がり、その後凸側２２７５Ａの領域内の圧力Ｐ１
も下がりうる。圧力Ｐ１がこのように下がると、ドーム形弁２２７０の凸側２２７５Ａと
凹側２２７５Ｂとの間に圧力差が生じうる。いくつかの実施形態では、バイアル１０から
流体が引き出されると、ドーム形弁２２７０に加わる圧力差がドーム形弁２２７０のクラ
ッキング圧に打ち勝つほどの高さになり、１つまたは複数のスリット２２７４が開き、流
体がドーム形弁２２７０を通って第２の方向Ｆ２に流れるのを許しうる。いくつかの構成
では、調節器流体ＦＲは、１つまたは複数のスリット２２７４が開かれ、弁２２７０の凹
形２２７５Ｂにかかる圧力Ｐ２が弁２２７０の凸側２２７５ＡにかかるＰ１圧力より高く
なると、第２の方向Ｆ２にドーム形弁２２７０を通って流れる。調節器流体ＦＲがドーム
形弁２２７０を通り、および／またはバイアル１０内に入ると、バイアル１０内の圧力が
上昇しうる。バイアル１０内の圧力が上昇すると、ドーム形弁２２７０の凸面２２７５Ａ
の領域内の圧力Ｐ１が上昇しうる。凸面２２７５Ａの領域内の圧力Ｐ１が上昇すると、弁
２２７０にかかる圧力差がクラッキング圧より低くなり、１つまたは複数のスリット２２
７４を閉じることができる。いくつかの実施形態では、調節器流体ＦＲが第２の方向Ｆ２
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でドーム形弁２２７０を通過すると、流体がアクセス流路２２４５を介してバイアル１０
から引き出されるときにバイアル１０の内側と調節器アセンブリ２０５０の内側との間の
平衡状態を維持しやすくなる。いくつかの実施形態では、調節器流体ＦＲは、調節器アセ
ンブリ２２５０内のフィルターを通過した流体である。いくつかの実施形態では、調節器
流体ＦＲは、調節器アセンブリ２２５０のエンクロージャの内部容積内に収容されている
流体である。
【０２９３】
　いくつかの実施形態では、流体がアクセス流路２２４５を通してバイアル１０に導入さ
れると（例えば、希釈液、混合流体、または過剰に引き出された流体が交換デバイス４０
を介してバイアル１０内に注入されたとき）、バイアル１０内の圧力が上昇しうる。バイ
アル１０内の圧力が上昇すると、ドーム形弁２２７３の凸面２２７５Ａの領域内の圧力Ｐ
１が上昇しうる。凸面２２７５Ａの領域内の圧力Ｐ１が上昇すると、ドーム形弁２２７３
上に圧力差が生じうる。いくつかの実施形態では、バイアル１０内に流体が導入されると
、ドーム形弁２２７０に加わる圧力差がドーム形弁２２７０のクラッキング圧に打ち勝つ
ほどの高さになり、１つまたは複数のスリット２２７４が開き、流体がドーム形弁２２７
０を通って第１の方向Ｆ１に流れるのを許しうる。いくつかの構成では、上で説明されて
いるように、流体が第１の方向Ｆ１に流れるのを許すのに必要なクラッキング圧は、流体
が第２の方向Ｆ２にドーム側弁２２７０を通って流れるのを許すのに必要なクラッキング
圧より実質的に高い。いくつかの実施形態では、流体がバイアル１０からドーム形弁２２
７０を通って第１の方向Ｆ１に流れると、バイアル１０内の圧力が低下しうる。バイアル
１０内の圧力が低下すると、凸面２２７５Ａの領域内の圧力Ｐ１が低下し、弁２２７０に
かかる圧力差がクラッキング圧より低くなり、１つまたは複数のスリット２２７４が閉じ
ることができる。いくつかの実施形態では、流体が第１の方向Ｆ１にドーム形弁２２７０
を通過すると、バイアル１０の内側と調節器アセンブリ２２５０の内側との間の平衡状態
を維持しやすくなる。
【０２９４】
　図３０Ａ～図３０Ｂは、アダプタ２３００およびシャワーヘッドドーム形弁２３７０な
どの複数の開口部を持つ弁の一実施形態を例示している。アダプタ２３００は、本明細書
で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネントまたは部分と同じであるか、ま
たは類似しているコンポーネントまたは部分を有するものとしてよい。シャワーヘッドド
ーム形弁２３７０は、ドーム形部分２３７３を備えることができる。ドーム形部分２３７
３は、凹側２３７５Ｂと凸側２３７５Ａとを備えることができる。いくつかの実施形態で
は、シャワーヘッドドーム形弁２３７０は、ドーム形部分２３７３に取り付けられている
環状フランジ２３７８を備えることができる。いくつかの実施形態では、環状フランジ２
３７８およびドーム形部分２３７３は、一体部品を構成する。ドーム形部分２３７３は、
壁厚さＴ４を有することができる。壁厚さＴ４は、ドーム形部分２３７３全体を通して実
質的に一定であるものとしてよい。いくつかの実施形態では、ドーム形部分２３７３の厚
さＴ４は、シャワーヘッドドーム形弁２３７０全体にわたって異なっていてもよい。
【０２９５】
　いくつかの実施形態では、シャワーヘッドドーム型弁２３７０、またはそのある部分は
、アダプタ２３００のルーメン２３２６内の調節器流路２３２５内に位置決めされる。い
くつかの実施形態では、シャワーヘッドドーム型弁２３７０、またはそのある部分は、突
起部２３８５ａの外側の調節器流路２３２５内に位置決めされる。いくつかの実施形態で
は、シャワーヘッドドーム型弁２３７０、またはそのある部分は、アダプタ２３００のル
ーメン２３２６の外側の調節器流路２３２５内に位置決めされる。いくつかの実施形態で
は、シャワーヘッドドーム形弁２３７０は、調節器流路２３２５内に固定される。シャワ
ーヘッドドーム形弁２３７０は、例えば、接着剤、溶接、調節器流路２３２５内の流路の
嵌合、または他の手段により調節器流路２３２５内に固定することができる。
【０２９６】
　いくつかの実施形態では、ドーム形部分２３７３は、１つまたは複数の開口部または中
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央スリット２３７４を備える。いくつかの実施形態では、１つまたは複数の中央スリット
２３７４は、一般的に十字形構成で配置構成される。いくつかの実施形態では、１つまた
は複数の中央スリット２３７４は、一般的に互いに平行である。いくつかの実施形態では
、ドーム形部分２３７３は、１つまたは複数の外側スリット２３７４Ａを備える。いくつ
かの実施形態では、外側スリット２３７４Ａの数は、約３０以下、および／または約４以
上である。
【０２９７】
　いくつかの実施形態では、１つまたは複数の中央スリット２３７４および／または外側
スリット２３７４Ａは、ドーム形部分２３７３および／または環状フランジ２３７８によ
って閉位置に付勢される。シャワーヘッドドーム形弁２３７０は、スリット２３７４、２
３７４Ａが閉位置にあるときに流体が調節器流路２３２５を通過するのを抑制し、および
／または防止することができる。いくつかの実施形態では、スリット２３７４、２３７４
Ａは、１つまたは複数のクラッキング圧に応答して開き、流体がスリット２３７４、２３
７４Ａを通して流れることを許すように構成される。いくつかの実施形態では、シャワー
ヘッドドーム形弁２３７０の幾何学的形状および／または材料により、流体が第１の方向
Ｆ１でスリット２３７４、２３７４Ａを通って流れるのを許すのに必要なクラッキング圧
が、流体が第２の方向Ｆ２でスリット２３７４、２３７４Ａを通って流れるのを許すのに
必要なクラッキング圧より実質的に高くなる可能性がある。いくつかの実施形態では、流
体がシャワーヘッドドーム側弁２３７０を通り第１の方向Ｆ１および第２の方向Ｆ２に流
れるのを許すのに必要なクラッキング圧は、それぞれ、流体がドーム側弁２２７０を通り
第１の方向Ｆ１および第２の方向Ｆ２に流れるのを許すのに必要なクラッキング圧より低
い。いくつかの実施形態では、シャワーヘッドドーム形弁２３７０は、流体がアクセス流
路２３４５を介してバイアル１０に導入されるか、またはバイアル１０から取り出される
ときにドーム型弁２２７０と実質的に同じ仕方で機能する。
【０２９８】
　図３１Ａ～図３１Ｂは、本明細書で開示されている他のバイアルアダプタのコンポーネ
ントまたは部分と同じであるか、または類似しているコンポーネントまたは部分を有する
ことができるアダプタ２４００の一実施形態を例示している。いくつかの実施形態では、
調節器アセンブリ１４５０は、フラップ逆止弁２４７０などの、開閉する閉塞器弁２４７
０を備え、閉塞コンポーネントの一部は閉塞器弁２４７０が開状態と閉状態との間で遷移
するときにバイアルアダプタ２４００内の構造に張り付いたままとなる。フラップ逆止弁
２４７０は、封止部分２４７９を備えることができる。封止部分２４７９は、例えば、調
節器アセンブリ２４５０の調節器流路２４２５内にぴったり嵌る形状を有する中空のスト
ッパー、フラップ逆止弁２４７０を調節器流路２４２５内の適所に固定するのに適してい
る１つまたは複数の環状突起部もしくは他の何らかの特徴を備えることができる。いくつ
かの実施形態では、フラップ逆止弁２４７０、またはそのある部分は、アダプタ２４００
のルーメン２４２６内の調節器流路２４２５内に位置決めされる。いくつかの実施形態で
は、フラップ逆止弁２４７０、またはそのある部分は、突起部２４８５ａの外側の調節器
流路２４２５内に位置決めされる。いくつかの実施形態では、フラップ逆止弁２４７０、
またはそのある部分は、アダプタ２４００のルーメン２４２６の外側の調節器流路２４２
５内に位置決めされる。いくつかの実施形態では、フラップ逆止弁２４７０は、調節器流
路２４２５内に固定される。
【０２９９】
　いくつかの構成によれば、フラップ逆止弁２４７０は、封止部分２４７９に取り付けら
れた座部２４７７を備えることができる。いくつかの実施形態では、座部２４７７および
封止部分２４７９は、一体部品を形成する。いくつかの実施形態では、座部２４７７およ
び封止部分２４７９は、別々の部品である。フラップ逆止弁２４７０は、フラップ２４７
３を備えることができる。フラップ２４７３は、第１の端部２４７３Ａと第２の端部２４
７３Ｂとを有することができる。フラップ２４７３の第１の端部２４７３Ａは、封止部分
２４７９および／または座部２４７７に回転可能に取り付けることができる。
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【０３００】
　いくつかの実施形態では、フラップ２４７３は、バイアル１０がアダプタ２４００のコ
ネクタインターフェースの上に来るようにアダプタ２４００およびバイアル１０が配向さ
れたときに座部２４７７上に載るように構成されうる。いくつかの構成では、フラップ２
４３７と座部２４７７との接触により、フラップ逆止弁２４７０の内側２４７２と外側２
４７４との間にシール２４７６が形成されうる。シール２４７６は、フラップ逆止弁２４
７０を閉構成にし、液体Ｌおよび／または他の流体がバイアル１０からフラップ逆止弁２
４７０を通過するのを抑制することができる。いくつかの実施形態では、フラップ２４７
３は、アダプタ２４００のコネクタインターフェースがバイアル１０の上に来るようにア
ダプタ２４００およびバイアル１０が配向されたときに座部２４７７から離れる方向に回
転するように構成されうる。フラップ２４７３が座部材２４７７から離れる方向に移動す
ることで、シール２４７６が排除され、フラップ逆止弁２４７０は開構成をとり、フラッ
プ逆止弁２４７０の内側２４７２と外側２４７４は流体的に連通する。
【０３０１】
　いくつかの実施形態では、フラップ２４７３は、重力の影響下で座部２４７７の方へ、
および座部２４７７から離れる方向に移動することができる。上で説明されているように
、フラップ２４７３と座部２４７７との間の接触により、フラップ逆止弁２４７０の内側
２４７２と外側２４７４との間にシール２４７６が形成され、これによりフラップ逆止弁
２４７０を閉構成にし、液体Ｌおよび／または他の流体がバイアル１０からフラップ逆止
弁２４７０を通過するのを抑制することができる。いくつかの構成では、重力により、フ
ラップ２４７３は座部２４７７から離れる方向に移動し、シール２４７５を破ることがで
きる。重力の影響下でフラップ２４７３が座部材２４７７から離れる方向に移動すると、
シール２４７６が排除され、フラップ逆止弁２４７０は開構成をとり、外側２４７４と内
側２４７２は流体的に連通するようにできる。いくつかの実施形態では、フラップ２４７
３は、閉位置に付勢される。付勢力は、例えば、１つまたは複数のトーションバネ、また
はフラップ２４７３を座部２４７７の方へ付勢するのに適した別の特徴（例えば、張力、
形状記憶材料、磁石など）によって与えることができる。いくつかの実施形態では、第１
の端部２４７３Ａのところでフラップ２４７３に加えられる付勢トルクは、フラップ２４
７３の重量が重力により座部２４７７から離れる方向に引かれるときに（例えば、座部２
４７７がフラップ２４７３の上に位置決めされるときに）第１の端部２４７３Ａにおいて
生じるトルクよりも小さい。
【０３０２】
　次にフラップ逆止弁２４７０が閉構成である間のフラップ逆止弁２４７０の動作のいく
つかの態様について説明する。例えば、いくつかの実施形態では、アクセス流路２４４５
を介してバイアル１０に導入されている流体がない、またはバイアル１０から引き出され
ている流体がない場合、バイアル１０内の圧力は、フラップ逆止弁２４７０の内側２４７
２の圧力と実質的に同じである。このような状況では、フラップ逆止弁２４７０の内側２
４７２の圧力Ｐ２は、フラップ逆止弁２４７０の外側２４７４の圧力Ｐ１と実質的に同じ
であってよい。いくつかの実施形態では、バイアル１０をフラップ逆止弁２４７０の上に
位置決めすることで、液体Ｌまたは他の流体はバイアル１０からフラップ逆止弁２４７０
の外側２４７４に移動することができる。いくつかの実施形態では、フラップ逆止弁の外
側２４７４と内側２４７２との間で圧力が平衡しているときに、フラップ２４７３は座部
２４７７上で静止したままとなり、シール２４７６を形成する。シール２４７６は、液体
Ｌおよび／または他の流体がバイアル１０からフラップ逆止弁２４７０を通過するのを抑
制することができる。
【０３０３】
　いくつかの実施形態では、流体がアクセス流路２４４５を通してバイアル１０から引き
出されると、フラップ逆止弁２４７０の内側２４７２の圧力より低い圧力がバイアル１０
およびフラップ逆止弁２４７０の外側２４７４に発生しうる。この圧力差により、フラッ
プ２４７３は座部２４７７から離れる方向に移動しうる。フラップ２４７３が座部２４７
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７から離れる方向に移動すると、シール２４７６が破れ、流体ＦＲがフラップ逆止弁２４
７０の内側２４７２からフラップ逆止弁２４７０の外側２４７４に移動することが許され
うる。次いで、調節流体ＦＲは、調節器流路２４２５を通って、バイアル１０内に入るこ
とができる。いくつかの実施形態では、調節器流体ＦＲは、調節器アセンブリ２４５０内
のフィルターを通過した流体である。いくつかの実施形態では、調節器流体ＦＲは、調節
器アセンブリ２４５０のエンクロージャの内部容積内に収容されている流体である。調節
器流体ＦＲがバイアル１０内に入ると、フラップ逆止弁２４７０の第１の外側２４７４と
内側２４７２との間の圧力差が相殺されるか、低減されるか、実質的に排除されるか、ま
たは排除され、フラップ２４７３が座部２４７７上の静止位置に戻ることができる。いく
つかの実施形態では、調節器流体ＦＲがバイアル１０内に入ると、バイアル１０の内側と
調節器アセンブリ２４５０の内側との間の平衡状態を維持しやすくなる。フラップ２４７
３が座部２４７７上の静止位置に戻ることでシール２４７６が再形成され、液体Ｌおよび
／または他の流体がバイアル１０から出てフラップ逆止弁２４７０を通過するのを妨げる
ことができる。
【０３０４】
　いくつかの実施形態では、流体がアクセス流路２４４５を通してバイアル１０に導入さ
れると（例えば、希釈液、混合流体、または過剰に引き出された流体が交換デバイス４０
を介してバイアル１０内に注入されたとき）、フラップ逆止弁２４７０の内側２４７２の
圧力より高い圧力がバイアル１０およびフラップ逆止弁２４７０の外側２４７４に発生し
うる。この圧力差により、フラップ２４７３は座部２４７７上に押しやられ、したがって
シール２４７６が締め付けられうる。シール２４７６を締め付けると、液体Ｌがバイアル
１０からフラップ逆止弁２４７０を通過するのを抑制することができる。いくつかの実施
形態では、シール２４７６を締め付けると、バイアル１０の内圧およびフラップ逆止弁２
４７０の外側２４７４の領域内の圧力Ｐ１は、アクセス流路２４４５を介してさらに多く
の流体がバイアル１０内に導入されるとともに増大し続けるようにできる。いくつかの実
施形態では、バイアル１０内の圧力が増大し続けると、より多くの流体を禁止的レベルに
まで導入するのに必要な力が劇的に高められ、最終的に、バイアル１０およびアダプタ２
４００からの、またはこれらのコンポーネント間の流体の漏出が生じる可能性が高まりう
る。したがって、フラップ逆止弁２４７０は、流体がバイアル１０内に注入されるときに
開位置にあることが望ましいと思われる。
【０３０５】
　フラップ２４７３が座部２４７７から離れる方向に移動すると、シール２４７６を排除
し、フラップ逆止弁２４７０を開構成にすることができる。いくつかの実施形態では、開
いているフラップ逆止弁２４７０は、アクセス流路２４４５を介して流体をバイアル１０
に導入するか、またはバイアル１０から引き出した後にフラップ逆止弁２４７０を通る流
体の通過に関して上で説明されている、開いているボール逆止弁２０７０とほとんど同じ
機能を果たす。いくつかの実施形態では、調節器アセンブリ２４５０は、ボール逆止弁２
０７０に関して上で説明されているのと同じキー溝、形状、および／または位置合わせ特
徴（例えば、透明材料、視覚的位置合わせインジケータ、整形された流路、および／また
は整形された弁）の多くを有することができる。
【０３０６】
　図３２は、アダプタ２５００の一実施形態を例示している。アダプタ２５００は、穿孔
部材２５２０を備えることができる。いくつかの実施形態では、穿孔部材２５２０は、バ
イアル１０内に配設される。穿孔部材２５２０は、交換デバイス４０と連通するアクセス
流路２５４５を備えることができる。いくつかの実施形態では、穿孔部材２５３０は、ボ
ール逆止弁２５２０などの、重力または向き閉塞器弁を備える調節器流路２５２５を具備
する。ボール逆止弁２５７０は、バイアル１０と流体的に連通する実質的に円形の断面お
よび直径Ｄ１を有する第１の流路２５７４を備えることができる。いくつかの実施形態で
は、ボール逆止弁２５７０は、第１の流路２５７４と選択的に流体的に連通する実質的に
円形の断面および直径Ｄ２を有する第２の流路２５７２を備えることができる。第１の室
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および第２の室の構造の他の多くの変更形態が可能である。例えば、他の断面形状が適し
ている場合がある。
【０３０７】
　ボール逆止弁２５７０は、第１の流路２５７４と第２の流路２５７２との間に段部２５
７８を備えることができる。いくつかの実施形態では、段部２５７８と第１の流路２５７
４の壁との間が成す角度θ２は、約９０°とすることができる。いくつかの実施形態では
、角度θ２は、９０°より小さくいか、または大きいものとすることができる。例えば、
いくつかの実施形態では、角度θ２は、約７５°以下、および／または約３０°以上であ
る。いくつかの実施形態では、第２の流路２５７２は、ボール逆止弁２５７０が開構成で
あるときに第１の流路２５７４と流体的に連通する。いくつかの実施形態では、第１の流
路２５７４の内壁は、第１の流路２５７４および第２の流路２５７２が単一の円錐台形の
流路を構成するように第２の流路２５７２の内壁内へ徐々にテーパーが付けられているも
のとしてよい。
【０３０８】
　閉塞器弁は、ボール２５７３などの閉塞器を備えることができる。いくつかの実施形態
では、ボール２５７３は、バイアル１０内の液体Ｌおよび／または他の流体より高い密度
を有する材料から作製される。ボール２５７３は、球体であるか、または他の何らかの好
適な形状であるものとしてよい。いくつかの実施形態では、ボール２５７３は、直径ＤＢ
２を有する。直径ＤＢ２は、第１の流路２５７４の直径Ｄ１より小さく、第２の流路２５
７２の直径Ｄ２より大きいものとすることも可能である。例えば、いくつかの実施形態で
は、ボール２５７３の直径ＤＢ２と第１の流路２５７４の直径Ｄ１との比は、約９：１０
以下、および／または約７：１０以上である。いくつかの実施形態では、第２の流路２５
７２の直径Ｄ２とボール２５７３の直径ＤＢ２との比は、約９：１０以下、および／また
は約７：１０以上である。いくつかの実施形態では、ボール逆止弁２５７０は、捕捉部材
２５７７を備えることができる。捕捉部材２５７７は、ボール２５７０が第１の流路２５
７４から外へ出るのを抑制することができる。
【０３０９】
　いくつかの構成では、ボール２５７３は、ボール逆止弁２０７０のボール２０７３とほ
とんど同じ挙動を示すものとしてよい。例えば、ボール２５７３は、ボール２０７３がボ
ール逆止弁２０７０の第１の室２０７４で動き回ることができるのとほとんど同じように
力の影響下で第１の流路２５７４内を移動することができる。ボール２５７３をボール逆
止弁２５７０の段部２５７８に当接させることで、シール２５６０を形成することができ
、このシールによりバイアル内の液体Ｌおよび／または他の流体が調節器流路２５２５内
に入るのを抑制することができる。多くの点で、ボール逆止弁２５７０は、重力、アダプ
タ２５７０の位置合わせ、および／または他の力の影響の下でボール逆止弁２０７０と同
じまたは実質的に同じ挙動を示す。
【０３１０】
　以下の一覧は、本開示の範囲内にある例示的な実施形態をまとめたものである。一覧に
ある例示的な実施形態は、決して実施形態の範囲を制限するものとして解釈されるべきで
はない。一覧にある例示的な実施形態のさまざまな特徴を取り除き、追加し、または組み
合わせることで追加の実施形態を形成することができ、本開示の一部を成す。
【０３１１】
　１．　封止されたバイアルと結合するように構成されたアダプタであって、
　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアルか
ら流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置で
あって、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部は、前記収納装置内
を通る、収納装置と、
　前記調節器流路と流体的に連通する調節器エンクロージャであって、前記調節器エンク
ロージャは、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡張され
るか、または展開されている、第１の配向と、流体が前記抽出器流路を介して前記封止さ
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れたバイアルから引き出されるときに、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少
なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動する
ように構成される、調節器エンクロージャと、
　前記調節器エンクロージャ内に配設され、前記調節器エンクロージャ内の調節器流体の
初期体積を確保するように構成され、それにより、流体が前記抽出器開口を介して前記封
止されたバイアルから引き出されるときに前記アダプタが調節器流体を前記調節器エンク
ロージャから前記封止されたバイアルに供給することを可能にする、充填材とを備えるア
ダプタ。
【０３１２】
　２．　前記アダプタは、前記アダプタが前記封止されたバイアルと結合されたときに前
記調節器エンクロージャが前記封止されたバイアルの外側にあるように構成される実施形
態１に記載のアダプタ。
【０３１３】
　３．　前記調節器エンクロージャの少なくとも実質的部分は、硬質ハウジング内にない
実施形態１に記載のアダプタ。
【０３１４】
　４．　前記収納装置は、前記抽出器流路と流体的に連通し、筒内の流体の画定された体
積を保持するように構成された注射器と結合するように構成された医療用コネクタインタ
ーフェースを備え、前記充填材は、調節器流体の前記初期体積が流体の前記画定された体
積以上であることを確実にするように構成される実施形態１に記載のアダプタ。
【０３１５】
　５．　前記調節器エンクロージャ内の調節器流体の前記初期体積は、約６０ｍＬ以上で
ある実施形態４に記載のアダプタ。
【０３１６】
　６．　前記調節器エンクロージャは、前記調節器エンクロージャが完全に拡張されるか
、または展開されたときに調節器流体の最大体積を保持するように構成され、前記最大体
積は、約１８０ｍＬ以上である実施形態１に記載のアダプタ。
【０３１７】
　７．　前記調節器エンクロージャは、ポリエチレンテレフタレートフィルムを含む材料
系から作製される実施形態１に記載のアダプタ。
【０３１８】
　８．　前記ポリエチレンテレフタレートフィルムは、金属化コーティングを含む実施形
態７に記載のアダプタ。
【０３１９】
　９．　前記金属化コーティングは、アルミニウムを含む実施形態８に記載のアダプタ。
【０３２０】
　１０．　圧力調節バイアルアダプタは、前記収納装置に接続された穿孔部材を備え、前
記エンクロージャは、前記穿孔部材内に少なくとも部分的に配設される実施形態１に記載
のアダプタ。
【０３２１】
　１１．　前記封止されたバイアル内の圧力は、薬剤流体が前記封止されたバイアルから
引き出されるときに前記調節器エンクロージャを収縮させるか、または折り畳んで前記調
節器エンクロージャの反対側の圧力を実質的に平衡状態にすることによって調節される実
施形態１に記載のアダプタ。
【０３２２】
　１２．　前記調節器エンクロージャは、前記バイアル内に配設された薬剤流体に対して
実質的に不透過性である層を備え、これにより、前記調節器エンクロージャの外面と内面
との間の前記薬剤流体の通過を阻止する実施形態１に記載のアダプタ。
【０３２３】
　１３．　前記調節器エンクロージャと、前記アダプタが前記バイアルと結合されたとき
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に調節器流体を前記調節器エンクロージャと前記バイアルとの間に流すことを可能にする
ように構成された遠位調節器開口との間に配設された疎水性フィルターをさらに備える実
施形態１に記載のアダプタ。
【０３２４】
　１４．　前記疎水性フィルターは、前記調節器流路内に配設される実施形態１３に記載
のアダプタ。
【０３２５】
　１５．　前記充填材は、発泡材料を含む実施形態１に記載のアダプタ。
【０３２６】
　１６．　前記充填材は、ポリウレタン－エーテル発泡体を含む実施形態１５に記載のア
ダプタ。
【０３２７】
　１７．　封止されたバイアルから流体を引き出す方法であって、
　圧力調節バイアルアダプタを前記封止されたバイアルに接続するステップであって、前
記圧力調節バイアルアダプタは、
　　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアル
から流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置
であって、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部は、前記収納装置
内を通る、収納装置と、
　　前記調節器流路と流体的に連通する調節器エンクロージャであって、前記調節器エン
クロージャは、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡張さ
れるか、または展開されている、第１の配向と、流体が前記抽出器流路を介して前記封止
されたバイアルから引き出されるときに、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が
少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動す
るように構成される、調節器エンクロージャと、
　　前記調節器エンクロージャ内に配設され、前記調節器エンクロージャ内の調節器流体
の初期体積を確保するように構成され、それにより、流体が前記抽出器開口を介して前記
封止されたバイアルから引き出されるときに前記アダプタが調節器流体を前記調節器エン
クロージャから前記封止されたバイアルに供給することを可能にする、充填材とを備える
ステップと、
　前記圧力調節バイアルアダプタを通じて前記封止されたバイアルから流体を引き出すス
テップとを含む方法。
【０３２８】
　１８．　封止されたバイアルと結合するためのアダプタを製造する方法であって、
　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアルか
ら流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置を
用意するステップであって、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部
は、前記収納装置内を通る、ステップと、
　充填材を調節器エンクロージャ内に配設するステップであって、前記充填材は、前記調
節器エンクロージャ内の調節器流体の初期体積を確保するように構成され、それにより、
流体が前記抽出器開口を介して前記封止されたバイアルから引き出されるときに前記アダ
プタが調節器流体を前記調節器エンクロージャから前記封止されたバイアルに供給するこ
とを可能にする、ステップと、
　前記調節器流路と流体的に連通する前記調節器エンクロージャを配置するステップであ
って、前記調節器エンクロージャは、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少な
くとも部分的に拡張されるか、または展開されている、第１の配向と、流体が前記抽出器
流路を介して前記封止されたバイアルから引き出されるときに、前記調節器エンクロージ
ャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２
の配向との間を移動するように構成される、ステップとを含む方法。
【０３２９】
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　１９．　調節器エンクロージャ内に充填材を配設するステップは、
　前記充填材を中に通せるように構成された前記調節器エンクロージャ内の充填開口部を
形成するステップと、
　前記充填開口部を通じて前記調節器エンクロージャに前記充填材を充填するステップと
、
　前記充填開口部を閉じるステップとを含む実施形態１８に記載の方法。
【０３３０】
　２０．　調節器流路と流体的に連通する調節器エンクロージャを配置するステップは、
　前記調節器エンクロージャ内のエンクロージャ開口部を収納装置の近位調節器開口と位
置合わせするステップと、
　前記調節器エンクロージャを前記収納装置に留めるステップとを含む実施形態１８に記
載の方法。
【０３３１】
　２１．　封止されたバイアルと結合するように構成されたアダプタであって、
　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアルか
ら流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置で
あって、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部は、前記収納装置内
を通る、収納装置と、
　前記調節器流路と流体的に連通する調節器エンクロージャであって、前記調節器エンク
ロージャは、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡張され
るか、または展開されている、第１の配向と、流体が前記抽出器流路を介して前記封止さ
れたバイアルから引き出されるときに、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少
なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動する
ように構成される、調節器エンクロージャとを備え、
　硬質ハウジングは、前記調節器エンクロージャの実質的容積を含まないアダプタ。
【０３３２】
　２２．　前記調節器エンクロージャは、第１の側部および前記第１の側部に対向する第
２の側部を備え、前記第１の側部および前記第２の側部のそれぞれは、前記調節器流路と
前記調節器エンクロージャとの間に調節器流体が流れるときに拡張するか、収縮するか、
折り畳まれるか、または展開されるように構成される実施形態２１に記載のアダプタ。
【０３３３】
　２３．　前記第２の側部は、調節器流体が前記調節器流路を通過するときに前記収納装
置から離れる方向に、または前記収納装置の方へ移動するように構成される実施形態２２
に記載のアダプタ。
【０３３４】
　２４．　前記第１の側部は、前記調節器エンクロージャの内側の一部を形成する内面と
、前記調節器エンクロージャの外側の一部を形成する外面とを備え、前記第１の側部の前
記外面は、収納装置の方へ配向される実施形態２２に記載のアダプタ。
【０３３５】
　２５．　前記封止されたバイアル内の圧力は、薬剤流体が前記封止されたバイアルから
引き出されるときに前記調節器エンクロージャを収縮させるか、または折り畳んで前記調
節器エンクロージャの反対側の圧力を実質的に平衡状態にすることによって調節される実
施形態２１に記載のアダプタ。
【０３３６】
　２６．　前記調節器エンクロージャは、前記バイアル内に配設された薬剤流体に対して
実質的に不透過性である層を備え、これにより、前記エンクロージャの外面と内面との間
の前記薬剤流体の通過を阻止する実施形態２１に記載のアダプタ。
【０３３７】
　２７．　前記調節器エンクロージャと、前記アダプタが前記バイアルと結合されたとき
に調節器流体を前記調節器エンクロージャと前記バイアルとの間に流すことを可能にする
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ように構成された遠位調節器開口との間に配設された疎水性フィルターをさらに備える実
施形態２１に記載のアダプタ。
【０３３８】
　２８．　前記調節器エンクロージャ内に配設され、前記調節器エンクロージャ内の調節
器流体の初期体積を確保するように構成され、それにより、流体が前記抽出器開口を介し
て前記封止されたバイアルから引き出されるときに前記アダプタが調節器流体を前記調節
器エンクロージャから前記封止されたバイアルに供給することを可能にする、充填材をさ
らに備える実施形態２１に記載のアダプタ。
【０３３９】
　２９．　封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルアダプタであって、
　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアルか
ら流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置で
あって、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部は、前記収納装置内
を通る、収納装置と、
　前記調節器流路と流体的に連通する調節器エンクロージャであって、前記調節器エンク
ロージャは、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に拡張され
るか、または展開されている、第１の配向と、流体が前記抽出器流路を介して前記封止さ
れたバイアルから引き出されるときに、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少
なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、第２の配向との間を移動する
ように構成される、調節器エンクロージャとを備え、
　前記調節器エンクロージャは、第１の側部および前記第１の側部に対向する第２の側部
を有し、前記第１の側部は、前記調節器エンクロージャの内側の一部を形成する内面と、
前記調節器エンクロージャの外側の一部を形成する外面とを備え、前記第１の側部の前記
外面は、前記収納装置の方へ配向される、
　前記第１の側部および前記第２の側部のそれぞれは、調節器流体が前記調節器流路を通
過するときに拡張するか、収縮するか、折り畳まれるか、または展開されるように構成さ
れ、
　前記第２の側部は、調節器流体が前記調節器流路を通過するときに前記収納装置から離
れる方向に、または前記収納装置の方へ移動するように構成され、
　前記調節器エンクロージャは、硬質ハウジング内に完全には入りきらないバイアルアダ
プタ。
【０３４０】
　３０．　封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルアダプタであって、
　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアルか
ら流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置で
あって、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部は、前記収納装置内
を通る、収納装置と、
　前記調節器流路と流体的に連通し、調節器流体の体積を受け入れるように構成された調
節器エンクロージャであって、前記調節器エンクロージャは、前記調節器エンクロージャ
の少なくとも一部が少なくとも部分的に拡張されるか、または展開されている、第１の配
向と、流体が前記抽出器流路を介して前記封止されたバイアルから引き出されるときに、
前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小されるか、または
折り畳まれている、第２の配向との間を移動するように構成される、調節器エンクロージ
ャとを備え、
　前記調節器エンクロージャは第１の層を有し、前記第１の層は前記第１の層に対向する
第２の層と接続され、前記第１の層および前記第２の層は、その間にある調節流体の前記
体積を受け入れるように構成され、
　前記第１の側部および前記第２の側部のそれぞれは、調節器流体が前記調節器流路を通
過するときに拡張するか、収縮するか、折り畳まれるか、または展開されるように構成さ
れ、
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　前記第２の側部は、調節器流体が前記調節器流路を通過するときに前記収納装置から離
れる方向に、または前記収納装置の方へ移動するように構成され、
　前記調節器エンクロージャは、硬質ハウジング内に完全には入りきらないバイアルアダ
プタ。
【０３４１】
　３１．　前記第１の層は、材料の第１のシートから作られ、前記第２の層は、材料の第
２のシートから作られる実施形態３０に記載のバイアルアダプタ。
【０３４２】
　３２．　前記第１の層および前記第２の層は、前記第１の層および前記第２の層の外周
のところで接続される実施形態３０に記載のバイアルアダプタ。
【０３４３】
　３３．　前記第１の層および前記第２の層は、それぞれ、中心部分を備え、前記第１の
層および前記第２の層は、前記中心部分のところで接続されない実施形態３０に記載のバ
イアルアダプタ。
【０３４４】
　３４．　封止されたバイアルと結合するように構成されたモジュール式バイアルアダプ
タであって、
　圧力調節バイアルアダプタモジュールであって、
　　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアル
から流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置
であって、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部は、前記収納装置
内を通る、収納装置と、
　　前記調節器流路と流体的に連通する近位調節器開口であって、前記近位調節器開口は
、前記バイアルアダプタモジュールが前記封止されたバイアルと結合され、流体が前記バ
イアルから引き出されるときに調節器流体がその中を通って流入または流出できるように
構成される、近位調節器開口とを備える、圧力調節バイアルアダプタモジュールと、
　前記近位調節器開口と結合するように構成された調節器流体モジュールであって、
　　調節器エンクロージャであって、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少な
くとも部分的に拡張されるか、または展開されている、第１の配向と、調節器流体が前記
調節器エンクロージャ内のエンクロージャ開口部を通過するときに、前記調節器エンクロ
ージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、
第２の配向との間を移動するように構成された調節器エンクロージャと、
　　前記調節器エンクロージャと前記近位調節器開口とを結合するように構成された留め
具とを備え、
　　前記調節器エンクロージャは、硬質ハウジング内に完全には入りきらない、調節器流
体モジュールとを備えるモジュール式バイアルアダプタ。
【０３４５】
　３５．　前記留め具は、接着剤でコーティングされた第１の表面および第２の表面を有
する固着部材を備える実施形態３４に記載のアダプタ。
【０３４６】
　３６．　前記固着部材は、弾性材料を含む材料系から作製される実施形態３５に記載の
アダプタ。
【０３４７】
　３７．　封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルアダプタを製造する
方法であって、
　圧力調節バイアルアダプタモジュールを用意するステップであって、前記圧力調節バイ
アルアダプタモジュールは
　　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアル
から流体を引き出すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口を備える収納装置
であって、抽出器流路の少なくとも一部と調節器流路の少なくとも一部は、前記収納装置



(81) JP 6541349 B2 2019.7.10

10

20

30

40

50

内を通る、収納装置と、
　　前記調節器流路と流体的に連通する近位調節器開口であって、前記近位調節器開口は
、前記バイアルアダプタモジュールが前記封止されたバイアルと結合され、流体が前記バ
イアルから引き出されるときに調節器流体がその中を通って流入または流出できるように
構成された、近位調節器開口とを備える、ステップと、
　前記近位調節器開口と結合するように構成された調節器流体モジュールを用意するステ
ップであって、前記調節器流体モジュールは
　　調節器エンクロージャであって、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少な
くとも部分的に拡張されるか、または展開されている、第１の配向と、調節器流体が前記
調節器エンクロージャ内のエンクロージャ開口部を通過するときに、前記調節器エンクロ
ージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、
第２の配向との間を移動するように構成された調節器エンクロージャと、
　　前記調節器エンクロージャと前記近位調節器開口とを結合するように構成された留め
具とを備え、
　　前記調節器エンクロージャは、硬質ハウジング内に完全には入りきらない、ステップ
と、
　前記調節器エンクロージャの前記エンクロージャ開口部を前記圧力調整バイアルアダプ
タモジュールの前記近位調節器開口と位置合わせするステップと、
　前記調節器流体モジュールを前記圧力調整バイアルアダプタモジュールに留めるステッ
プとを含む方法。
【０３４８】
　３８．　前記留め具は、接着剤でコーティングされた第１の表面および第２の表面を有
する固着部材を備える実施形態３７に記載の方法。
【０３４９】
　３９．　前記固着部材は、弾性材料を含む材料系から作製される実施形態３８に記載の
方法。
【０３５０】
　４０．　前記固着部材は、約０．０１インチ以上、約０．０３インチ以下の厚さを有す
る実施形態３９に記載の方法。
【０３５１】
　４１．　圧力調節バイアルアダプタモジュールに留めて、封止されたバイアルとの結合
のためバイアルアダプタを形成するように構成された調節器流体モジュールであって、前
記圧力調節バイアルアダプタモジュールは収納装置を備え、前記収納装置は前記アダプタ
が前記封止されたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアルから流体を引き出
すことを可能にするように構成された遠位抽出器開口であって、抽出器流路の少なくとも
一部と調節器流路の少なくとも一部は、前記収納装置内を通る、遠位抽出器開口と、前記
調節器流路と流体的に連通する近位調節器開口であって、前記近位調節器開口は、前記バ
イアルアダプタモジュールが前記封止されたバイアルと結合され、流体が前記バイアルか
ら引き出されるときに調節器流体がその中を通って流入または流出できるように構成され
た、近位調節器開口とを備え、前記調節器流体モジュールは
　　調節器エンクロージャであって、前記調節器エンクロージャの少なくとも一部が少な
くとも部分的に拡張されるか、または展開されている、第１の配向と、調節器流体が前記
調節器エンクロージャ内のエンクロージャ開口部を通過するときに、前記調節器エンクロ
ージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれている、
第２の配向との間を移動するように構成された調節器エンクロージャと、
　　前記調節器エンクロージャ内の充填材であって、前記調節器エンクロージャ内の調節
器流体の初期体積を確保するように構成され、それにより、流体が前記抽出器開口を介し
て前記封止されたバイアルから引き出されるときに前記アダプタが調節器流体を前記調節
器エンクロージャから前記封止されたバイアルに供給することを可能にする、充填材と、
　　留め具であって、前記調節器流体モジュールが前記バイアルアダプタのルーチン操作
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時に前記留め具が裂けるか、破れるか、または他の何からの形を損傷を受けることなく前
記圧力調節バイアルアダプタモジュールに関してわずかな距離だけ移動することを許され
るように前記調節器エンクロージャを前記近位調節器開口と結合するように構成された留
め具とを備え、
　　前記調節器エンクロージャは、硬質ハウジング内に完全には入りきらない、調節器流
体モジュール。
【０３５２】
　４２．　封止されたバイアルと結合し、封止されたバイアル内の圧力を調節するための
モジュール式アダプタを製造する方法であって、
　前記アダプタが前記封止されたバイアルに結合されたときに医療デバイスと前記封止さ
れたバイアルとの間の流体の移送を可能にするように構成された遠位アクセス開口を備え
る収納装置を形成するステップであって、アクセス流路の少なくとも一部と調節器流路の
少なくとも一部は、前記収納装置内を通り、前記調節器流路は前記アダプタが前記封止さ
れたバイアルに結合されたときに前記封止されたバイアルと流体的に連通する、ステップ
と、
　結合アセンブリを、前記結合アセンブリが前記調節器流路と流体的に連通するように接
続するステップであって、前記結合アセンブリは膜とカバーとを備え、前記カバーは開口
を備え、前記結合アセンブリは前記開口と前記調節器流路との間の調節流体の流れを可能
にするように構成され、調節流体の前記流れは前記膜を通過する、ステップと、
　前記開口と流体的に連通する位置に置かれるように構成された調節器エンクロージャを
用意するステップであって、前記調節器エンクロージャは、前記調節器エンクロージャの
少なくとも一部が少なくとも部分的に拡張されるか、または展開されている、第１の配向
と、調節器流体が前記調節器エンクロージャ内の開口部を通過するときに、前記調節器エ
ンクロージャの少なくとも一部が少なくとも部分的に縮小されるか、または折り畳まれて
いる、第２の配向との間を移動するように構成される、ステップとを含む方法。
【０３５３】
　４３．　前記調節器エンクロージャをさまざまなサイズの調節器エンクロージャから選
択するステップをさらに含み、前記選択は前記封止されたバイアルから引き出される薬剤
流体の体積に基づく実施形態４２に記載の方法。
【０３５４】
　４４．　調節流体の前記流れは、薬剤流体が前記アクセス流路を介して前記封止された
バイアルから引き出されるときに前記開口と前記封止されたバイアルとの間を通る実施形
態４２に記載の方法。
【０３５５】
　４５．　前記開口は、前記調節器エンクロージャが前記開口と流体的に連通する位置に
置かれる前に外気と流体的に連通している実施形態４２に記載の方法。
【０３５６】
　４６．　挿入軸を有するバイアルアダプタであって、バイアルアダプタは床とともに領
域内で使用され、封止されたバイアルと結合するように構成され、バイアルアダプタは
　穿孔部材が付勢されてバイアルの隔膜に当たるときに封止されたバイアルの隔膜を穿孔
することができる穿孔部材を備えるハウジングアセンブリと、
　抽出器流路であって、抽出器流路は近位抽出器開口と遠位抽出器開口との間に延在し、
バイアルアダプタが封止されたバイアルに結合されたときに封止されたバイアルから流体
を引き出すことを可能にするように構成され、抽出器流路の少なくとも一部は、ハウジン
グアセンブリの少なくとも一部を通過する、抽出器流路と、
　調節器流路であって、調節器流路は近位調節器開口と遠位調節器開口との間に延在し、
調節器流路の少なくとも一部は、ハウジングアセンブリの少なくとも一部を通過する、調
節器流路と、
　調節器流路内に収納され、直立位置と逆立位置との間の回転軸の周りのバイアルアダプ
タの回転に応答して閉じられた構成と開かれた構成との間で遷移するように構成された、
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閉塞器弁であって、近位抽出器開口は、バイアルアダプタが直立位置にあるときに床から
遠位抽出器開口よりも遠くにあり、近位抽出器開口は、バイアルアダプタが逆立位置にあ
るときに床に遠位抽出器開口よりも近くにある、閉塞器弁とを備え、
　閉塞器弁は、閉塞器弁が閉じられた構成をとっている場合に流体が閉塞器弁を過ぎて近
位調節器開口の方へ進むのを抑制し、回転軸は、バイアルアダプタの挿入軸に垂直であり
、閉塞器弁は、バイアルアダプタを回転させる回転軸とは実質的に無関係に閉じられた構
成と開かれた構成との間で連続して遷移する、バイアルアダプタ。
【０３５７】
　４７．　閉塞器弁は、バイアルアダプタが逆立位置まで回転させられたときに閉じられ
た構成に遷移する実施形態４６に記載のバイアルアダプタ。
【０３５８】
　４８．　閉塞器弁は、バイアルアダプタが直立位置まで回転させられたときに開いた構
成に遷移する実施形態４６に記載のバイアルアダプタ。
【０３５９】
　４９．　閉塞器弁は、調節器流路と流体的に連通する弁室と、弁室内の閉塞部材と、弁
座とを備え、閉塞器弁は、閉塞部材と弁座とが係合した後に閉じられた構成に遷移するよ
うに構成され、閉塞器弁は、閉塞部材が弁座から係脱した後に開かれた構成に遷移するよ
うに構成される、実施形態４６に記載のバイアルアダプタ。
【０３６０】
　５０．　閉塞部材は、重力の影響下で弁室内で移動する、実施形態４９に記載のバイア
ルアダプタ。
【０３６１】
　５１．　閉塞部材は、球形のボールである、実施形態４９に記載のバイアルアダプタ。
【０３６２】
　５２．　閉塞部材は、テーパー付きの端部を持つ円筒形本体部を有する、実施形態４９
に記載のバイアルアダプタ。
【０３６３】
　５３．　閉塞部材は、楕円体形状を有する、実施形態４９に記載のバイアルアダプタ。
【０３６４】
　５４．　閉塞器弁は、一般的に円筒形の形状および軸上の中心線を有する、実施形態４
６に記載のバイアルアダプタ。
【０３６５】
　５５．　閉塞器弁は、調節器流路に関して閉塞器弁の軸上の中心線の周りで回転可能で
ある、実施形態５４に記載のバイアルアダプタ。
【０３６６】
　５６．　バイアルアダプタは、閉塞器弁と近位調節器開口との間の調節器流路内に位置
決めされたフィルターをさらに備える、実施形態４６に記載のバイアルアダプタ。
【０３６７】
　５７．　フィルターは、疎水性フィルターである、実施形態５６に記載のバイアルアダ
プタ。
【０３６８】
　５８．　封止されたバイアルと結合するように構成されたバイアルアダプタであって、
バイアルアダプタは挿入軸を有し、
　穿孔部材が付勢されてバイアルの隔膜に当たるときに封止されたバイアルの隔膜を穿孔
することができる穿孔部材を備えるハウジングアセンブリと、
　抽出器流路であって、抽出器流路の少なくとも一部は、ハウジングアセンブリの少なく
とも一部を通過する、抽出器流路と、
　調節器流路であって、調節器流路は、調節器流体流れ経路を画成し、近位調節器開口と
遠位調節器開口との間に延在し、調節器流路の少なくとも一部は、ハウジングアセンブリ
の少なくとも一部を通過する、調節器流路と、
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　調節器流路の少なくとも一部に配置され、近位調節器開口に最も近い近位開口部と遠位
調節器開口に最も近い遠位開口部とを有する閉塞器弁であって、閉塞器弁は、閉じられた
構成と開かれた構成との間で遷移するようにさらに構成され、閉塞器弁は　
　調節器流路および調節器流体流れ経路と流体的に連通し、閉塞部材、閉塞部材のための
移動経路、および弁座を有する弁室と、
　　弁室および調節器流路および調節器流体流れ経路と流体的に連通する弁流路と、
　　近位開口部と調節器流路との間に流体境界を画成する近位界面と、
　　遠位開口部と調節器流路との間に流体境界を画成する遠位界面とを備える
　閉塞器弁とを備え、
　　閉塞器弁は、閉塞部材が弁座と係合したときに閉じられた構成に遷移するように構成
され、閉塞器弁は、閉塞部材が弁座から係脱したときに開かれた構成に遷移するように構
成され、閉塞部材に対する移動経路と近位界面および遠位界面の１つまたは複数における
調節器流体流れ経路との間が成す角度は、斜めであるか、または垂直である、バイアルア
ダプタ。
【０３６９】
　５９．　閉塞部材に対する移動経路は、閉塞器弁の設置経路に対して斜めであるか、ま
たは垂直である、実施形態５８に記載のバイアルアダプタ。
【０３７０】
　６０．　移動経路と設置経路との間が成す角度は、約４５°より大きく、約１３５°よ
り小さい、実施形態５９に記載のバイアルアダプタ。
【０３７１】
　６１．　閉塞部材は、球形のボールである、実施形態５８に記載のバイアルアダプタ。
【０３７２】
　６２．　閉塞部材は、テーパー付きの端部を持つ円筒形本体部を有する、実施形態５８
に記載のバイアルアダプタ。
【０３７３】
　６３．　閉塞部材は、楕円体形状を有する、実施形態５８に記載のバイアルアダプタ。
【０３７４】
　６４．　移動経路と設置経路との間が成す角度は、約９０°である、実施形態６０に記
載のバイアルアダプタ。
【０３７５】
　６５．　移動経路と設置経路との間が成す角度は、バイアルアダプタの挿入軸と設置経
路との間が成す角度と実質的に同じである、実施形態５８に記載のバイアルアダプタ。
【０３７６】
　６６．　移動経路は、バイアルアダプタの挿入軸に実質的に平行である、実施形態５８
に記載のバイアルアダプタ。
【０３７７】
　６７．　バイアルアダプタは、閉塞器弁と近位調節器開口との間の調節器流路内にフィ
ルターをさらに備える、実施形態５８に記載のバイアルアダプタ。
【０３７８】
　６８．　フィルターは、疎水性フィルターである、実施形態６７に記載のバイアルアダ
プタ。
【０３７９】
　６９．　封止されたバイアルと結合するように構成されたモジュール式バイアルアダプ
タを製造する方法であって、
　挿入軸を有するコネクタインターフェースを選択するステップであって、コネクタイン
ターフェースは
　　穿孔部材が付勢されてバイアルの隔膜に当たるときに封止されたバイアルの隔膜を穿
孔することができる穿孔部材を備えるハウジングアセンブリと、
　　抽出器流路であって、抽出器流路の少なくとも一部は、ハウジングアセンブリの少な
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くとも一部を通過する、抽出器流路と、
　　調節器流路であって、調節器流路は近位調節器開口と遠位調節器開口との間に延在し
、調節器流路の少なくとも一部は、ハウジングアセンブリの少なくとも一部を通過する、
調節器流路とを備える、ステップと、
　調節器アセンブリをコネクタインターフェースの近位調節器開口と結合するステップで
あって、調節器アセンブリは、調節器アセンブリがコネクタインターフェースと結合され
るときに調節器流路と流体的に連通するように構成された調節器経路を備え、調節器流路
および調節器経路は、調節器流体流れ経路を画成し、調節器アセンブリは、設置経路を介
して調節器流路および調節器経路の１つまたは複数の中に少なくとも部分的に設置され、
近位調節器開口に最も近い近位開口部と遠位調節器開口に最も近い遠位開口部とを有する
、閉塞器弁をさらに備え、閉塞器弁は閉じられた構成と開かれた構成との間で遷移するよ
うに構成され、閉塞器弁は
　　調節器流体流れ経路と流体的に連通し、閉塞部材、閉塞部材のための移動経路、およ
び弁座を有する弁室と、
　　弁室および調節器流体流れ経路と流体的に連通する、流れ経路を有する弁流路と、
　　近位開口部と調節器流路との間に流体境界を画成する近位界面と、
　　遠位開口部と調節器流路との間に流体境界を画成する遠位界面とを備える、
　ステップとを含み、
　閉塞器弁は、閉塞部材が弁座と係合したときに閉じられた構成に遷移するように構成さ
れ、閉塞器弁は、閉塞部材が弁座から係脱したときに開かれた構成に遷移するように構成
され、閉塞部材に対する移動経路と近位界面および遠位界面の１つまたは複数における調
節器流体流れ経路との間が成す角度は、斜めであるか、または垂直である、方法。
【０３８０】
　７０．　設置経路を介して調節器流路および調節器経路のうちの１つまたは複数の中に
少なくとも部分的に閉塞器弁を設置するステップをさらに含む、実施形態６９に記載の方
法。
【０３８１】
　７１．　閉塞器弁内の移動経路と閉塞器弁の設置経路との間が成す角度が結合インター
フェースの設置経路と挿入軸との間が成す角度と実質的に同じである閉塞器弁を選択する
ステップをさらに含む、実施形態７０に記載の方法。
【０３８２】
　７２．　閉塞器弁内の移動経路が結合インターフェースの挿入軸に実質的に平行である
閉塞器弁を選択するステップをさらに含む、実施形態６９に記載の方法。
【０３８３】
　７３．　調節器アセンブリの突起部をコネクタインターフェースの近位調節器開口と合
わせるステップをさらに含み、突起部および近位調節器開口はキー溝付きである、実施形
態６９に記載の方法。
【０３８４】
　７４．　閉塞器弁上の位置合わせ特徴を調節器流路の位置合わせ特徴と合わせるステッ
プをさらに含む、実施形態７３に記載の方法。
【０３８５】
　７５．　閉塞器弁の位置合わせ特徴を調節器流路の位置合わせ特徴と合わせるステップ
により、調節器アセンブリがコネクタインターフェースに結合され、閉塞器弁が調節器流
路および調節器経路のうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に設置されたときに移動
経路がコネクタインターフェースの挿入軸に実質的に平行になるように閉塞器弁を配向す
る、実施形態７４に記載の方法。
【０３８６】
　バイアルアダプタは、特定の実施形態および例の文脈内で開示されているけれども、当
業者であれば、バイアルアダプタは、具体的に開示された実施形態を超えて、これらの実
施形態の他の代替的実施形態および／または用途、ならびにそのいくつかの修正形態およ
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び等価物に拡大適用されることを理解するであろう。例えば、いくつかの実施形態は、ガ
スではなく、液体（水または食塩水）である調節流体を使用するように構成される。別の
例として、いくつかの実施形態では、袋はベローズを備える。開示された実施形態のさま
ざまな特徴および態様が、バイアルアダプタのさまざまな形態を形成するために、互いに
組み合わされ、または代わりに用いられることができることは理解されるであろう。例え
ば、図２４の環状袋形状は、図１３～図１５の実施形態に組み込むことができる。したが
って、本明細書に開示されたバイアルアダプタの範囲は、上記に説明した特定の開示され
た実施形態によって限定されるべきではないことが意図され、以下の請求項を公平に読む
ことによってのみ決定されるべきである。
【符号の説明】
【０３８７】
　　１０　容器
　　２０　アクセス機構
　　２５　弁
　　３０　調節器
　　４０　交換デバイス
　　５０　貯蔵槽
　　１００　システム
　　１１０　バイアル
　　１１２　本体部
　　１１４　キャップ
　　１１６　医療流体
　　１１８　殺菌された空気
　　１２０　アクセス機構
　　１２２　導管
　　１３０　調節器
　　１３２　袋
　　１３４　導管
　　１４０　交換デバイス
　　１４２　標準注射器
　　１４３　流体内容物
　　１４４　フランジ
　　１５０　貯蔵槽
　　２００　バイアルアダプタ
　　２１０　バイアル
　　２１２　本体部
　　２１４　キャップ
　　２１６　隔膜
　　２１８　ケーシング
　　２１９　突起部
　　２２０　穿孔部材
　　２２１　近位端
　　２２２　シース
　　２２３　遠位端
　　２２４　先端部
　　２２５　調節器流路
　　２２６　ルーメン
　　２２８　調節器開口
　　２３０　キャップコネクタ
　　２３５　スリーブ
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　　２３７　突出部
　　２３８　内面
　　２４０　コネクタインターフェース
　　２４１　医療用コネクタ
　　２４５　アクセス流路
　　２４６　アクセス開口
　　２４７　フランジ
　　２４８　側壁
　　２５０　調節器アセンブリ
　　２５２　結合部
　　２５３　通路
　　２５４　袋
　　２５５　内部室
　　２５６　充填材
　　２５７　袋開口
　　２５８　第１の側部
　　２５９　第２の側部
　　２６０　フィルター
　　３００　アダプタ
　　３２０　穿孔部材
　　３２５　調節器流路
　　３２６　ルーメン
　　３２８　調節器開口
　　３２８ａ　調節器開口
　　３３０　キャップコネクタ
　　３４０　コネクタインターフェース
　　３４５　アクセス流路
　　３５０　調節器アセンブリ
　　３５２　結合部
　　３５４　袋
　　３５４ａ　周辺隆起部
　　３５７　袋開口
　　３６０　フィルター
　　３８０　本体部分
　　３８１　中心部分
　　３８２　タブ
　　３８３　障壁
　　３８４　固着部材
　　３８４ａ　接着する第１の表面
　　３８４ｂ　接着する第２の表面
　　３８４ｃ　開口
　　３８５　基部
　　３８５ａ　突起部
　　３８６　カバー
　　３８６ａ　外面
　　３８７　開口部
　　３８７ａ　開口部
　　３８８　超音波溶接
　　３８９　環状突起部
　　３９０　環状突起部
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　　３９０ａ　リップ部
　　３９１　第１の内側環状突起部
　　３９１ａ　開口部
　　３９２　第２の内側環状突起部
　　３９２ａ　開口部
　　３９３　空間
　　３９４　第１の内側環状突起部
　　３９４ａ　開口部
　　３９５　第２の内側環状突起部
　　３９５ａ　開口部
　　４００　アダプタ
　　４２０　穿孔部材
　　４２２　シース
　　４２３　遠位端
　　４２５　調節器流路
　　４２６　ルーメン
　　４２９　接続部材
　　４３０　キャップコネクタ
　　４３９　プラットフォーム
　　４４０　コネクタインターフェース
　　４４５　アクセス流路
　　４５０　調節器アセンブリ
　　４５１　環状ワッシャ
　　４５２　結合部
　　４５３　通路
　　４５４　袋
　　４５６　充填材
　　４５７　袋開口
　　４６０　フィルター
　　４６１　フランジ
　　５００　アダプタ
　　５５２　結合部
　　５５４　袋
　　５５６　充填材
　　５６０　フィルター
　　５６１　フランジ
　　６００　アダプタ
　　６５４　袋
　　６６２　細長部材
　　６６３　空隙
　　７００　アダプタ
　　７２０　穿孔部材
　　７３０　キャップコネクタ
　　７４０　コネクタインターフェース
　　７５０、７５０’　調節器アセンブリ
　　７５４、７５４’　袋
　　７５６、７５６’　充填材
　　８００　アダプタ
　　８２６　通路
　　８２９　接続部材
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　　８３０　キャップコネクタ
　　８３１　カウンタウエイト
　　８４５　アクセス流路
　　８５０　調節器アセンブリ
　　８５２　キー溝付き結合部
　　８５４　袋
　　８６４　シール
　　８６５　スリット
　　９００　アダプタ
　　９２０　穿孔部材
　　９３０　キャップコネクタ
　　９４０　コネクタインターフェース
　　９５０　調節器アセンブリ
　　９５２　結合部
　　９５４　袋
　　９６０　フィルター
　　９６６　逆止弁
　　１０００　アダプタ
　　１０２５　調節器流路
　　１０２６　ルーメン
　　１０４５　アクセス流路
　　１０５０　調節器アセンブリ
　　１０５２　結合部
　　１０５４　袋
　　１０６６　第１の逆止弁
　　１０６７　第２の逆止弁
　　１１００　アダプタ
　　１１２０　穿孔部材
　　１１２５　調節器流路
　　１１３０　キャップコネクタ
　　１１４０　コネクタインターフェース
　　１１４５　抽出流路
　　１１５０　調節器アセンブリ
　　１１５４　袋
　　１１５６　充填材
　　１１６８　第１の調節器開口
　　１１６９　第２の調節器開口
　　１１６８　近位端
　　１１６９　近位開口
　　１１７０　遠位端
　　１１７１　遠位開口
　　１１７２　ヘアピンカーブ
　　１１７３　排水桝
　　１２００　アダプタ
　　１２２０　第１の穿孔部材
　　１２２０’　第２の穿孔部材
　　１２２５　調節器流路
　　１２３０　キャップコネクタ
　　１２４０　コネクタインターフェース
　　１２４５　アクセス流路
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　　１２５０　調節器アセンブリ
　　１２５６　充填材
　　１３２６　ルーメン
　　１３５０　貯蔵槽
　　１３５４　袋
　　１３５５　内部室
　　１３５７　袋開口
　　１３５８　第１の側部
　　１３５９　第２の側部
　　１３７４　硬質エンクロージャ
　　１３７５　通気孔
　　１３７６　中間室
　　１４２５　調節器流路
　　１４２６　ルーメン
　　１４５０　貯蔵槽
　　１４５２　接続点
　　１４５４　エンクロージャ
　　１４５４Ａ　環状リング
　　１４５５　内部室
　　１４５７　開口
　　１４５８　第１の側部
　　１４５９　第２の側部
　　１５２５　調節器流路
　　１５２６　ルーメン
　　１５５０　貯蔵槽
　　１５５４　エンクロージャ
　　１５５４Ａ　環状リング
　　１５５５　内部室
　　１５５８　第１の側部
　　１５５９　第２の側部
　　１６２５　調節器流路
　　１６２６　バイアルアダプタのルーメン
　　１６５０　貯蔵槽
　　１６５４　エンクロージャ
　　１６５４Ａ、１６５４Ｂ　一連の一般的に同心円状のリング
　　１６５５　内部室
　　１６５７　開口
　　１７００　アダプタ
　　１７２６　ルーメン
　　１７５０　調節器アセンブリ
　　１７６０　フィルター
　　１７７０　弁
　　１７７０Ａ　第１の方向
　　１７７０Ｂ　第２の方向
　　１７８５　突起部
　　１７８５ａ　突起部
　　１８００　アダプタ
　　１８２５　調節器流路
　　１８２６　ルーメン
　　１８５０　調節器アセンブリ
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　　１８５２　結合部
　　１８５４　エンクロージャ
　　１８７０　弁
　　１９００　アダプタ
　　１９２５　調節器流路
　　１９５０　調節器アセンブリ
　　１９５４　エンクロージャ
　　１９６０　フィルター
　　１９７０　弁
　　１９８５ａ　突起部
　　２０００　バイアルアダプタ
　　２０２０　穿孔部材
　　２０２５　調節器流路
　　２０２６　ルーメン
　　２０４０　コネクタインターフェース
　　２０４５　アクセス流路
　　２０５０　調節器アセンブリ
　　２０７０　ボール逆止弁
　　２０７１　弁流路
　　２０７２　第２の室
　　２０７３　ボール
　　２０７４　第１の室
　　２０７５ａ　位開口部
　　２０７５ｂ　近位開口部
　　２０７６　シール
　　２０７８　段部
　　２０７９　封止部
　　２０８５ａ　突起部
　　２１００　アダプタ
　　２１２５　調節器流路
　　２１２６　ルーメン
　　２１７０　ボール逆止弁
　　２１７１Ａ　第１の弁流路
　　２１７１Ｂ　第２の弁流路
　　２１７２　第２の室
　　２１７４　第１の室
　　２１８５ａ　突起部
　　２２００　アダプタ
　　２２２５　調節器流路
　　２２２６　ルーメン
　　２２４５　アクセス流路
　　２２５０　調節器アセンブリ
　　２２７０　ドーム形弁
　　２２７３　ドーム形部分
　　２２７４　スリット
　　２２７５Ａ　凸側
　　２２７５Ｂ　凹側
　　２２７８　環状フランジ
　　２２８５ａ　突起部
　　２３００　アダプタ



(92) JP 6541349 B2 2019.7.10

10

20

30

　　２３２５　調節器流路
　　２３２６　ルーメン
　　２３７０　シャワーヘッドドーム形弁
　　２３７３　ドーム形部分
　　２３７４　開口部または中央スリット
　　２３７４Ａ　外側スリット
　　２３７５Ａ　凸側
　　２３７５Ｂ　凹側
　　２３７８　環状フランジ
　　２３８５ａ　突起部
　　２４００　アダプタ
　　２４２５　調節器流路
　　２４２６　ルーメン
　　２４４５　アクセス流路
　　２４５０　調節器アセンブリ
　　２４７０　フラップ逆止弁
　　２４７０　開閉する閉塞器弁
　　２４７２　内側
　　２４７３　フラップ
　　２４７４　外側
　　２４７３Ａ　第１の端部
　　２４７３Ｂ　第２の端部
　　２４７６　シール
　　２４７７　座部
　　２４７９　封止部分
　　２４８５ａ　突起部
　　２５００　アダプタ
　　２５２０　穿孔部材
　　２５３０　穿孔部材
　　２５４５　アクセス流路
　　２５６０　シール
　　２５７０　ボール逆止弁
　　２５７２　第２の流路
　　２５７３　ボール
　　２５７４　第１の流路
　　２５７７　捕捉部材
　　２５７８　段部
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